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は
じ
め
に 

 

戦
後
か
ら
高
度
経
済
成
長
期
に
か
け
て
、
日
本
の
古
典
文
学
が
ど
れ
だ
け

「
再
話
」
さ
れ
て
き
た
か
、
そ
の
基
礎
研
究
と
し
て
戦
後
か
ら
一
九
六
〇
年

ま
で
に
刊
行
さ
れ
た
児
童
文
学
叢
書
・
全
集
の
中
で
の
再
話
状
況
を
取
り
上

げ
た
い
。
児
童
文
学
の
中
の
日
本
文
学
の
再
話
を
考
え
る
際
に
、
参
考
に
な

る
も
の
と
し
て
『
世
界
児
童
文
学
全
集
・
内
容
綜
覧
』
（
日
外
ア
ソ
シ
エ
ー

シ
ョ
ン 

一
九
九
八
年
）
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
し
か
し
、
主
に
大
き
な
出
版

社
の
刊
行
物
を
中
心
に
採
録
さ
れ
て
お
り
、
講
談
か
ら
の
流
れ
な
ど
を
含
め

た
全
体
の
流
れ
を
そ
こ
か
ら
確
認
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
本
稿
で
は
、
先
に

あ
げ
た
全
集
・
叢
書
研
究
や
調
査
を
足
掛
か
り
に
し
、
約
七
五
点
ほ
ど
の
児

童
文
学
の
全
集
・
叢
書
の
中
で
、
ど
う
い
っ
た
日
本
の
古
典
文
学
作
品
が
取

り
上
げ
て
き
た
か
を
、
「
再
話
」
研
究
の
基
礎
的
な
も
の
と
し
て
集
計
し
て

い
く
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
作
品
ご
と
に
研
究
が
な
さ
れ
る
こ
と
が
強
い
古
典

の
再
話
に
つ
い
て
、
全
体
の
傾
向
や
繋
が
り
を
見
出
し
て
い
こ
う
と
す
る
の

が
、
本
稿
の
主
眼
で
あ
る
。 

 

     

凡
例 

・ 

一
九
四
五
年
か
ら
一
九
六
〇
年
ま
で
に
、
全
集
の
初
巻
が
は
じ
め
て

発
売
さ
れ
た
も
の
の
中
で
、
日
本
文
学
の
古
典
が
再
話
さ
れ
た
も
の

の
計
七
六
点
に
つ
い
て
の
目
録
で
あ
る
。 

・ 

全
集
名 

巻
数 

出
版
社 

出
版
年
の
順
に
並
べ
て
い
る
。
全
集
の
総

巻
数
に
つ
い
て
は
、
確
認
で
き
た
も
の
の
み
掲
載
し
て
い
る
。 

・ 

全
集
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
単
行
本
の
中
で
代
表
的
な
日
本
文
学
の
古

典
の
再
話
を
掲
載
し
て
い
る
、
と
み
な
さ
れ
る
も
の
の
み
を
抽
出
し
て

い
る
。
ま
た
『
宮
本
武
蔵
』
な
ど
講
談
の
代
表
的
な
作
品
に
つ
い
て
も

掲
載
し
て
い
る
が
、
『
霧
隠
才
蔵
』
な
ど
掲
載
し
て
い
な
い
作
品
も
あ

り
、
目
録
作
成
者
の
恣
意
性
が
反
映
さ
れ
て
い
る
。 

・ 

実
物
が
刊
行
さ
れ
た
か
ど
う
か
確
認
で
き
ず
、
目
録
に
掲
載
さ
れ
て
い

る
作
品
に
つ
い
て
は
、
年
度
を
不
明
、
と
し
た
。
ま
た
、
刊
行
予
定
だ

っ
た
も
の
の
、
刊
行
さ
れ
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
も
の
に
は
、
そ
れ

ぞ
れ
※
を
つ
け
、
補
足
の
説
明
を
行
っ
て
い
る
。 

・ 

一
つ
の
単
行
本
の
中
で
、
多
く
の
作
品
が
採
録
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ

い
て
は
、
そ
の
作
品
の
一
覧
を
掲
載
し
、
そ
の
中
で
、
古
典
作
品
の
代

 

戦
後
期
の
児
童
日
本
文
学
全
集
に
お
け
る
日
本
古
典
文
学
の
「
再
話
」
目
録 
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表
的
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
採
録
し
て
い
る
も
の
を
、
作
品
別
の
索
引
に
掲

載
し
て
い
る
。
ま
た
、
明
ら
か
に
何
を
再
話
し
て
い
る
の
か
分
か
る
も

の
に
つ
い
て
は
、
再
話
さ
れ
て
い
る
古
典
文
学
の
名
前
を
列
挙
す
る
に

留
め
て
い
る
。 

・ 

付
随
の
作
品
別
の
索
引
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
「
虫
め
ず
る
姫
君
」
な

ど
、
そ
の
作
品
集
の
代
表
的
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
「
豊
臣
秀
吉
」
な
ど
人

物
名
や
作
者
名
な
ど
で
再
話
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
も
索
引
に

掲
載
し
て
い
る
。
ま
た
、
井
原
西
鶴
の
よ
う
に
、
採
録
さ
れ
た
作
品
が

ば
ら
け
て
お
り
、
作
者
名
で
再
話
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
も
の
に
つ

い
て
は
、
作
品
名
で
は
な
く
、
作
者
名
で
項
目
を
作
っ
て
い
る
。
そ
の

た
め
、
索
引
は
あ
く
ま
で
暫
定
的
な
も
の
で
し
か
な
い
。 

・ 

童
話
春
秋
社
の
表
記
に
つ
い
て
は
、
『
日
本
児
童
文
学
大
事
典
』
（
大
日

本
図
書 

一
九
九
三
年
）
の
項
目
を
参
照
し
、
一
九
五
〇
年
ま
で
に
出

版
さ
れ
た
も
の
は
「
童
話
春
秋
社
」
、
一
九
五
一
年
以
降
に
出
版
さ
れ

た
も
の
を
「
同
和
春
秋
社
」
と
し
て
い
る
。 

 

収
録
全
集
一
覧 

一 

、
日
本
名
作
物
語 

童
話
春
秋
社 

一
九
四
一
年
～
一
九
五
八
年 

二 

、
新
版
日
本
童
話
宝
玉
集 

童
話
春
秋
社 

一
九
四
七
年 

 

三 

、
学
童
文
庫 

中
学
年
用 

株
式
会
社
啓
文
館 

一
九
四
七
年
～
一
九
四

八
年 

四 

、
女
学
生
文
庫 

橿
原
書
房 

一
九
四
七
年 

五 

、
少
年
文
庫 

光
文
社 

一
九
四
七
年
～
一
九
四
八
年 

六 

、
少
年
少
女
講
談
文
庫 

黎
明
社 

一
九
四
八
年
～
一
九
四
九
年 

七 

、
少
年
少
女
時
代
小
説 

東
光
出
版
社 

一
九
四
八
年
～
一
九
五
〇
年 

八 

、
梟
文
庫 

小
山
書
店 

一
九
四
八
年
～
一
九
五
一
年 

九 

、
少
年
講
談 

金
鈴
社 

一
九
四
九
年 

一
〇
、
名
作
童
話 

玄
文
社 

一
九
四
九
年 

一
一
、
少
年
少
女
名
作
文
庫 

英
研
社 

一
九
四
九
年 

一
二
、
世
界
お
と
ぎ
文
庫 

小
峰
書
房 

一
九
四
九
年
〜
一
九
五
〇
年 

一
三
、
世
界
名
作
全
集 

講
談
社 

一
九
五
〇
年
～
一
九
六
二
年 

一
四
、
世
界
名
作
童
話
全
集 

講
談
社 

一
九
五
〇
年
～
一
九
五
五
年 

一
五
、
中
学
生
全
集 

筑
摩
書
房 

一
九
五
〇
年
～
一
九
五
一
年 

一
六
、
新
児
童
文
庫 

三
十
書
房 

一
九
五
〇
年
～
一
九
五
一
年 

一
七
、
少
年
文
庫 

あ
か
ね
書
房 

一
九
五
〇
年
～
一
九
五
一
年 

一
八
、
世
界
童
話
文
庫 

潮
文
閣 

一
九
五
一
年  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

一
九
、
岩
波
少
年
文
庫 

岩
波
書
店 

一
九
五
一
年
～
一
九
六
二
年 

二
〇
、
玉
川
少
年
少
女
文
庫
偉
人
叢
書 

玉
川
大
学
出
版
部 

一
九
五
一
年 

二
一
、
世
界
名
作
文
庫 

偕
成
社 

一
九
五
一
年
～
一
九
五
六
年 

二
二
、
世
界
名
作
物
語 

ポ
プ
ラ
社 

一
九
五
二
年
～
一
九
五
五
年 

二
三
、
少
年
少
女
名
作
文
庫 

妙
義
出
版
社 

一
九
五
二
年
～
一
九
五
三
年 

二
四
、
少
年
少
女
日
本
名
作
選 

誠
文
堂
新
光
社 

一
九
五
二
年
～
一
九
五

三
年 

二
五
、
少
年
講
談 

照
林
社 

一
九
五
二
年
～
一
九
五
四
年 
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収
録
全
集
一
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、
日
本
名
作
物
語 

童
話
春
秋
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一
九
四
一
年
～
一
九
五
八
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、
新
版
日
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童
話
宝
玉
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童
話
春
秋
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、
学
童
文
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株
式
会
社
啓
文
館 

一
九
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七
年
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九
四

八
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文
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原
書
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九
四
七
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五 

、
少
年
文
庫 

光
文
社 

一
九
四
七
年
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一
九
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八
年 
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少
年
少
女
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明
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九
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年
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一
九
四
九
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少
年
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女
時
代
小
説 

東
光
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一
九
四
八
年
～
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九
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、
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文
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山
書
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一
九
四
八
年
～
一
九
五
一
年 

九 

、
少
年
講
談 

金
鈴
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一
九
四
九
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一
〇
、
名
作
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話 

玄
文
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一
九
四
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一
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、
少
年
少
女
名
作
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九
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と
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書
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〇
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世
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〇
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五
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書
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〇
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五
一
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六
、
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児
童
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書
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一
九
五
〇
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～
一
九
五
一
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七
、
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あ
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ね
書
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一
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五
〇
年
～
一
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五
一
年 

一
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、
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庫 

潮
文
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一
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五
一
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一
九
、
岩
波
少
年
文
庫 

岩
波
書
店 

一
九
五
一
年
～
一
九
六
二
年 

二
〇
、
玉
川
少
年
少
女
文
庫
偉
人
叢
書 

玉
川
大
学
出
版
部 

一
九
五
一
年 

二
一
、
世
界
名
作
文
庫 

偕
成
社 

一
九
五
一
年
～
一
九
五
六
年 

二
二
、
世
界
名
作
物
語 

ポ
プ
ラ
社 

一
九
五
二
年
～
一
九
五
五
年 

二
三
、
少
年
少
女
名
作
文
庫 

妙
義
出
版
社 

一
九
五
二
年
～
一
九
五
三
年 

二
四
、
少
年
少
女
日
本
名
作
選 

誠
文
堂
新
光
社 

一
九
五
二
年
～
一
九
五

三
年 

二
五
、
少
年
講
談 

照
林
社 

一
九
五
二
年
～
一
九
五
四
年 
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二
六
、
国
語
と
文
学
の
教
室 

福
村
書
店 

一
九
五
二
年
～
一
九
五
九
年 

 
二
七
、
少
年
読
物
文
庫 

同
和
春
秋
社 

一
九
五
二
年
～
一
九
五
九
年 

二
八
、
児
童
文
庫 

カ
バ
ヤ
児
童
文
化
研
究
所 

一
九
五
二
年
～
一
九
五
四

年  二
九
、
偉
人
伝
文
庫 

ポ
プ
ラ
社 

一
九
五
二
年
～
一
九
五
九
年 

三
〇
、
世
界
少
年
少
女
文
学
全
集 

東
京
創
元
社 

一
九
五
三
年
～
一
九
五

六
年 

 

三
一
、
日
本
伝
承
民
俗
童
話
全
集 
河
出
書
房 

一
九
五
三
年 

三
二
、
知
識
文
庫 

ポ
プ
ラ
社 

一
九
五
三
年
～
一
九
五
六
年 

三
三
、
保
育
社
の
名
作
絵
文
庫 

保
育
社 

 
一
九
五
三
年
～
一
九
五
六
年 

三
四
、
日
本
名
作
物
語(

日
本
名
作
全
集) 

黎
明
社 

一
九
五
四
年
～
一
九
五

六
年  

三
五
、
少
年
講
談
全
集 

講
談
社 

一
九
五
四
年
～
一
九
五
五
年 

三
六
、
少
年
痛
快
講
談
全
集 

太
陽
少
年
社 

一
九
五
四
年
～
一
九
五
五
年 

三
七
、
小
学
館
の
幼
年
文
庫 

小
学
館 

一
九
五
四
年
～
一
九
五
九
年 

三
八
、
日
本
少
年
少
女
名
作
全
集 

河
出
書
房 

一
九
五
四
年
～
一
九
五
九

年 三
九
、
実
録
時
代
小
説 

偕
成
社 

一
九
五
四
年
〜
一
九
五
八
年 

四
〇
、
児
童
名
作
全
集 

偕
成
社 

一
九
五
五
年
～
一
九
六
一
年 

四
一
、
幼
年
世
界
名
作
全
集 

あ
か
ね
書
房 

一
九
五
五
年
～
一
九
六
〇
年 

四
二
、
名
作
物
語
文
庫 

講
談
社 

一
九
五
五
年 

四
三
、
お
話
博
物
館 

実
業
之
日
本
社 

一
九
五
五
年
～
一
九
五
九
年 

四
四
、
少
年
・
日
本
武
人
物
語 

黎
明
社 

一
九
五
五
年 

四
五
、
世
界
の
名
作 

筑
摩
書
房 

一
九
五
六
年
～
一
九
五
八
年 

四
六
、
日
本
少
年
少
女
古
典
文
学
全
集 

弘
文
堂 

一
九
五
六
年
～
一
九
六

一
年 

四
七
、
日
本
古
典
童
話
全
集 

小
峰
書
房 

一
九
五
六
年 

四
八
、
ぼ
く
た
ち
の
研
究
室 

さ
・
え
・
ら
書
房 

一
九
五
六
年
～
一
九
六

三
年 

四
九
、
中
学
生
の
古
典
文
学 

至
文
堂 

一
九
五
六
年
～
一
九
五
七
年 

五
〇
、
初
級
世
界
名
作
童
話 

泰
光
堂 

一
九
五
六
年
～
一
九
五
九
年 

五
一
、
「
少
年
少
女
の
た
め
の
国
民
文
学 

」 

福
村
書
店 

一
九
五
六
年
～

一
九
六
一
年 

五
二
、
た
の
し
い
日
本
歴
史
童
話 

ポ
プ
ラ
社 

全
一
〇
巻 

一
九
五
六
年

〜
一
九
五
七
年 

五
三
、
学
年
別
・
幼
年
文
庫 

全
六
〇
巻 

偕
成
社 

一
九
五
六
年
～
一
九

六
〇
年
） 

五
四
、
楽
し
い
名
作
童
話 

ポ
プ
ラ
社 

一
九
五
七
年 

五
五
、
幼
年
名
作
全
集 

保
育
社 

一
九
五
七
年
～
一
九
五
八
年 

五
六
、
少
年
少
女
物
語
文
庫 

集
英
社 

一
九
五
七
～
一
九
五
九
年 

五
七
、
土
曜
日
物
語 : 

子
ど
も
の
た
め
の
日
本
の
古
典
文
学 

東
光
出
版
社 

一
九
五
七
年 

五
八
、
ぺ
り
か
ん
写
真
文
庫 

平
凡
社 

一
九
五
七
年 

五
九
、
学
級
図
書
館 

青
葉
書
房 

一
九
五
七
年
～
一
九
五
八
年 

六
〇
、
日
本
名
著
も
の
が
た
り 

東
西
文
明
社 

一
九
五
七
年 

六
一
、
な
か
よ
し
絵
文
庫 

偕
成
社 

一
九
五
七
年
～
一
九
六
二
年 

六
二
、
少
年
少
女
世
界
文
学
全
集 

講
談
社 

一
九
五
八
年
～
一
九
六
二
年 

六
三
、
少
年
少
女
日
本
名
作
物
語
全
集 

講
談
社 

一
九
五
八
年
～
一
九
六

三
年 

六
四
、
私
た
ち
の
日
本
古
典
文
学 

さ
・
え
・
ら
書
房 

一
九
五
八
年
～
一

九
六
六
年 

六
五
、
児
童
世
界
文
学
全
集 

偕
成
社 

一
九
五
九
年
～
一
九
六
二
年 

 

六
六
、
日
本
少
年
少
女
童
話
全
集 

創
元
社 

一
九
五
九
年
～
一
九
六
〇
年
） 

六
七
、
名
作
を
生
か
そ
う 

全
三
巻 

さ
・
え
・
ら 

書
房 

一
九
五
九
年 

六
八
、
世
界
名
作
全
集 

平
凡
社 

一
九
五
九
年
〜
一
九
六
一
年 

六
九
、
日
本
の
こ
こ
ろ 

小
峰
書
店 

（
一
九
五
九
年
～
一
九
六
一
年
） 

七
〇
、
子
ど
も
の
伝
記
物
語 

ポ
プ
ラ
社 

一
九
五
九
年 

七
一
、
日
本
伝
説
も
の
が
た
り 

泰
光
堂 

全
三
巻 

一
九
五
九
年 

七
二
、
学
年
別
世
界
児
童
文
学
全
集  

日
本
書
房  

一
九
六
〇
年
〜
一
九

六
一
年 

七
三
、
少
年
少
女
日
本
む
か
し
噺 

東
光
出
版
社 

一
九
六
〇
年 

七
四
、
幼
年
世
界
文
学
全
集 

偕
成
社 

一
九
六
〇
年
〜
一
九
六
五
年
） 

七
五
、
日
本
童
話
全
集
（
あ
か
ね
書
房 

一
九
六
〇
年
～
一
九
六
三
年
） 

七
六
、
少
年
少
女
世
界
む
か
し
ば
な
し
全
集
（
宝
文
館 

一
九
六
〇
年
） 

  

一
、
日
本
名
作
物
語 

童
話
春
秋
社 

一
九
四
一
年
～
一
九
五
八
年 

・『
義
経
記
』（
高
野
正
巳 

絵 

米
内
穂
豊 

童
話
春
秋
社 

一
九
四
一
年
） 

・『
少
年
太
閤
記 

日
吉
丸
の
巻
』（
舟
橋
聖
一 

絵 

武
田
一
馬 

童
話
春

秋
社 

一
九
四
二
年
） 

・
『
信
長
記
』
（
福
田
清
人 

童
話
春
秋
社 

一
九
四
三
年
） 

・『
太
平
記
』（
高
野
正
巴 

絵 

森
村
宜
永 

童
話
春
秋
社 

一
九
四
三
年
） 

・
『
平
家
物
語
』
（
福
田
清
人 

童
話
春
秋
社 

一
九
五
〇
年
） 

→
表
記
は
な
い
が
、
絵
は
羽
石
光
志
の
も
の
に
類
似 

・『
宇
治
拾
遺
物
語
』（
吉
田
精
一 

絵 

羽
石
光
志 

童
話
春
秋
社 

一
九

五
〇
年
） 

宇
治
拾
遺
物
語
、
古
今
著
聞
集 

・
『
保
元
・
平
治
物
語
』（
伊
藤
佐
喜
雄 

絵 

山
口
将
吉
郎 

同
和
春
秋
社 

一
九
五
一
年
） 

・『
曽
我
物
語
』（
高
木
卓 

絵 

森
屋
外
加
志 

同
和
春
秋
社 

一
九
五
一

年
） 

・『
今
昔
物
語
』（
片
桐
顕
智 

絵 

羽
石
光
志 

同
和
春
秋
社 

一
九
五
一

年
） 

・
『
雨
月
物
語
』
（
所
弘 

絵 

木
下
春 

同
和
春
秋
社 

一
九
五
二
年
） 

雨
月
物
語
、
春
雨
物
語 

・『
堤
中
納
言
物
語
』（
細
川
武
子 

絵 

米
内
穂
豊 

同
和
春
秋
社 

一
九

五
二
年
） 

・『
竹
取
物
語
・
落
窪
物
語
』（
成
瀬
正
勝 

絵 

真
野
満 

同
和
春
秋
社 

一
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六
〇
、
日
本
名
著
も
の
が
た
り 

東
西
文
明
社 

一
九
五
七
年 

六
一
、
な
か
よ
し
絵
文
庫 

偕
成
社 

一
九
五
七
年
～
一
九
六
二
年 

六
二
、
少
年
少
女
世
界
文
学
全
集 

講
談
社 

一
九
五
八
年
～
一
九
六
二
年 

六
三
、
少
年
少
女
日
本
名
作
物
語
全
集 

講
談
社 

一
九
五
八
年
～
一
九
六

三
年 

六
四
、
私
た
ち
の
日
本
古
典
文
学 

さ
・
え
・
ら
書
房 

一
九
五
八
年
～
一

九
六
六
年 

六
五
、
児
童
世
界
文
学
全
集 
偕
成
社 

一
九
五
九
年
～
一
九
六
二
年 

 

六
六
、
日
本
少
年
少
女
童
話
全
集 

創
元
社 

一
九
五
九
年
～
一
九
六
〇
年
） 

六
七
、
名
作
を
生
か
そ
う 

全
三
巻 

さ
・
え
・
ら 

書
房 

一
九
五
九
年 

六
八
、
世
界
名
作
全
集 

平
凡
社 

一
九
五
九
年
〜
一
九
六
一
年 

六
九
、
日
本
の
こ
こ
ろ 

小
峰
書
店 

（
一
九
五
九
年
～
一
九
六
一
年
） 

七
〇
、
子
ど
も
の
伝
記
物
語 

ポ
プ
ラ
社 

一
九
五
九
年 

七
一
、
日
本
伝
説
も
の
が
た
り 

泰
光
堂 

全
三
巻 

一
九
五
九
年 

七
二
、
学
年
別
世
界
児
童
文
学
全
集  

日
本
書
房  

一
九
六
〇
年
〜
一
九

六
一
年 

七
三
、
少
年
少
女
日
本
む
か
し
噺 

東
光
出
版
社 

一
九
六
〇
年 

七
四
、
幼
年
世
界
文
学
全
集 

偕
成
社 

一
九
六
〇
年
〜
一
九
六
五
年
） 

七
五
、
日
本
童
話
全
集
（
あ
か
ね
書
房 

一
九
六
〇
年
～
一
九
六
三
年
） 

七
六
、
少
年
少
女
世
界
む
か
し
ば
な
し
全
集
（
宝
文
館 

一
九
六
〇
年
） 

  

一
、
日
本
名
作
物
語 

童
話
春
秋
社 

一
九
四
一
年
～
一
九
五
八
年 

・『
義
経
記
』（
高
野
正
巳 

絵 

米
内
穂
豊 

童
話
春
秋
社 

一
九
四
一
年
） 

・『
少
年
太
閤
記 

日
吉
丸
の
巻
』（
舟
橋
聖
一 

絵 

武
田
一
馬 

童
話
春

秋
社 

一
九
四
二
年
） 

・
『
信
長
記
』
（
福
田
清
人 

童
話
春
秋
社 

一
九
四
三
年
） 

・『
太
平
記
』（
高
野
正
巴 

絵 

森
村
宜
永 

童
話
春
秋
社 

一
九
四
三
年
） 

・
『
平
家
物
語
』
（
福
田
清
人 

童
話
春
秋
社 

一
九
五
〇
年
） 

→
表
記
は
な
い
が
、
絵
は
羽
石
光
志
の
も
の
に
類
似 

・『
宇
治
拾
遺
物
語
』（
吉
田
精
一 

絵 

羽
石
光
志 

童
話
春
秋
社 

一
九

五
〇
年
） 

宇
治
拾
遺
物
語
、
古
今
著
聞
集 

・
『
保
元
・
平
治
物
語
』（
伊
藤
佐
喜
雄 

絵 

山
口
将
吉
郎 

同
和
春
秋
社 

一
九
五
一
年
） 

・『
曽
我
物
語
』（
高
木
卓 

絵 

森
屋
外
加
志 

同
和
春
秋
社 

一
九
五
一

年
） 

・『
今
昔
物
語
』（
片
桐
顕
智 

絵 

羽
石
光
志 

同
和
春
秋
社 

一
九
五
一

年
） 

・
『
雨
月
物
語
』
（
所
弘 

絵 

木
下
春 

同
和
春
秋
社 

一
九
五
二
年
） 

雨
月
物
語
、
春
雨
物
語 

・『
堤
中
納
言
物
語
』（
細
川
武
子 

絵 

米
内
穂
豊 

同
和
春
秋
社 

一
九

五
二
年
） 

・『
竹
取
物
語
・
落
窪
物
語
』（
成
瀬
正
勝 

絵 

真
野
満 

同
和
春
秋
社 

一
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九
五
二
年
） 

・『
芭
蕉
物
語
』（
那
須
辰
造 

絵 

羽
石
光
志 

同
和
春
秋
社 

一
九
五
三

年
） 

・
『
更
級
日
記
土
佐
日
記
』
（
福
田
清
人 

絵 

森
村
宜
永 

同
和
春
秋
社 

一
九
五
三
年
） 

・『
良
寛
物
語
』（
釘
本
久
春 

絵 

羽
石
光
志 

同
和
春
秋
社 

一
九
五
四

年
） 

・『
清
少
納
言
物
語
』（
池
田
亀
鑑 
絵 

岩
田
正
巳 

同
和
春
秋
社 

一
九

五
四
年
） 

・『
大
鏡
物
語
』（
高
藤
武
馬 

絵 

川
田
清
美 

同
和
春
秋
社 

一
九
五
四

年
） 

・
『
徒
然
草
物
語
』
（
松
浦
貞
俊 

絵 

川
田
清
美 
同
和
春
秋
社 

一
九
五

七
年
） 

・『
万
葉
集
物
語
』（
久
松
潜
一 

絵 

鴨
下
晁
湖 

同
和
春
秋
社 

一
九
五

七
年
） 

・『
西
鶴
物
語
』（
高
藤
武
馬 

絵 

羽
石
光
志 

同
和
春
秋
社 

一
九
五
七

年
） 

・
『
一
茶
名
作
物
語
』
（
荻
原
井
泉
水 

同
和
春
秋
社 

一
九
五
七
年
） 

・
『
実
朝
物
語
』
（
木
俣
修 

羽
石
光
志 

同
和
春
秋
社 

一
九
五
八
年
） 

・
『
古
事
記
』
（
石
井
庄
司 

同
和
春
秋
社 

一
九
五
九
年
） 

・
『
西
行
物
語
』
（
藤
川
忠
治 

同
和
春
秋
社 

不
明
） 

・
『
蕪
村
物
語
』
（
中
村
草
田
男 

同
和
春
秋
社 

不
明
） 

 

二
、
新
版
日
本
童
話
宝
玉
集 

全
三
巻 

童
話
春
秋
社 

一
九
四
七
年 

・『
新
版
日
本
童
話
宝
玉
集 

上
』（
編 

楠
山
正
雄 

絵 

川
崎
福
太
郎 

童
話
春
秋
社 

一
九
四
七
年
） 

猫
の
草
子
（
お
伽
草
子
）
、
は
ま
ぐ
り
姫
（
お
伽
草
子
）
、
か
ぐ
や
姫
（
竹
取

物
語
）
、
く
ら
げ
の
お
使
、
梵
天
国
（
お
伽
草
子
）
、
浦
島
太
郎
（
お
伽
草
子
）
、

も
の
ぐ
さ
太
郎
（
お
伽
草
子
）
、
御
曹
司
島
わ
た
り
（
お
伽
草
子
）
、
俵
藤
太

（
お
伽
草
子
）
、
分
福
茶
が
ま
、
萬
壽
と
唐
糸
、
一
寸
法
師
（
お
伽
草
子
）
、

花
咲
じ
じ
い
、
魚
鳥
平
家
（
お
伽
草
子
）
、
金
太
郎
、
こ
ぶ
と
り
（
宇
治
拾

遺
物
語
）
、
草
木
太
平
記
（
お
伽
草
子
）
、
大
江
山
（
お
伽
草
子
）
、
福
富
の

長
者
、
羅
生
門
（
今
昔
物
語
）
、
七
福
神
、
松
山
鏡
、
は
ち
か
づ
き
（
お
伽

草
子
）
、
ネ
ズ
ミ
の
嫁
入
り
、
た
な
ば
た 

・『
新
版
日
本
童
話
宝
玉
集 

中
』
編 

楠
山
正
雄 

絵 

川
崎
福
太
郎 

同

和
春
秋
社 

一
九
五
三
年
） 

腰
折
す
ず
め
、
一
本
の
わ
ら
（
今
昔
物
語
集
）
、
山
う
ば
と
山
男
、
う
り
子

姫
子
、
古
家
の
も
り
、
わ
ざ
く
ら
べ
（
今
昔
物
語
）
、
鬼
六
、
長
い
名
、
ど

ん
ぐ
り
ぼ
っ
た
ん
、
大
う
そ
つ
き
、
さ
る
か
に
、
か
ち
か
ち
山
、
百
合
若
大

臣
、
骨
と
皮
、
榎
木
の
僧
正
（
徒
然
草
）
、
し
み
の
す
み
か
、
仏
さ
ま
の
ご

先
祖
、
仁
和
寺
の
法
師
（
徒
然
草
）
、
ち
え
の
環
、
牛
若
と
弁
慶
（
義
経
記
）
、

舌
切
雀
、
こ
わ
い
も
の
知
ら
ず
、
天
狗
の
鼻
鼻
、
小
僧
と
和
尚
さ
ん
、
ば
か

婿
、
与
太
郎
、
ふ
し
ぎ
な
う
す
、
黒
い
石
、
し
い
の
実
ひ
ろ
い
、
お
だ
ん
ご

浄
土
、
権
兵
衛
の
天
上
、
地
獄
め
ぐ
り
、
六
人
坊
主
、
花
と
木
の
む
か
し
話
、

笛
の
う
た
、
お
さ
る
の
お
嫁
、
た
に
し
の
出
世
、
物
の
い
わ
れ 

・『
新
版
日
本
童
話
宝
玉
集 

下
』（
編 

楠
山
正
雄 

絵 

川
崎
福
太
郎 

童

話
春
秋
社 

一
九
四
九
年
） 

八
ま
た
の
お
ろ
ち
（
古
事
記
）
、
赤
い
玉
、
鬼
同
丸
と
袴
垂
（
四
天
王
剿
盗

異
録
）
、
殺
生
石
、
狗
山
の
犬
、
ぬ
え
、
裾
野
の
青
嵐
、
和
荘
兵
衛
の
夢
、

鉢
の
木
（
謡
曲
）
、
ゆ
う
れ
い
琵
琶
、
し
っ
ペ
い
太
郎
、
く
ず
の
葉
ぎ
つ
ね
、

盗
ま
れ
た
大
釣
鐘
、
葛
城
山
、
う
ば
す
て
山
、
金
の
に
わ
と
り
、
一
つ
家
の

も
の
が
た
り
、
梅
若
塚
、
安
寿
姫
都
志
王
丸
（
安
寿
と
厨
子
王
）
、
長
者
の

米
俵
、
所
の
い
わ
れ
、
生
田
川
、
養
老
の
滝
（
十
訓
抄
）
、
か
に
と
へ
び
、

五
色
の
糸
、
玉
と
り
、
夢
殿
、
白
い
も
ち
白
い
鳥
、
天
の
羽
衣
、
夢
占
、
う

た
う
木
話
す
木
、
い
な
ば
の
う
さ
ぎ
（
古
事
記
）
、
海
さ
ち
山
さ
ち
（
古
事

記
）
、
三
輪
山
、
貧
者
富
者
、
春
男
秋
男
、
雷
の
さ
ず
け
子 

 

三
、
学
童
文
庫 

中
学
年
用 

全
二
四
巻 

株
式
会
社
啓
文
館 

一
九
四
七
～

一
九
四
八
年 

・
『
か
ぐ
や
姫 

竹
取
物
語
』
（
児
童
文
化
振
興
会 

株
式
会
社
啓
文
館 

一

九
四
七
年
） 

・
『
人
を
馬
に
す
る
話 

今
昔
物
語
集
選
』
（
児
童
文
化
振
興
会 

株
式
会
社

啓
文
館 

絵 

齋
田
喬 

一
九
四
八
年
） 

・『
は
ち
か
つ
ぎ
姫
』（
児
童
文
化
振
興
会 

絵 

田
代
筧
哉 

株
式
会
社
啓

文
館 

一
九
四
八
年
） 

・『
安
寿
と
厨
子
王
』（
児
童
文
化
振
興
会 

絵 

田
代
筧
哉 

株
式
会
社
啓

文
館 

一
九
四
七
年
） 

・『
馬
に
の
っ
た
か
み
な
り 

耳
ぶ
く
ろ
抄
』（
児
童
文
化
振
興
会 

絵 

伊

藤
静
子 

株
式
会
社
啓
文
館 

一
九
四
八
年
） 

 

四
、
女
学
生
文
庫 

橿
原
書
房 

一
九
四
七
年 

・
『
更
級
日
記
の
乙
女(

女
学
生
文
庫
』
（
福
田
清
人 

橿
原
書
房
一
九
四
七
） 

 

五
、
『
少
年
文
庫
』
光
文
社 

一
九
四
七
年
～
一
九
四
八
年 

・『
か
ぐ
や
姫
』（
鈴
木
三
重
吉 

絵 

西
沢
笛
畝 

光
文
社 

一
九
四
七
年
） 

・『
あ
ん
じ
ゅ
姫
つ
し
王
丸
』（
楠
山
正
雄 

絵 

玉
村
吉
典 

光
文
社 

一

九
四
七
年
） 

・
『
源
氏
物
語 

光
る
君
』
（
島
津
久
基 

絵 

真
野
満 

光
文
社 

一
九

四
八
年
） 

・
『
昔
話
玉
手
箱
』
（
松
村
武
雄 

絵 

清
水
崑 

光
文
社 

一
九
四
八
年
） 

・『
良
寛
さ
ま 

偉
人
童
話
』（
大
坪
草
二
郎 

絵 

福
田
豊
四
郎 

光
文
社

 

一
九
四
八
年
） 

・『
今
昔
物
語 

お
ば
け
の
お
祭
り
』（
楠
山
正
雄 

絵 

若
山
為
三 

光
文

社 

一
九
四
八
年
） 

・『
牛
若
丸
の
冒
険
』（
島
津
久
基 

絵 

西
沢
笛
畝 

光
文
社 

一
九
四
八

年
） 

 

六
、
少
年
少
女
講
談
文
庫 

黎
明
社 

一
九
四
八
年
～
一
九
四
九
年 
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笛
の
う
た
、
お
さ
る
の
お
嫁
、
た
に
し
の
出
世
、
物
の
い
わ
れ 

・『
新
版
日
本
童
話
宝
玉
集 

下
』（
編 

楠
山
正
雄 

絵 

川
崎
福
太
郎 

童

話
春
秋
社 

一
九
四
九
年
） 

八
ま
た
の
お
ろ
ち
（
古
事
記
）
、
赤
い
玉
、
鬼
同
丸
と
袴
垂
（
四
天
王
剿
盗

異
録
）
、
殺
生
石
、
狗
山
の
犬
、
ぬ
え
、
裾
野
の
青
嵐
、
和
荘
兵
衛
の
夢
、

鉢
の
木
（
謡
曲
）
、
ゆ
う
れ
い
琵
琶
、
し
っ
ペ
い
太
郎
、
く
ず
の
葉
ぎ
つ
ね
、

盗
ま
れ
た
大
釣
鐘
、
葛
城
山
、
う
ば
す
て
山
、
金
の
に
わ
と
り
、
一
つ
家
の

も
の
が
た
り
、
梅
若
塚
、
安
寿
姫
都
志
王
丸
（
安
寿
と
厨
子
王
）
、
長
者
の

米
俵
、
所
の
い
わ
れ
、
生
田
川
、
養
老
の
滝
（
十
訓
抄
）
、
か
に
と
へ
び
、

五
色
の
糸
、
玉
と
り
、
夢
殿
、
白
い
も
ち
白
い
鳥
、
天
の
羽
衣
、
夢
占
、
う

た
う
木
話
す
木
、
い
な
ば
の
う
さ
ぎ
（
古
事
記
）
、
海
さ
ち
山
さ
ち
（
古
事

記
）
、
三
輪
山
、
貧
者
富
者
、
春
男
秋
男
、
雷
の
さ
ず
け
子 

 

三
、
学
童
文
庫 

中
学
年
用 

全
二
四
巻 

株
式
会
社
啓
文
館 
一
九
四
七
～

一
九
四
八
年 

・
『
か
ぐ
や
姫 

竹
取
物
語
』
（
児
童
文
化
振
興
会 

株
式
会
社
啓
文
館 
一

九
四
七
年
） 

・
『
人
を
馬
に
す
る
話 

今
昔
物
語
集
選
』
（
児
童
文
化
振
興
会 

株
式
会
社

啓
文
館 

絵 

齋
田
喬 

一
九
四
八
年
） 

・『
は
ち
か
つ
ぎ
姫
』（
児
童
文
化
振
興
会 

絵 

田
代
筧
哉 

株
式
会
社
啓

文
館 

一
九
四
八
年
） 

・『
安
寿
と
厨
子
王
』（
児
童
文
化
振
興
会 

絵 

田
代
筧
哉 

株
式
会
社
啓

文
館 

一
九
四
七
年
） 

・『
馬
に
の
っ
た
か
み
な
り 

耳
ぶ
く
ろ
抄
』（
児
童
文
化
振
興
会 

絵 

伊

藤
静
子 

株
式
会
社
啓
文
館 

一
九
四
八
年
） 

 

四
、
女
学
生
文
庫 

橿
原
書
房 

一
九
四
七
年 

・
『
更
級
日
記
の
乙
女(

女
学
生
文
庫
』
（
福
田
清
人 

橿
原
書
房
一
九
四
七
） 

 

五
、
『
少
年
文
庫
』
光
文
社 

一
九
四
七
年
～
一
九
四
八
年 

・『
か
ぐ
や
姫
』（
鈴
木
三
重
吉 

絵 

西
沢
笛
畝 

光
文
社 

一
九
四
七
年
） 

・『
あ
ん
じ
ゅ
姫
つ
し
王
丸
』（
楠
山
正
雄 

絵 

玉
村
吉
典 

光
文
社 

一

九
四
七
年
） 

・
『
源
氏
物
語 

光
る
君
』
（
島
津
久
基 

絵 

真
野
満 

光
文
社 

一
九

四
八
年
） 

・
『
昔
話
玉
手
箱
』
（
松
村
武
雄 

絵 

清
水
崑 

光
文
社 

一
九
四
八
年
） 

・『
良
寛
さ
ま 

偉
人
童
話
』（
大
坪
草
二
郎 

絵 

福
田
豊
四
郎 

光
文
社

 

一
九
四
八
年
） 

・『
今
昔
物
語 

お
ば
け
の
お
祭
り
』（
楠
山
正
雄 

絵 

若
山
為
三 

光
文

社 

一
九
四
八
年
） 

・『
牛
若
丸
の
冒
険
』（
島
津
久
基 

絵 

西
沢
笛
畝 

光
文
社 

一
九
四
八

年
） 

 

六
、
少
年
少
女
講
談
文
庫 

黎
明
社 

一
九
四
八
年
～
一
九
四
九
年 
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・
『
一
休
さ
ん
』
（
東
野
正
雄 

絵 

土
村
正
寿 

黎
明
社 

一
九
四
八
年
） 

・
『
里
見
八
犬
伝
』
（
芦
谷
光
久 

黎
明
社 

一
九
四
八
年
） 

・『
大
久
保
彦
左
衛
門
』（
松
雲
寺
健 

絵 

土
村
正
寿 

黎
明
社 

一
九
四

九
年
） 

・『
出
世
日
吉
丸
』（
東
野
正
雄 

絵 

土
村
正
寿 

黎
明
社 

一
九
四
九
年
） 

・『
水
戸
黄
門
漫
遊
記
』（
東
野
正
雄 

絵 

土
村
正
寿 

黎
明
社 

一
九
四

九
年
） 

 

・
七
、
少
年
少
女
時
代
小
説 

東
光
出
版
社 

一
九
四
八
年
～
一
九
五
〇
年 

・
『
宮
本
武
蔵
』
（
阿
出
川
節
夫 

東
光
出
版
社 

一
九
四
八
年
） 

・
『
大
久
保
彦
左
エ
門
』
（
米
山
鮎
之
介 

東
光
出
版
社 

一
九
四
八
年
） 

・
『
岩
見
重
太
郎
』
（
原
重
郎 

東
光
出
版
社 

一
九
四
八
年
） 

・
『
柳
生
重
兵
衛
』
（
原
重
郎 

東
光
出
版
社 

一
九
四
八
年
） 

・
『
真
田
三
代
記
』
（
浜
健
一 

東
光
出
版
社 

一
九
四
九
年
） 

・
『
少
年
太
閤
記 

第
１
巻
』
（
吉
川
英
治 

東
光
出
版
社 

一
九
五
〇
年
） 

・
『
少
年
太
閤
記 

第
２
巻
』
（
吉
川
英
治 

東
光
出
版
社 

一
九
五
〇
年
） 

 

八
、
梟
文
庫 

小
山
書
店 

一
九
四
八
年
～
一
九
五
一
年 

・『
古
事
記
物
語
』（
鈴
木
三
重
吉 

絵 

江
崎
孝
平 

小
山
書
店 

一
九
四

八
年
） 

・
『
山
椒
大
夫
』
（
森
鷗
外 

絵 

江
崎
孝
平 

小
山
書
店 

一
九
四
八
年
） 

※
『
今
昔
物
語
』
（
瀧
井
孝
作 

小
山
書
店 

不
明
） 

※
『
竹
取
物
語
』
（
川
端
康
成 

小
山
書
店 

不
明
） 

※
『
ガ
リ
ヴ
ァ
―
の
旅
』
（
野
上
豊
一
郎 

小
山
書
店 

一
九
四
八
年
）
所

収
の
目
録
で
名
前
を
確
認
。
但
し
、
現
物
は
確
認
で
き
ず
、
な
お
か
つ
そ
の

後
の
目
録
で
は
名
前
が
な
い
た
め
、
発
行
さ
れ
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

九
、
少
年
講
談 

全
一
五
巻 

金
鈴
社 

一
九
四
九
年 

・
『
弥
次
喜
多
道
中
記
』
（
編 

金
鈴
社
編
集
部 

金
鈴
社 

一
九
四
九
年
） 

・
『
大
岡
越
前
守
』
（
編 

金
鈴
社
編
集
部 

金
鈴
社 

一
九
四
九
年
） 

・
『
太
閤
記 

日
吉
丸
の
巻
』
（
編 

金
鈴
社
編
集
部 

金
鈴
社 

一
九
四
九

年
） 

・
『
柳
生
旅
日
記
』
（
編 

金
鈴
社
編
集
部 

金
鈴
社 

一
九
四
九
年
） 

・
『
水
戸
黄
門
』
（
編 

金
鈴
社
編
集
部 

金
鈴
社 

一
九
四
九
年
） 

 

一
〇
、
名
作
童
話 

玄
文
社 

一
九
四
九
年 

・
『
良
寛
さ
ま
』
（
原
田
勘
平 

絵 

本
間
莞
彩 

玄
文
社 

一
九
四
九
年
） 

 

一
一
、
少
年
少
女
名
作
文
庫 

英
研
社 

一
九
四
九
年 

・『
朗
ら
か
道
中 

弥
次
さ
ん
北
さ
ん
』（
西
原
太
朗 

英
研
社 

一
九
四
九
年
） 

 
一
二
、
世
界
お
と
ぎ
文
庫 

小
峰
書
店 

全
二
一
巻 

一
九
四
九
年
〜
一
九

五
〇
年 

・『
羅
生
門
の
鬼 
日
本
古
譚
集
』（
楠
山
正
雄 

絵 

鴨
下
晃
湖 

小
峰
書

店 

一
九
五
〇
年
） 

今
昔
物
語
の
話
、
平
家
物
語
の
話 

 

一
三
、
世
界
名
作
全
集 

全
一
八
〇
巻 

講
談
社 

一
九
五
〇
年
～
一
九
六

二
年
） 

・
『
源
平
盛
衰
記
』（
太
田
黒
克
彦 

絵 

山
口
将
吉
郎 

講
談
社 

一
九
五

二
年
） 

・『
義
経
物
語
』（
佐
藤
一
英 

絵 

山
口
将
吉
郎 

講
談
社 

一
九
五
七
年
） 

・『
八
犬
伝
物
語
』（
山
手
樹
一
郎 

絵 

玉
井
徳
太
郎 

講
談
社 

一
九
五

二
年
） 

・
『
太
閤
記
』
（
高
野
正
巳 

絵 

玉
井
徳
太
郎 

講
談
社 

一
九
五
八
年
） 

・
『
雨
月
物
語
』
（
福
田
清
人 

絵 

鴨
下
晁
湖 

講
談
社 

一
九
五
八
年
） 

・『
日
本
神
話
物
語
』（
佐
藤
一
英 

絵 

斉
藤
五
百
枝 

講
談
社 

一
九
五

八
年
） 

・『
曽
我
兄
弟
物
語
』（
村
松
定
孝 

絵 

真
野
満 

講
談
社 

一
九
五
五
年
） 

・
『
膝
栗
毛
物
語
』
（
西
山
敏
夫 

絵 

矢
車
涼 

講
談
社 

一
九
五
七
年
） 

・
『
平
家
物
語
』
（
高
野
正
巳 

絵 

木
俣
清
史 

講
談
社 

一
九
五
八
年
） 

・『
太
平
記
物
語
』（
太
田
黒
克
彦 

絵 

矢
島
健
三 

講
談
社 

一
九
五
六

年
） 

・
『
源
氏
物
語
』
（
佐
藤
一
英 

絵 

佐
多
芳
郎 

講
談
社 

一
九
六
〇
年
） 

 

・
一
四
、
世
界
名
作
童
話
全
集 

全
六
〇
巻 

講
談
社 

一
九
五
〇
年
～
一

九
五
五
年 

・『
か
ぐ
や
姫 

日
本
昔
話
』（
坪
田
譲
治 

編
著 

大
石
哲
路 

絵 

講
談

社 

一
九
五
五
年
） 

・
『
日
本
む
か
し
話
集
』 

さ
わ
よ
む
ど
ん
の
う
な
ぎ
つ
り
、
一
す
ん
ぼ
う
し
（
お
伽
草
子
）
お
わ
ん
の
、

こ
ぶ
と
り
じ
い
さ
ん
（
宇
治
拾
遺
物
語
）
、
だ
ん
ご
と
お
じ
ぞ
う
さ
ま
、
う

り
こ
ひ
め
と
あ
ま
ん
じ
ゃ
く
、
ぼ
う
さ
ま
の
木
、
ふ
し
ぎ
な
も
ち
、
た
べ
ら

れ
た
お
に
ば
ん
ば
、
オ
ン
ゴ
ロ
と
ネ
ン
ゴ
ロ
と
ノ
ロ
、
り
ゆ
う
ぐ
う
の
黒
ね

こ
、 

・『
い
な
ば
の
白
う
さ
ぎ
』（
大
木
雄
二 

絵 

黒
崎
義
介 

講
談
社 

一
九

五
一
年
） 

・
『
安
寿
と
厨
子
王 

日
本
伝
説
』
（
徳
永
寿
美
子 

絵 

大
石
哲
路 

一
九
五

三
年
）. 

 

一
五
、
中
学
生
全
集 

全
一
〇
〇
巻 

筑
摩
書
房 

一
九
五
〇
年
～
一
九
五

一
年 

・『
謡
曲
物
語
』（
戸
川
秋
骨 

絵 

松
野
奏
風 

筑
摩
書
房 

一
九
五
〇
年
） 

・
『
狂
言
物
語
』
（
三
宅
藤
九
郎 

 

筑
摩
書
房 

一
九
五
一
年
） 

・『
万
葉
集
の
話
』（
土
屋
文
明 

絵 

加
藤
淘
綾 

筑
摩
書
房 

一
九
五
一

年
） 

・『
平
家
物
語
』（
永
積
安
明 

絵 

岡
本
爽
太 

筑
摩
書
房 

一
九
五
二
年
） 

・『
八
犬
伝
も
の
が
た
り
』（
高
木
卓 

絵 

太
田
大
八 

筑
摩
書
房 

一
九
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店 

一
九
五
〇
年
） 

今
昔
物
語
の
話
、
平
家
物
語
の
話 

 

一
三
、
世
界
名
作
全
集 

全
一
八
〇
巻 

講
談
社 

一
九
五
〇
年
～
一
九
六

二
年
） 

・
『
源
平
盛
衰
記
』（
太
田
黒
克
彦 

絵 

山
口
将
吉
郎 

講
談
社 

一
九
五

二
年
） 

・『
義
経
物
語
』（
佐
藤
一
英 

絵 
山
口
将
吉
郎 

講
談
社 

一
九
五
七
年
） 

・『
八
犬
伝
物
語
』（
山
手
樹
一
郎 
絵 
玉
井
徳
太
郎 

講
談
社 

一
九
五

二
年
） 

・
『
太
閤
記
』
（
高
野
正
巳 

絵 

玉
井
徳
太
郎 
講
談
社 

一
九
五
八
年
） 

・
『
雨
月
物
語
』
（
福
田
清
人 

絵 

鴨
下
晁
湖 

講
談
社 

一
九
五
八
年
） 

・『
日
本
神
話
物
語
』（
佐
藤
一
英 

絵 

斉
藤
五
百
枝 
講
談
社 

一
九
五

八
年
） 

・『
曽
我
兄
弟
物
語
』（
村
松
定
孝 

絵 

真
野
満 

講
談
社 

一
九
五
五
年
） 

・
『
膝
栗
毛
物
語
』
（
西
山
敏
夫 

絵 

矢
車
涼 

講
談
社 

一
九
五
七
年
） 

・
『
平
家
物
語
』
（
高
野
正
巳 

絵 

木
俣
清
史 

講
談
社 

一
九
五
八
年
） 

・『
太
平
記
物
語
』（
太
田
黒
克
彦 

絵 

矢
島
健
三 

講
談
社 

一
九
五
六

年
） 

・
『
源
氏
物
語
』
（
佐
藤
一
英 

絵 

佐
多
芳
郎 

講
談
社 

一
九
六
〇
年
） 

 

・
一
四
、
世
界
名
作
童
話
全
集 

全
六
〇
巻 

講
談
社 

一
九
五
〇
年
～
一

九
五
五
年 

・『
か
ぐ
や
姫 

日
本
昔
話
』（
坪
田
譲
治 

編
著 

大
石
哲
路 

絵 

講
談

社 

一
九
五
五
年
） 

・
『
日
本
む
か
し
話
集
』 

さ
わ
よ
む
ど
ん
の
う
な
ぎ
つ
り
、
一
す
ん
ぼ
う
し
（
お
伽
草
子
）
お
わ
ん
の
、

こ
ぶ
と
り
じ
い
さ
ん
（
宇
治
拾
遺
物
語
）
、
だ
ん
ご
と
お
じ
ぞ
う
さ
ま
、
う

り
こ
ひ
め
と
あ
ま
ん
じ
ゃ
く
、
ぼ
う
さ
ま
の
木
、
ふ
し
ぎ
な
も
ち
、
た
べ
ら

れ
た
お
に
ば
ん
ば
、
オ
ン
ゴ
ロ
と
ネ
ン
ゴ
ロ
と
ノ
ロ
、
り
ゆ
う
ぐ
う
の
黒
ね

こ
、 

・『
い
な
ば
の
白
う
さ
ぎ
』（
大
木
雄
二 

絵 

黒
崎
義
介 

講
談
社 

一
九

五
一
年
） 

・
『
安
寿
と
厨
子
王 

日
本
伝
説
』
（
徳
永
寿
美
子 

絵 

大
石
哲
路 

一
九
五

三
年
）. 

 

一
五
、
中
学
生
全
集 

全
一
〇
〇
巻 

筑
摩
書
房 

一
九
五
〇
年
～
一
九
五

一
年 

・『
謡
曲
物
語
』（
戸
川
秋
骨 

絵 

松
野
奏
風 

筑
摩
書
房 

一
九
五
〇
年
） 

・
『
狂
言
物
語
』
（
三
宅
藤
九
郎 

 

筑
摩
書
房 

一
九
五
一
年
） 

・『
万
葉
集
の
話
』（
土
屋
文
明 

絵 

加
藤
淘
綾 

筑
摩
書
房 

一
九
五
一

年
） 

・『
平
家
物
語
』（
永
積
安
明 

絵 

岡
本
爽
太 

筑
摩
書
房 

一
九
五
二
年
） 

・『
八
犬
伝
も
の
が
た
り
』（
高
木
卓 

絵 

太
田
大
八 

筑
摩
書
房 

一
九



- 110 -

五
二
年
） 

・
『
古
今
と
新
古
今
』
（
窪
田
章
一
郎 

筑
摩
書
房 

一
九
五
三
年
） 

 

一
六
、
新
児
童
文
庫 

三
十
書
房 

一
九
五
〇
年
～
一
九
五
一
年 

・
『
か
ぐ
や
姫
』
（
中
里
恒
子 

絵 

初
山
滋 

三
十
書
房 

一
九
五
一
年
） 

 

一
七
、
少
年
文
庫 

あ
か
ね
書
房 

一
九
五
〇
年
～
一
九
五
一
年 

・
『
里
見
八
犬
伝
』
（
久
米
正
雄 
あ
か
ね
書
房 

不
明
） 

・『
太
閤
記
』（
古
川
洋
三 

絵 

新
井
五
郎  

あ
か
ね
書
房 

一
九
五
一
年
） 

・
『
宮
本
武
蔵
』
（
大
屋
典
一 

絵 

斎
藤
五
百
枝  

あ
か
ね
書
房 

一
九
五

一
年
）  

・
『
山
中
鹿
之
介
』
（
中
山
義
秀 

絵 

あ
か
ね
書
房 
一
九
五
一
年
）  

 

一
八
、
世
界
童
話
文
庫 

全
一
〇
〇
巻
＋
別
巻
あ
り 

潮
文
閣 
一
九
五
一

年  ・
『
か
ぐ
や
姫
』
（
村
岡
花
子 

絵 

三
谷
一
馬 

潮
文
閣 

一
九
五
一
年
）  

・『
安
寿
と
厨
子
王
』（
村
岡
花
子 

絵 

三
谷
一
馬 

潮
文
閣 

一
九
五
一
年
） 

・
『
牛
若
丸
の
冒
険
』
（
高
島
正
恵 

絵 

三
谷
一
馬 

潮
文
閣 

一
九
五
一

年
） 

・
『
浦
島
太
朗
』
（
不
明
） 

・
『
一
寸
法
師
』
（
不
明
） 

・
『
日
本
童
話
集 

お
も
し
ろ
い
話
の
巻
（
別
１
）
』（
高
島
正
恵 

潮
文
閣 

一
九
五
二
年
） 

ヨ
ミ
ノ
ク
ニ
の
話
（
古
事
記
）
、
天
の
岩
戸
（
古
事
記
）
、
や
ま
た
の
お
ろ
ち

（
古
事
記
）
、
因
幡
の
白
兎
（
古
事
記
）
、
大
国
主
神
（
古
事
記
）
少
彦
神
（
古

事
記
）
、
天
の
稚
彦
（
古
事
記
）
、
伊
那
佐
の
小
浜
（
古
事
記
）
、
猿
田
彦
神

（
日
本
書
紀
）
、
笠
沙
の
崎
（
古
事
記
）
、
海
幸
山
幸
（
古
事
記
）
、
安
倍
晴

明
（
今
昔
物
語
）
、
地
獄
を
あ
ら
す
男
た
ち
、
野
原
の
魔
法
（
今
昔
物
語
）
、 

化
物
草
紙
（
お
伽
草
子
）
、
百
鬼
夜
行
（
宇
治
拾
遺
物
語
）
、
一
寸
法
師
（
お

伽
草
子
）
、
く
ら
げ
の
使
、
芋
粥
の
話
（
今
昔
物
語
）
藤
袋
の
草
子
（
お
伽

草
子
）
、
俵
藤
太
（
お
伽
草
子
）
、
酒
呑
童
子
（
お
伽
草
子
）
、
鬼
の
腕
（
平

家
物
語
）
、
鎭
西
八
郞
（
保
元
物
語
）
、
鬼
界
が
島
（
平
家
物
語
）
、
鵺
退
治

（
源
平
盛
衰
記
）
重
盛
と
宗
盛
（
平
家
物
語
）
鞍
馬
天
狗
（
謡
曲
）
梅
若
丸

（
秋
の
夜
長
物
語
）
、
武
藏
坊
弁
慶
（
義
経
記
）
、
鴉
鷺
合
戰
、
文
覚
上
人
（
平

家
物
語
）
、
御
曹
子
島
渡
り
（
お
伽
草
子
）
、
義
経
都
落
（
平
家
物
語
）
、
玉

水
物
語
（
お
伽
草
子
）
、
吾
子
法
師
（
古
今
著
聞
集
）
、
隠
れ
里
の
話
（
お
伽

草
子
）
、
猫
の
草
紙
（
お
伽
草
子
）
、
霊
魂
の
帰
宅
（
お
伽
婢
子
）
、
天
狗
の

兵
法
、
う
そ
ば
か
り
の
話
（
西
鶴
諸
国
噺
）
、
盲
の
一
心
（
西
鶴
諸
国
噺
）
、 

生
馬
仙
人
（
西
鶴
諸
国
噺
）
、
文
福
茶
釜
、
孫
七
天
竺
物
語
、
膝
栗
毛
（
東

海
道
中
膝
栗
毛
） 

・『
日
本
童
話
集 

美
し
い
話
の
巻
８
（
別
２
）
』（
高
島
正
恵 

潮
文
閣 

一

九
五
二
年
） 

藤
の
華(
古
事
記)

、
杜
若
と
都
鳥
（
伊
勢
物
語
）
、
夢
の
鯉
（
雨
月
物
語
）
、

雀
の
ひ
ょ
う
た
ん
（
宇
治
拾
遺
物
語
）
、
笛
と
盗
賊
（
古
今
著
聞
集
）
、
美
し

い
心
（
古
今
著
聞
集
）
、
伊
勢
の
歌
（
今
昔
物
語
）
、
小
さ
な
歌
人
（
土
佐
日

記
）
、
菊
あ
わ
せ
（
古
今
著
聞
集
）
、
桃
太
郎
、
浦
島
太
郎
（
お
伽
草
子
）
、

葦
屋
処
女
（
万
葉
集
）
、
蛇
の
お
嫁
に
な
つ
た
娘
（
お
伽
草
子
）
、
さ
ざ
れ
石

（
お
伽
草
子
）
、
天
の
羽
衣
（
一
）（
風
土
記
）
、
天
の
羽
衣
（
二
）（
風
土
記
）
、

天
の
羽
衣
（
三
）
（
本
朝
神
社
考
）
、
羽
衣
（
四
）
（
謡
曲
）
、
生
田
川
（
大
和

物
語
）
、
ひ
ば
り
山
（
謡
曲
）
、
文
正
草
子
（
お
伽
草
子
）
、
可
哀
そ
う
な
花

世
姫
（
お
伽
草
子
）
、
露
の
宮
（
お
伽
草
子
）
、
か
ぐ
や
姫
（
竹
取
物
語
）
、

前
栽
あ
わ
せ
、
貝
あ
わ
せ
（
堤
中
納
言
物
語
）
、
虫
を
可
愛
が
る
姫
君
（
堤

中
納
言
物
語
）
、
こ
お
ろ
ぎ
草
子
（
お
伽
草
子
）
、
少
年
頼
朝
（
平
治
物
語
）
、

薩
摩
守
の
話
（
平
家
物
語
）
、
青
葉
の
笛
、
能
勢
猿
草
子
（
お
伽
草
子
）
、
凡

天
国
（
お
伽
草
子
）
竜
宮
城
、
ひ
げ
の
く
に
（
お
伽
婢
子
）
、
足
柄
の
山
（
狗

張
子
）
、
滄
浪
の
国
（
狗
張
子
）
、
辛
糸
草
子
（
お
伽
草
子
）
、
牛
若
丸
（
義

経
記
）
、
春
栄
丸
（
謡
曲
）
、
里
見
八
犬
伝
（
南
総
里
見
八
犬
伝
）
喜
見
城
、

ロ
ー
マ
へ
い
つ
た
少
年
使
節 

・『
日
本
童
話
集 

た
め
に
な
る
話
の
巻
』（
高
島
正
恵 

潮
文
閣 

一
九
五

二
年
） 

不
思
議
な
人
形
（
今
昔
物
語
）
、
武
士
と
袴
垂
（
宇
治
拾
遺
物
語
）
、
海
賊
と

老
僧
（
宇
治
拾
遺
物
語
）
、
飛
騨
の
猿
神
（
今
昔
物
語
）
、
高
陽
川
の
狐
（
今

昔
物
語
）
、
闇
夜
の
赤
ん
坊
（
今
昔
物
語
）
、
猿
の
恩
返
し
（
今
昔
物
語
）
、

こ
ぶ
取
り
爺
さ
ん
（
宇
治
拾
遺
物
語
）
蟻
通
し
（
枕
草
子
）
、
小
鳥
を
と
ら

な
い
鷹
（
古
今
著
聞
集
）
、
猿
と
お
経
（
古
今
著
聞
集
）
、
蹴
鞠
の
名
人
（
古

今
著
聞
集
）
、
改
心
し
た
小
殿
（
古
今
著
聞
集
）
、
天
竺
冠
者
（
古
今
著
聞
集
）
、

説
教
を
聞
き
に
き
た
山
賊
（
古
今
著
聞
集
）
、
い
ざ
り
と
釜
（
古
今
著
聞
集
）
、

美
女
の
怪
盗
（
古
今
著
聞
集
）
、
幸
福
な
人
（
古
今
著
聞
集
）
、
ず
る
い
坊
さ

ん
（
堤
中
納
言
物
語
）
、
物
臭
太
郎
、
悪
い
鬼
坊
主
（
古
今
著
聞
集
）
、
人
取

り
狸
（
古
今
著
聞
集
）
、
化
け
物
屋
敷
の
唯
連
坊
（
古
今
著
聞
集
）
、
三
人
の

法
師
（
お
伽
草
子
）
、
高
慢
な
角
力
取
り
（
古
今
著
聞
集
）
、
頼
朝
と
長
居
（
古

今
著
聞
集
）
、
渡
辺
番
（
古
今
著
聞
集
）
、
走
る
細
工
船
（
狗
張
子
）
、
一
生

の
夢
を
み
た
男
（
お
伽
婢
子
）
、
十
津
川
物
語
、
西
行
法
師
（
古
今
著
聞
集
）
、

松
若
丸
と
法
力
（
謡
曲
）
、
鉢
の
木
（
謡
曲
）
、
お
う
ぎ
の
的
（
平
家
物
語
）
、

靑
砥
左
衞
門
（
太
平
記
）
、
梅
律
の
長
者
、
木
曾
義
仲
（
平
家
物
語
）
、
源
兄

弟
の
争
い
（
義
経
記
）
、
六
代
御
前
（
平
家
物
語
）
、
小
判
と
人
形
（
本
朝
桜

陰
秘
事
）
、
伊
勢
小
僧
（
本
朝
桜
陰
秘
事
）
、
貧
乏
神
（
本
朝
桜
陰
秘
事
）
、

金
を
ひ
ろ
う
男
（
西
鶴
諸
国
噺
）
、
甘
藷
先
生
（
先
哲
叢
談
）
、
佛
佐
吉
、
千

島
の
大
亀
（
兎
園
小
説
）
、
家
の
宝
（
西
鶴
諸
国
噺
）
、
太
鼓
の
耳
（
西
鶴
諸

国
噺
）
、
欲
の
壺
（
西
鶴
諸
国
噺
）
、
塩
売
り
楽
介
（
織
留
）
、
佛
の
首
（
俗

つ
れ
づ
れ
）
、
酒
の
罪
（
俗
つ
れ
づ
れ
）
、
ふ
た
つ
の
家
庭
（
武
家
義
理
物
語
）
、

一
枚
の
小
判
（
西
鶴
諸
国
噺
）
、
川
端
九
助
（
日
本
永
代
蔵
）
、
鯨
突
き
の
天

狗
源
内
（
日
本
永
代
蔵
）
、
二
宮
金
次
郎
、
桜
田
門
の
雪
、
自
由
は
死
な
ず
、

人
類
の
恩
人 

 

一
九
、
岩
波
少
年
文
庫
（
第
一
期
、
第
二
期
）
全
一
九
三
巻 

岩
波
書
店 

一

九
五
一
年
～
一
九
六
一
年 

・『
古
事
記
物
語
』（
福
永
武
彦 

絵 

吉
岡
賢
二 

岩
波
書
店 

一
九
五
七
年
） 
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い
心
（
古
今
著
聞
集
）
、
伊
勢
の
歌
（
今
昔
物
語
）
、
小
さ
な
歌
人
（
土
佐
日

記
）
、
菊
あ
わ
せ
（
古
今
著
聞
集
）
、
桃
太
郎
、
浦
島
太
郎
（
お
伽
草
子
）
、

葦
屋
処
女
（
万
葉
集
）
、
蛇
の
お
嫁
に
な
つ
た
娘
（
お
伽
草
子
）
、
さ
ざ
れ
石

（
お
伽
草
子
）
、
天
の
羽
衣
（
一
）（
風
土
記
）
、
天
の
羽
衣
（
二
）（
風
土
記
）
、

天
の
羽
衣
（
三
）
（
本
朝
神
社
考
）
、
羽
衣
（
四
）
（
謡
曲
）
、
生
田
川
（
大
和

物
語
）
、
ひ
ば
り
山
（
謡
曲
）
、
文
正
草
子
（
お
伽
草
子
）
、
可
哀
そ
う
な
花

世
姫
（
お
伽
草
子
）
、
露
の
宮
（
お
伽
草
子
）
、
か
ぐ
や
姫
（
竹
取
物
語
）
、

前
栽
あ
わ
せ
、
貝
あ
わ
せ
（
堤
中
納
言
物
語
）
、
虫
を
可
愛
が
る
姫
君
（
堤

中
納
言
物
語
）
、
こ
お
ろ
ぎ
草
子
（
お
伽
草
子
）
、
少
年
頼
朝
（
平
治
物
語
）
、

薩
摩
守
の
話
（
平
家
物
語
）
、
青
葉
の
笛
、
能
勢
猿
草
子
（
お
伽
草
子
）
、
凡

天
国
（
お
伽
草
子
）
竜
宮
城
、
ひ
げ
の
く
に
（
お
伽
婢
子
）
、
足
柄
の
山
（
狗

張
子
）
、
滄
浪
の
国
（
狗
張
子
）
、
辛
糸
草
子
（
お
伽
草
子
）
、
牛
若
丸
（
義

経
記
）
、
春
栄
丸
（
謡
曲
）
、
里
見
八
犬
伝
（
南
総
里
見
八
犬
伝
）
喜
見
城
、

ロ
ー
マ
へ
い
つ
た
少
年
使
節 

・『
日
本
童
話
集 

た
め
に
な
る
話
の
巻
』（
高
島
正
恵 

潮
文
閣 
一
九
五

二
年
） 

不
思
議
な
人
形
（
今
昔
物
語
）
、
武
士
と
袴
垂
（
宇
治
拾
遺
物
語
）
、
海
賊
と

老
僧
（
宇
治
拾
遺
物
語
）
、
飛
騨
の
猿
神
（
今
昔
物
語
）
、
高
陽
川
の
狐
（
今

昔
物
語
）
、
闇
夜
の
赤
ん
坊
（
今
昔
物
語
）
、
猿
の
恩
返
し
（
今
昔
物
語
）
、

こ
ぶ
取
り
爺
さ
ん
（
宇
治
拾
遺
物
語
）
蟻
通
し
（
枕
草
子
）
、
小
鳥
を
と
ら

な
い
鷹
（
古
今
著
聞
集
）
、
猿
と
お
経
（
古
今
著
聞
集
）
、
蹴
鞠
の
名
人
（
古

今
著
聞
集
）
、
改
心
し
た
小
殿
（
古
今
著
聞
集
）
、
天
竺
冠
者
（
古
今
著
聞
集
）
、

説
教
を
聞
き
に
き
た
山
賊
（
古
今
著
聞
集
）
、
い
ざ
り
と
釜
（
古
今
著
聞
集
）
、

美
女
の
怪
盗
（
古
今
著
聞
集
）
、
幸
福
な
人
（
古
今
著
聞
集
）
、
ず
る
い
坊
さ

ん
（
堤
中
納
言
物
語
）
、
物
臭
太
郎
、
悪
い
鬼
坊
主
（
古
今
著
聞
集
）
、
人
取

り
狸
（
古
今
著
聞
集
）
、
化
け
物
屋
敷
の
唯
連
坊
（
古
今
著
聞
集
）
、
三
人
の

法
師
（
お
伽
草
子
）
、
高
慢
な
角
力
取
り
（
古
今
著
聞
集
）
、
頼
朝
と
長
居
（
古

今
著
聞
集
）
、
渡
辺
番
（
古
今
著
聞
集
）
、
走
る
細
工
船
（
狗
張
子
）
、
一
生

の
夢
を
み
た
男
（
お
伽
婢
子
）
、
十
津
川
物
語
、
西
行
法
師
（
古
今
著
聞
集
）
、

松
若
丸
と
法
力
（
謡
曲
）
、
鉢
の
木
（
謡
曲
）
、
お
う
ぎ
の
的
（
平
家
物
語
）
、

靑
砥
左
衞
門
（
太
平
記
）
、
梅
律
の
長
者
、
木
曾
義
仲
（
平
家
物
語
）
、
源
兄

弟
の
争
い
（
義
経
記
）
、
六
代
御
前
（
平
家
物
語
）
、
小
判
と
人
形
（
本
朝
桜

陰
秘
事
）
、
伊
勢
小
僧
（
本
朝
桜
陰
秘
事
）
、
貧
乏
神
（
本
朝
桜
陰
秘
事
）
、

金
を
ひ
ろ
う
男
（
西
鶴
諸
国
噺
）
、
甘
藷
先
生
（
先
哲
叢
談
）
、
佛
佐
吉
、
千

島
の
大
亀
（
兎
園
小
説
）
、
家
の
宝
（
西
鶴
諸
国
噺
）
、
太
鼓
の
耳
（
西
鶴
諸

国
噺
）
、
欲
の
壺
（
西
鶴
諸
国
噺
）
、
塩
売
り
楽
介
（
織
留
）
、
佛
の
首
（
俗

つ
れ
づ
れ
）
、
酒
の
罪
（
俗
つ
れ
づ
れ
）
、
ふ
た
つ
の
家
庭
（
武
家
義
理
物
語
）
、

一
枚
の
小
判
（
西
鶴
諸
国
噺
）
、
川
端
九
助
（
日
本
永
代
蔵
）
、
鯨
突
き
の
天

狗
源
内
（
日
本
永
代
蔵
）
、
二
宮
金
次
郎
、
桜
田
門
の
雪
、
自
由
は
死
な
ず
、

人
類
の
恩
人 

 
一
九
、
岩
波
少
年
文
庫
（
第
一
期
、
第
二
期
）
全
一
九
三
巻 

岩
波
書
店 

一

九
五
一
年
～
一
九
六
一
年 

・『
古
事
記
物
語
』（
福
永
武
彦 

絵 

吉
岡
賢
二 

岩
波
書
店 

一
九
五
七
年
） 
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・
『
日
本
民
話
選
』
（
木
下
順
二 

絵 

吉
井
忠 

岩
波
書
店 

一
九
五
八
年
） 

  二
〇
、
玉
川
少
年
少
女
文
庫
偉
人
叢
書 

全
二
九
巻 

玉
川
大
学
出
版
部 

一
九
五
一
年 

・
『
良
寛
』
（
栗
原
登 

玉
川
大
学
出
版
部 

一
九
五
一
年
） 

・
『
一
茶
』
（
寺
園
純
夫 
玉
川
大
学
出
版
部 

不
明
） 

・
『
日
本
の
童
話
』
（
岡
田
陽 
玉
川
大
学
出
版
部 

不
明
） 

 

二
一
、
世
界
名
作
文
庫 

全
一
四
〇
巻 

偕
成
社 

一
九
五
一
年
～
一
九
五

六
年
） 

・
『
太
閤
記
』
（
北
村
謙
次
郎 

絵 

安
以
行
孝 
偕
成
社 

一
九
五
五
年
） 

・『
保
元
平
治
物
語
』（
北
村
謙
次
郎 

絵 

矢
島
健
三 

偕
成
社 

一
九
五

五
年
）  

・『
更
級
日
記
』（ 

伊
馬
春
部 

絵 

羽
石
光
志 

偕
成
社 
一
九
五
六
年
） 

・
『
竹
取
物
語
・
落
窪
物
語
』（
北
村
謙
次
郎 

絵 

池
田
か
ず
お 
偕
成
社

 

一
九
五
二
年
）  

・『
歌
舞
伎
物
語
』（
円
地
文
子 

絵 

国
保
広
治 

偕
成
社 

一
九
五
三
年
） 

・『
東
海
道
膝
栗
毛
』（
高
木
卓 

絵 

川
原
久
仁
於 

偕
成
社 

一
九
五
三

年
） 

・『
古
事
記
物
語
』（
福
田
清
人 

絵 

西
村
保
史
郎 

偕
成
社 

一
九
五
三

年
） 

・『
雨
月
物
語
』（
森
三
千
代 

絵 

伊
藤
幾
久
造 

偕
成
社 

一
九
五
二
年
） 

・『
里
見
八
犬
伝
』（
加
藤
武
雄 

絵 

伊
藤
幾
久
造 

偕
成
社 

一
九
五
一

年
） 

・
『
源
氏
物
語
』
（
福
田
清
人 

絵 

羽
石
光
志 

偕
成
社 

一
九
五
一
年
） 

・『
平
家
物
語
』（
北
村
謙
次
郎 

絵 

羽
石
光
志 

偕
成
社 

一
九
五
二
年
） 

・
『
曽
我
物
語
』
（
中
山
光
義 

絵 

安
以
行
孝 

偕
成
社 

一
九
五
三
年
） 

・
『
今
昔
物
語
』
（
浅
野
晃 

絵 

多
賀
正 

偕
成
社 

一
九
五
三
年
） 

・
『
弓
張
月
』
（
福
田
清
人 

絵 

矢
島
健
三 

偕
成
社 

一
九
五
四
年
）  

・
『
忠
臣
蔵
』
（
吉
田
与
志
雄 

絵 

矢
島
健
三 

偕
成
社 

一
九
五
四
年
） 

・
『
太
平
記
』
（
中
山 

光
義 

絵 

木
俣
清
史 

偕
成
社 

一
九
五
四
年
） 

 

二
二
、
世
界
名
作
物
語 

全
四
〇
巻 

ポ
プ
ラ
社 

一
九
五
二
年
～
一
九
五

五
年 

・
『
雨
月
物
語
』
（
野
口
活 

絵 

土
村
正
寿 

ポ
プ
ラ
社 

一
九
五
三
年
） 

・『
平
家
物
語
』（
高
野
正
巳 

絵 

土
村
正
寿 

ポ
プ
ラ
社 

一
九
五
三
年
） 

・
『
古
事
記
物
語
』
（
鈴
木
三
重
吉 

絵 

岩
崎
年
勝 

ポ
プ
ラ
社 

一
九
五

二
年
）  

・
『
お
と
ぎ
草
子
』
（
円
地
文
子 

絵 

岩
崎
年
勝 

ポ
プ
ラ
社 

一
九
五
二

年
）  

・『
宇
治
拾
遺
物
語
』（
横
山
青
娥 

絵 

織
田
音
也 

ポ
プ
ラ
社 

一
九
五
三

年
） 

・
『
源
平
盛
衰
記
』
（
菊
池
寛 

絵 

岡
本
爽
太 

ポ
プ
ラ
社 

一
九
五
二
年
） 

・『
竹
取
物
語
』（
円
地
文
子 

絵 

岩
崎
年
勝  

ポ
プ
ラ
社 

一
九
五
四
年
） 

・
『
今
昔
物
語
』
（
和
田
傳 

絵 

岩
崎
年
勝 

ポ
プ
ラ
社 

一
九
五
五
年
）  

 

二
三
、
少
年
少
女
名
作
文
庫 

妙
義
出
版
社 

一
九
五
二
年
～
一
九
五
三
年 

・
『
里
見
八
犬
伝 

上 

』
（
大
隈
三
好 

妙
義
出
版
社 

一
九
五
二
年
） 

・
『
里
見
八
犬
伝 

下 

』
（
大
隈
三
好 

妙
義
出
版
社 

一
九
五
三
年
）  

・
『
太
平
記
』
（
鷲
尾
雨
工 

妙
義
出
版
社 

一
九
五
二
年
） 

 

二
四
、
少
年
少
女
日
本
名
作
選 

誠
文
堂
新
光
社 

一
九
五
二
年
～
一
九
五

三
年 

・『
か
ぐ
や
姫
・
虫
姫
』（
中
村
小
坡
他 

絵 

高
井
貞
二 

誠
文
堂
新
光
社 

一

九
五
二
年
） 

・
『
義
経
記
』
（
宮
津
博 

絵 

西
田
勝  

誠
文
堂
新
光
社 

一
九
五
二
年
） 

・『
お
と
ぎ
草
子
』（
堀
尾
勉 

絵 

朝
倉
摂  

誠
文
堂
新
光
社 

一
九
五
二
年
） 

・『
さ
ら
し
な
日
記
』（
森
比
左
志 

絵 

堀
文
子  

誠
文
堂
新
光
社 

一
九
五

二
年
） 

・
『
東
海
道
膝
栗
毛
』
（
天
満
二
郎 

絵 

油
野
誠
一 

誠
文
堂
新
光
社 

一
九

五
二
年
） 

・
『
平
家
物
語
』
（
北
条
誠 

絵 

風
間
完 

誠
文
堂
新
光
社 

一
九
五
二
年
） 

・
『
保
元
平
治
物
語
』（
山
田
豊
・
長
谷
川
力 

絵 

山
本
舜
山 

誠
文
堂
新
光

社 

一
九
五
三
年
） 

・『
弓
張
月
物
語
』（
山
中
峯
太
郎 

絵 

西
田
勝 

絵 

誠
文
堂
新
光
社 

一
九

五
三
年
） 

・
『
雨
月
物
語
』
（
佐
藤
義
美 

絵 

風
間
完  
誠
文
堂
新
光
社 

一
九
五
三

年
） 

※
『
八
犬
伝
』
（
西
山
敏
夫 

誠
文
堂
新
光
社 

不
明
） 

※
『
栄
華
物
語
』
（
中
里
恒
子 

誠
文
堂
新
光
社 

不
明
） 

※
『
鉢
の
木
・
棒
し
ば
り
』
（
渋
沢
青
花 

誠
文
堂
新
光
社 

不
明
） 

※
『
保
元
平
治
物
語
』
（
同
上
）
の
目
録
で
確
認
す
る
が
、
そ
の
後
は
、
目

録
に
書
い
て
な
い
。 

 

二
五
、
少
年
講
談 

全
一
〇
巻 

照
林
社 

一
九
五
二
年
～
一
九
五
四
年 

 

・
『
大
久
保
彦
左
衞
門
』
（
松
雲
寺
健 

照
林
社 

一
九
五
二
年
） 

・
『
一
休
さ
ん
』
（
東
野
正
雄 

照
林
社 

一
九
五
二
年
）  

・
『
少
年
太
閤
記
』
（
東
野
正
雄 

照
林
社 

一
九
五
二
年
）  

・
『
水
戸
黄
門
漫
遊
記
』
（
東
野
正
雄 

照
林
社 

一
九
五
二
年
） 

 

二
六
、
国
語
と
文
学
の
教
室 

全
二
八
巻 

福
村
書
店 

一
九
五
二
年
～
一

九
五
九
年 

 

・
『
源
氏
物
語
』
（
風
巻
景
次
郎  

福
村
書
店 

一
九
五
二
年
） 

・
『
能
狂
言
』
（
田
中
允 

福
村
書
店 

一
九
五
二
年
）  

・
『
徒
然
草
』
（
永
積
安
明 

福
村
書
店 

一
九
五
二
年
） 

・
『
西
鶴
』
（
森
山
重
雄 

福
村
書
店 

一
九
五
七
年
） 

・
『
万
葉
集
』
（
高
木
市
之
助 

絵 

鈴
木
正
二  

福
村
書
店 

一
九
五
二
年
） 

・
『
近
松
』
（
野
田
寿
雄  

福
村
書
店 

一
九
五
六
年
） 
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・
『
今
昔
物
語
』
（
和
田
傳 

絵 

岩
崎
年
勝 

ポ
プ
ラ
社 

一
九
五
五
年
）  

 
二
三
、
少
年
少
女
名
作
文
庫 

妙
義
出
版
社 

一
九
五
二
年
～
一
九
五
三
年 

・
『
里
見
八
犬
伝 

上 

』
（
大
隈
三
好 

妙
義
出
版
社 

一
九
五
二
年
） 

・
『
里
見
八
犬
伝 
下 

』
（
大
隈
三
好 

妙
義
出
版
社 

一
九
五
三
年
）  

・
『
太
平
記
』
（
鷲
尾
雨
工 

妙
義
出
版
社 

一
九
五
二
年
） 

 

二
四
、
少
年
少
女
日
本
名
作
選 
誠
文
堂
新
光
社 

一
九
五
二
年
～
一
九
五

三
年 

・『
か
ぐ
や
姫
・
虫
姫
』（
中
村
小
坡
他 

絵 
高
井
貞
二 

誠
文
堂
新
光
社 

一

九
五
二
年
） 

・
『
義
経
記
』
（
宮
津
博 

絵 

西
田
勝  

誠
文
堂
新
光
社 

一
九
五
二
年
） 

・『
お
と
ぎ
草
子
』（
堀
尾
勉 

絵 

朝
倉
摂  

誠
文
堂
新
光
社 

一
九
五
二
年
） 

・『
さ
ら
し
な
日
記
』（
森
比
左
志 

絵 

堀
文
子  

誠
文
堂
新
光
社 

一
九
五

二
年
） 

・
『
東
海
道
膝
栗
毛
』
（
天
満
二
郎 

絵 

油
野
誠
一 

誠
文
堂
新
光
社 
一
九

五
二
年
） 

・
『
平
家
物
語
』
（
北
条
誠 

絵 

風
間
完 

誠
文
堂
新
光
社 

一
九
五
二
年
） 

・
『
保
元
平
治
物
語
』（
山
田
豊
・
長
谷
川
力 

絵 

山
本
舜
山 

誠
文
堂
新
光

社 

一
九
五
三
年
） 

・『
弓
張
月
物
語
』（
山
中
峯
太
郎 

絵 

西
田
勝 

絵 

誠
文
堂
新
光
社 

一
九

五
三
年
） 

・
『
雨
月
物
語
』
（
佐
藤
義
美 

絵 

風
間
完  

誠
文
堂
新
光
社 

一
九
五
三

年
） 

※
『
八
犬
伝
』
（
西
山
敏
夫 

誠
文
堂
新
光
社 

不
明
） 

※
『
栄
華
物
語
』
（
中
里
恒
子 

誠
文
堂
新
光
社 

不
明
） 

※
『
鉢
の
木
・
棒
し
ば
り
』
（
渋
沢
青
花 

誠
文
堂
新
光
社 

不
明
） 

※
『
保
元
平
治
物
語
』
（
同
上
）
の
目
録
で
確
認
す
る
が
、
そ
の
後
は
、
目

録
に
書
い
て
な
い
。 

 

二
五
、
少
年
講
談 

全
一
〇
巻 

照
林
社 

一
九
五
二
年
～
一
九
五
四
年 

 

・
『
大
久
保
彦
左
衞
門
』
（
松
雲
寺
健 

照
林
社 

一
九
五
二
年
） 

・
『
一
休
さ
ん
』
（
東
野
正
雄 

照
林
社 

一
九
五
二
年
）  

・
『
少
年
太
閤
記
』
（
東
野
正
雄 

照
林
社 

一
九
五
二
年
）  

・
『
水
戸
黄
門
漫
遊
記
』
（
東
野
正
雄 

照
林
社 

一
九
五
二
年
） 

 

二
六
、
国
語
と
文
学
の
教
室 

全
二
八
巻 

福
村
書
店 

一
九
五
二
年
～
一

九
五
九
年 

 

・
『
源
氏
物
語
』
（
風
巻
景
次
郎  

福
村
書
店 

一
九
五
二
年
） 

・
『
能
狂
言
』
（
田
中
允 

福
村
書
店 

一
九
五
二
年
）  

・
『
徒
然
草
』
（
永
積
安
明 

福
村
書
店 

一
九
五
二
年
） 

・
『
西
鶴
』
（
森
山
重
雄 

福
村
書
店 

一
九
五
七
年
） 

・
『
万
葉
集
』
（
高
木
市
之
助 

絵 

鈴
木
正
二  

福
村
書
店 

一
九
五
二
年
） 

・
『
近
松
』
（
野
田
寿
雄  

福
村
書
店 

一
九
五
六
年
） 
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・
『
土
佐
・
更
級
日
記
』
（
佐
山
済 

福
村
書
店 

一
九
五
六
年
） 

・
『
平
家
物
語
』
（
谷
宏 

福
村
書
店 

一
九
五
二
年
） 

・
『
芭
蕉
』
（
広
末
保 

絵 

鈴
木
正
二 

福
村
書
店 

一
九
五
六
年
） 

 

二
七
、
少
年
読
物
文
庫 

同
和
春
秋
社 

一
九
五
二
年
～
一
九
五
九
年 

・『
源
義
経
』（
楠
山
正
雄 

絵 

羽
石
光
志 

同
和
春
秋
社 

一
九
五
二
年
） 

・
『
山
椒
太
夫
』
（
高
野
正
巳 

絵 

川
田
清
美 

同
和
春
秋
社 

一
九
五
四

年
） 

・
『
横
笛
草
子
・
お
と
ぎ
草
子
』
（
二
反
長
半 

絵 

織
田
観
潮  

同
和
春
秋

社 

一
九
五
三
年
） 

・『
源
平
盛
衰
記
』（
坪
田
譲
治 

絵 

米
内
穂
豊 
同
和
春
秋
社 

一
九
五
二

年
） 

・
『
銭
屋
五
兵
衛
』
（
久
保
田
正
衛 

絵 

福
田
青
甫  
同
和
春
秋
社 

一
九

五
二
年
） 

・
『
弓
張
月
・
鎮
西
八
郎
為
朝
外
伝
』（
渋
沢
青
花 

絵 

米
内
穂
豊 
同
和
春

秋
社 

一
九
五
四
年
） 

・
『
加
賀
の
千
代
女
』
（
川
島
つ
ゆ 

絵 

羽
石
光
志 

同
和
春
秋
社 

一
九

五
三
年
） 

・
『
『
国
性
爺
合
戰
』
物
語 

日
本
演
劇
鑑
賞
』
（
河
竹
繁
俊 

絵 

鳥
居
忠

雄 

同
和
春
秋
社 

一
九
五
五
年
） 

・『
戦
国
の
武
士 

常
山
紀
談
物
語
』（
西
川
清
治 

絵 

米
内
穂
豊 

同
和
春

秋
社
一
九
五
九
年
） 

・
『
一
茶
物
語
』
（
荻
原
井
泉
水 

絵 

鈴
木
信
太
郎 

同
和
春
秋
社 

一
九

五
四
年
） 

・『
東
海
道
中
ひ
ざ
く
り
毛
』（
高
藤
武
馬 

絵 

宮
尾
し
げ
を 

同
和
春
秋

社 

一
九
五
二
年
） 

 

二
八
、
児
童
文
庫 

カ
バ
ヤ
児
童
文
化
研
究
所 

一
九
五
二
年
～
一
九
五
四

年  ・
『
安
寿
姫
』
（
カ
バ
ヤ
児
童
文
化
研
究
所 

一
九
五
三
年
） 

・
『
風
雲
源
平
合
戦
』 

（
カ
バ
ヤ
児
童
文
化
研
究
所 

一
九
五
三
年
） 

・
『
里
見
八
犬
伝
』 

（
カ
バ
ヤ
児
童
文
化
研
究
所 

一
九
五
三
年
） 

・『
お
む
す
び
こ
ろ
り
ん 

日
本
昔
話
』（
カ
バ
ヤ
児
童
文
化
研
究
所 

一
九

五
三
年
） 

二
九
、
偉
人
伝
文
庫 

全
一
〇
〇
巻 

ポ
プ
ラ
社 

 

一
九
五
二
年
～
一
九

五
九
年 

・『
清
少
納
言 

王
朝
の
秀
華
』（
横
山
青
娥 

絵 

岩
崎
年
勝 

ポ
プ
ラ
社

 

一
九
五
九
年
）  

・『
紫
式
部 

平
安
京
の
佳
人
』（
横
山
青
娥 

絵 

岩
崎
年
勝  

ポ
プ
ラ
社

 

一
九
五
九
年
） 

・『
良
寛 

慈
愛
の
僧
』（
吉
田
絃
二
郎 

絵 

大
石
哲
路 

ポ
プ
ラ
社 

一
九

五
二
年
） 

・『
一
茶 
さ
す
ら
い
の
詩
人
』（
横
山
青
娥 

絵 

岩
崎
年
勝 

ポ
プ
ラ
社 

一
九
五
九
年
）  

・『
源
義
経 

非
運
の
武
人
』（
太
田
黒
克
彦 

絵 

伊
藤
幾
久
造 

ポ
プ
ラ

社 

一
九
五
三
年
）  

・『
芭
蕉 

不
滅
の
俳
聖
』（
窪
田
空
穂 

絵 

大
石
哲
路 

ポ
プ
ラ
社 

一

九
五
八
年
）  

・『
近
松
門
左
衛
門 

東
洋
の
沙
翁
』（
横
山
青
娥 

絵 

織
田
音
也 

ポ
プ

ラ
社 

一
九
五
九
年
）  

・『
加
賀
の
千
代 

純
情
の
女
流
俳
人
』（
工
清
定 

絵 

織
田
音
也 

ポ
プ

ラ
社 

一
九
五
八
年
）  

・『
宮
本
武
蔵 

放
浪
の
巨
人
』（
一
色
次
郎 

絵 

矢
島
健
三 

ポ
プ
ラ
社

 

一
九
五
九
年
）  

・『
豊
臣
秀
吉 

乱
世
統
一
の
英
雄
』（
福
田
清
人 

絵 

土
村
正
寿 

ポ
プ

ラ
社 

一
九
五
八
年
） 

 

三
〇
、
世
界
少
年
少
女
文
学
全
集 

全
五
〇
巻 

東
京
創
元
社 

一
九
五
三

年
～
一
九
五
六
年 

 

・『
日
本
編
１
』（
坪
田
譲
治 

絵 

中
尾
彰 

東
京
創
元
社 

一
九
五
四
年
） 

日
本
童
話
集 

・『
日
本
編
２
』（
川
端
康
成
訳
者
代
表 

絵 

井
上
三
綱 

東
京
創
元
社 

一
九
五
四
年
） 

古
事
記
物
語
（
林
房
雄
）
、
竹
取
物
語
（
川
端
康
成
）
、
今
昔
物
語
（
片
桐
顕

智
）
、
堤
中
納
言
物
語
（
中
村
正
爾
）
、
宇
治
拾
遺
物
語
（
片
桐
顕
智
）
、
義

経
記
（
高
木
卓
）
、
お
と
ぎ
草
子
（
堀
尾
勉
）
、
雨
月
物
語
（
堀
尾
勉
） 

・
『
日
本
編
４
』（
訳 

林
房
雄
他 

絵 

久
米
宏
一
・
福
田
貂
太
郎
・
茂
田

井
武 

一
九
五
六
年
） 

落
窪
物
語
（
中
村
正
爾
）
、
平
家
物
語
（
冨
倉
徳
次
郎
）
、
中
世
説
話
物
語
（
井

本
農
一
）
、
曽
我
物
語
（
高
木
卓
）
、
西
鶴
諸
国
噺
（
杉
森
久
英
）
、
東
海
道

中
膝
栗
毛
（
野
上
彰
）
、
弓
張
月
物
語
（
林
房
雄
） 

 

三
一
、
日
本
伝
承
民
俗
童
話
全
集 

全
六
巻 

河
出
書
房 

一
九
五
三
年 

・『
日
本
伝
承
民
俗
童
話
全
集 

国
民
童
話
篇
（
第
６
巻
）
』（
藤
澤
衛
彦 

河

出
書
房 

一
九
五
三
年
） 

日
本
の
は
じ
め
、
瘤
と
り
（
宇
治
拾
遺
物
語
）
、
八
岐
の
オ
ロ
チ
（
古
事
記
）
、

金
太
郎
、
因
幡
の
白
兎(

古
事
記)

、
大
江
山
、
出
雲
み
や
ば
し
ら
、
は
ち
か

つ
ぎ
姫
（
お
伽
草
子
）
、
粟
の
実
ぽ
ろ
ぽ
ろ
茎
ぴ
ゅ
う
ん
、
一
寸
法
師
（
お

伽
草
子
）
、
あ
か
い
根
の
葦
、
花
咲
じ
じ
い
、
か
ぐ
や
姫
（
竹
取
物
語
）
、
桃

太
郎
、
貧
女
王
の
大
宴
会
、
舌
切
り
雀
、
浦
島
太
郎
（
お
伽
草
子
）
、
ぼ
ん

て
ん
国
（
お
伽
草
子
） 

 

三
二
、
知
識
文
庫 

ポ
プ
ラ
社 

一
九
五
三
年
～
一
九
五
六
年 

・
『
古
典
文
学
教
室
』
（
円
地
文
子 

ポ
プ
ラ
社 

一
九
五
六
年
）  

・『
私
た
ち
の
風
土
記
』（
読
売
新
聞
社
婦
人
部 

ポ
プ
ラ
社 

一
九
五
三
年
） 

・
『
万
葉
集
物
語
』
（
窪
田
章
一
郎 

絵 

村
田
閑 

ポ
プ
ラ
社 

一
九
五
四

年
） 
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・『
源
義
経 

非
運
の
武
人
』（
太
田
黒
克
彦 

絵 

伊
藤
幾
久
造 

ポ
プ
ラ

社 
一
九
五
三
年
）  

・『
芭
蕉 
不
滅
の
俳
聖
』（
窪
田
空
穂 

絵 

大
石
哲
路 

ポ
プ
ラ
社 

一

九
五
八
年
）  

・『
近
松
門
左
衛
門 

東
洋
の
沙
翁
』（
横
山
青
娥 

絵 

織
田
音
也 

ポ
プ

ラ
社 

一
九
五
九
年
）  

・『
加
賀
の
千
代 

純
情
の
女
流
俳
人
』（
工
清
定 

絵 

織
田
音
也 

ポ
プ

ラ
社 

一
九
五
八
年
）  

・『
宮
本
武
蔵 

放
浪
の
巨
人
』（
一
色
次
郎 

絵 

矢
島
健
三 

ポ
プ
ラ
社

 

一
九
五
九
年
）  

・『
豊
臣
秀
吉 

乱
世
統
一
の
英
雄
』（
福
田
清
人 

絵 

土
村
正
寿 

ポ
プ

ラ
社 

一
九
五
八
年
） 

 

三
〇
、
世
界
少
年
少
女
文
学
全
集 

全
五
〇
巻 

東
京
創
元
社 
一
九
五
三

年
～
一
九
五
六
年 

 

・『
日
本
編
１
』（
坪
田
譲
治 

絵 

中
尾
彰 

東
京
創
元
社 

一
九
五
四
年
） 

日
本
童
話
集 

・『
日
本
編
２
』（
川
端
康
成
訳
者
代
表 

絵 

井
上
三
綱 

東
京
創
元
社 

一
九
五
四
年
） 

古
事
記
物
語
（
林
房
雄
）
、
竹
取
物
語
（
川
端
康
成
）
、
今
昔
物
語
（
片
桐
顕

智
）
、
堤
中
納
言
物
語
（
中
村
正
爾
）
、
宇
治
拾
遺
物
語
（
片
桐
顕
智
）
、
義

経
記
（
高
木
卓
）
、
お
と
ぎ
草
子
（
堀
尾
勉
）
、
雨
月
物
語
（
堀
尾
勉
） 

・
『
日
本
編
４
』（
訳 

林
房
雄
他 

絵 

久
米
宏
一
・
福
田
貂
太
郎
・
茂
田

井
武 

一
九
五
六
年
） 

落
窪
物
語
（
中
村
正
爾
）
、
平
家
物
語
（
冨
倉
徳
次
郎
）
、
中
世
説
話
物
語
（
井

本
農
一
）
、
曽
我
物
語
（
高
木
卓
）
、
西
鶴
諸
国
噺
（
杉
森
久
英
）
、
東
海
道

中
膝
栗
毛
（
野
上
彰
）
、
弓
張
月
物
語
（
林
房
雄
） 

 

三
一
、
日
本
伝
承
民
俗
童
話
全
集 

全
六
巻 

河
出
書
房 

一
九
五
三
年 

・『
日
本
伝
承
民
俗
童
話
全
集 

国
民
童
話
篇
（
第
６
巻
）
』（
藤
澤
衛
彦 

河

出
書
房 

一
九
五
三
年
） 

日
本
の
は
じ
め
、
瘤
と
り
（
宇
治
拾
遺
物
語
）
、
八
岐
の
オ
ロ
チ
（
古
事
記
）
、

金
太
郎
、
因
幡
の
白
兎(

古
事
記)

、
大
江
山
、
出
雲
み
や
ば
し
ら
、
は
ち
か

つ
ぎ
姫
（
お
伽
草
子
）
、
粟
の
実
ぽ
ろ
ぽ
ろ
茎
ぴ
ゅ
う
ん
、
一
寸
法
師
（
お

伽
草
子
）
、
あ
か
い
根
の
葦
、
花
咲
じ
じ
い
、
か
ぐ
や
姫
（
竹
取
物
語
）
、
桃

太
郎
、
貧
女
王
の
大
宴
会
、
舌
切
り
雀
、
浦
島
太
郎
（
お
伽
草
子
）
、
ぼ
ん

て
ん
国
（
お
伽
草
子
） 

 

三
二
、
知
識
文
庫 

ポ
プ
ラ
社 

一
九
五
三
年
～
一
九
五
六
年 

・
『
古
典
文
学
教
室
』
（
円
地
文
子 

ポ
プ
ラ
社 

一
九
五
六
年
）  

・『
私
た
ち
の
風
土
記
』（
読
売
新
聞
社
婦
人
部 

ポ
プ
ラ
社 

一
九
五
三
年
） 

・
『
万
葉
集
物
語
』
（
窪
田
章
一
郎 

絵 

村
田
閑 

ポ
プ
ラ
社 

一
九
五
四

年
） 
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三
三
、
保
育
社
の
名
作
絵
文
庫 

全
三
〇
巻 

保
育
社 

 

一
九
五
三
年
～
一

九
五
六
年 

・『
か
ぐ
や
ひ
め
』（
編 

保
育
社
編
集
部 

絵 

石
津
博
典 

保
育
社 

一

九
五
六
年
）  

・
『
八
犬
伝
』
（
編 

 

保
育
社
編
集
部 

絵 

石
津
博
典 

保
育
社 

一
九

五
四
年
） 

・
『
あ
ん
じ
ゅ
と
ず
し
お
う
』
（
編 

保
育
社
編
集
部 

絵 

石
津
博
典 

保

育
社 

一
九
五
四
年
） 

 

三
四
、
日
本
名
作
物
語(

日
本
名
作
全
集) 
黎
明
社 

一
九
五
四
年
～
一
九
五

六
年  

・『
真
田
三
代
記
』（
仁
科
春
彦 

絵 

堀
万
太
郎 
黎
明
社 

一
九
五
五
年
） 

・
『
雨
月
物
語
』
（
村
松
千
代 

絵 

大
石
哲
路 

黎
明
社 
一
九
五
五
年
）  

・『
水
戸
黄
門
漫
遊
記
』（
長
谷
川
幹
夫 

絵 

堀
万
太
郎 

黎
明
社 

一
九

五
五
年
） 

・
『
源
氏
物
語
』
（
堀
寿
子 

絵 

大
石
哲
路 

黎
明
社 

一
九
五
五
年
）  

・
『
義
経
物
語
』
（
仁
科
春
彦 

絵 

土
村
正
寿 

黎
明
社 

一
九
五
四
年
） 

・『
里
見
八
犬
伝
』（
渡
辺
哲
夫 

絵 

土
村
正
寿 

黎
明
社 

一
九
五
四
年
）   

・『
曽
我
物
語
』（
長
谷
川
幹
夫 

絵 

土
村
正
寿 

黎
明
社 

一
九
五
四
年
）   

・
『
太
閤
記
』
（ 

東
野
達
夫 

絵 

土
村
正
寿 

黎
明
社 

一
九
五
四
年
）  

・
『
赤
穂
義
士
』
（
中
島
薄
紅 

絵 

土
村
正
寿 

黎
明
社 

一
九
五
四
年
）  

・『
川
中
島
合
戦
』（
仁
科
春
彦 

絵 

土
村
正
寿 

黎
明
社 

一
九
五
五
年
）  

・『
弥
次
喜
多
道
中
記
』（
東
野
達
夫 

絵 

高
野
て
つ
じ 

黎
明
社 

一
九

五
五
年
）  

・『
安
寿
と
厨
子
王
』（
松
松
千
代 

絵 

土
村
正
寿 

黎
明
社 

一
九
五
三

年
） 

 

三
五
、
少
年
講
談
全
集 

全
三
〇
巻 

講
談
社 

一
九
五
四
年
～
一
九
五
五

年 ・『
水
戸
黄
門
漫
遊
記
』（
編 

講
談
社 

絵 

矢
車
涼 

講
談
社 

一
九
五

四
年
）  

・
『
太
閤
秀
吉
』
（
編 

講
談
社 

絵 

伊
藤
幾
久
造 

講
談
社 

一
九
五
五

年
） 

・『
宮
本
武
蔵
』（
編 

講
談
社 

絵 

木
俣
清
史 

講
談
社 

一
九
五
五
年
） 

・『
里
見
八
犬
伝
』（
編 

講
談
社 

絵 

矢
島
健
三 

講
談
社 

一
九
五
五

年
）  

・『
柳
生
十
兵
衛
』（
編 

講
談
社 

絵 

日
下
香
之
助 

講
談
社 

一
九
五

五
年
） 

・
『
一
休
和
尚
』
（
編 

講
談
社 

絵 

横
塚
繁 

講
談
社 

一
九
五
五
年
） 

・『
弥
次
喜
多
道
中
記
』（
編 

講
談
社 

絵 

前
谷
惟
光 

講
談
社 

一
九

五
五
年
）  

・『
曾
我
兄
弟
』（
編 

講
談
社 

絵 

木
保
清
史 

講
談
社 

一
九
五
五
年
）

 
 

 

三
六
、
少
年
痛
快
講
談
全
集 

全
一
五
巻 

太
陽
少
年
社 

一
九
五
四
年
～

一
九
五
五
年 

・『
水
戸
黄
門
漫
遊
記
』（
編 

少
年
痛
快
講
談
編
集
部 

絵 

伊
藤
幾
久
造 

太
陽
少
年
社 

一
九
五
四
年
）  

・『
柳
生
十
兵
衛
』（
編 

少
年
痛
快
講
談
編
集
部 

絵 

柳
瀬
茂 

太
陽
少

年
社 

一
九
五
四
年
） 

・『
大
岡
越
前
守
』（
編 

少
年
痛
快
講
談
編
集
部 

太
陽
少
年
社 

一
九
五

四
年
） 

・
『
大
久
保
彦
左
衛
門
』
（
編 

少
年
痛
快
講
談
編
集
部 

絵 

土
端
一
美 

太
陽
少
年
社 

一
九
五
四
年
）  

・『
里
見
八
犬
伝
』（
編 

少
年
痛
快
講
談
編
集
部 

絵 

矢
島
健
三 

太
陽

少
年
社 

一
九
五
四
年
） 

・『
宮
本
武
蔵
』（
編 

少
年
痛
快
講
談
編
集
部 

絵 

木
保
清
史 

太
陽
少

年
社 

一
九
五
四
年
） 

 

三
七
、
小
学
館
の
幼
年
文
庫 

全
四
〇
巻 

小
学
館 

一
九
五
四
年
～
一
九

五
九
年 

・『
か
ぐ
や
ひ
め
』（
久
米
元
一 

絵 

黒
崎
義
介 

小
学
館 

一
九
五
四
年
） 

・『
あ
ん
じ
ゅ
と
ず
し
お
う
』（
浜
田
広
介 

絵 

蕗
田
虹
児 

小
学
館 

一

九
五
九
年
） 

・『
う
し
わ
か
ま
る
』（
後
藤
楢
根 

絵 

黒
崎
義
介 

小
学
館 

一
九
五
四

年
） 

・
『
良
寛
さ
ま
』
（
川
上
四
郎 

小
学
館 

一
九
五
五
年
） 

・
『
一
茶
さ
ん
』
（
川
島
つ
ゆ 

絵 

川
上
四
郎 
小
学
館 

一
九
五
八
年
） 

・『
ひ
よ
し
ま
る
』（
筒
井
敏
雄 

絵 

石
田
英
助 

小
学
館 

一
九
五
四
年
） 

・
『
日
本
昔
話 

第
一
集
』
（
浜
田
広
介 

絵 

武
井
武
雄 
一
九
五
二
年
） 

は
ご
ろ
も
、
は
ち
か
つ
ぎ
ひ
め
（
お
伽
草
子
）
海
さ
ち
山
さ
ち
（
古
事
記
）
、

俵
藤
食
（
お
伽
草
子
） 

・『
日
本
昔
話 

第
二
集
』（
西
山
敏
夫 

絵 

黒
崎
洋
介 

林
義
雄 

小
学

館 

一
九
五
三
年
） 

う
り
こ
ひ
め
と
あ
ま
の
じ
ゃ
く
、
さ
る
の
し
っ
ぽ
は
な
ぜ
み
じ
か
い
、
か
く

れ
み
の
と
か
く
れ
が
さ
、
か
っ
ぱ
と
き
ゅ
う
り
、
き
つ
ね
の
た
か
ら
、
ご
ん

べ
え
さ
ん
の
そ
ら
の
た
び
、
な
ま
け
も
の
と
こ
ば
ん 

 

三
八
、
日
本
少
年
少
女
名
作
全
集 

全
二
〇
巻 

河
出
書
房 

一
九
五
四
年

～
一
九
五
九
年 

・
『
少
年
太
閤
記
・
左
近
右
近
』（
吉
川
英
治 

絵 

羽
石
光
志 

河
出
書
房 

一
九
五
五
年
） 

 

三
九
、
実
録
時
代
小
説 

偕
成
社 

全
四
〇
巻 

一
九
五
四
年
〜
一
九
五
八

年 ・『
黄
門
漫
遊
記
』（
北
村
謙
次
郎 

絵 

矢
島
健
三 

偕
成
社 

一
九
五
五

年
） 

・『
赤
穂
浪
士
』（
沙
羅
双
樹 

絵 

伊
藤
幾
久
造 

偕
成
社 

一
九
五
五
年
） 

・
『
太
閤
秀
吉
』
（
中
山
光
義 

絵 

今
村
恒
美 

偕
成
社 

一
九
五
五
年
） 



- 117 - - 116 -

一
九
五
五
年 

・『
水
戸
黄
門
漫
遊
記
』（
編 

少
年
痛
快
講
談
編
集
部 

絵 

伊
藤
幾
久
造 

太
陽
少
年
社 

一
九
五
四
年
）  

・『
柳
生
十
兵
衛
』（
編 

少
年
痛
快
講
談
編
集
部 

絵 

柳
瀬
茂 

太
陽
少

年
社 

一
九
五
四
年
） 

・『
大
岡
越
前
守
』（
編 
少
年
痛
快
講
談
編
集
部 

太
陽
少
年
社 

一
九
五

四
年
） 

・
『
大
久
保
彦
左
衛
門
』
（
編 
少
年
痛
快
講
談
編
集
部 

絵 

土
端
一
美 

太
陽
少
年
社 

一
九
五
四
年
）  

・『
里
見
八
犬
伝
』（
編 

少
年
痛
快
講
談
編
集
部 

絵 

矢
島
健
三 

太
陽

少
年
社 

一
九
五
四
年
） 

・『
宮
本
武
蔵
』（
編 

少
年
痛
快
講
談
編
集
部 

絵 
木
保
清
史 

太
陽
少

年
社 

一
九
五
四
年
） 

 

三
七
、
小
学
館
の
幼
年
文
庫 

全
四
〇
巻 

小
学
館 

一
九
五
四
年
～
一
九

五
九
年 

・『
か
ぐ
や
ひ
め
』（
久
米
元
一 

絵 

黒
崎
義
介 

小
学
館 

一
九
五
四
年
） 

・『
あ
ん
じ
ゅ
と
ず
し
お
う
』（
浜
田
広
介 

絵 

蕗
田
虹
児 

小
学
館 

一

九
五
九
年
） 

・『
う
し
わ
か
ま
る
』（
後
藤
楢
根 

絵 

黒
崎
義
介 

小
学
館 

一
九
五
四

年
） 

・
『
良
寛
さ
ま
』
（
川
上
四
郎 

小
学
館 

一
九
五
五
年
） 

・
『
一
茶
さ
ん
』
（
川
島
つ
ゆ 

絵 

川
上
四
郎 

小
学
館 

一
九
五
八
年
） 

・『
ひ
よ
し
ま
る
』（
筒
井
敏
雄 

絵 

石
田
英
助 

小
学
館 

一
九
五
四
年
） 

・
『
日
本
昔
話 

第
一
集
』
（
浜
田
広
介 

絵 

武
井
武
雄 

一
九
五
二
年
） 

は
ご
ろ
も
、
は
ち
か
つ
ぎ
ひ
め
（
お
伽
草
子
）
海
さ
ち
山
さ
ち
（
古
事
記
）
、

俵
藤
食
（
お
伽
草
子
） 

・『
日
本
昔
話 

第
二
集
』（
西
山
敏
夫 

絵 

黒
崎
洋
介 

林
義
雄 

小
学

館 

一
九
五
三
年
） 

う
り
こ
ひ
め
と
あ
ま
の
じ
ゃ
く
、
さ
る
の
し
っ
ぽ
は
な
ぜ
み
じ
か
い
、
か
く

れ
み
の
と
か
く
れ
が
さ
、
か
っ
ぱ
と
き
ゅ
う
り
、
き
つ
ね
の
た
か
ら
、
ご
ん

べ
え
さ
ん
の
そ
ら
の
た
び
、
な
ま
け
も
の
と
こ
ば
ん 

 

三
八
、
日
本
少
年
少
女
名
作
全
集 

全
二
〇
巻 

河
出
書
房 

一
九
五
四
年

～
一
九
五
九
年 

・
『
少
年
太
閤
記
・
左
近
右
近
』（
吉
川
英
治 

絵 

羽
石
光
志 

河
出
書
房 

一
九
五
五
年
） 

 

三
九
、
実
録
時
代
小
説 

偕
成
社 

全
四
〇
巻 

一
九
五
四
年
〜
一
九
五
八

年 ・『
黄
門
漫
遊
記
』（
北
村
謙
次
郎 

絵 

矢
島
健
三 

偕
成
社 

一
九
五
五

年
） 

・『
赤
穂
浪
士
』（
沙
羅
双
樹 

絵 

伊
藤
幾
久
造 

偕
成
社 

一
九
五
五
年
） 

・
『
太
閤
秀
吉
』
（
中
山
光
義 

絵 

今
村
恒
美 

偕
成
社 

一
九
五
五
年
） 
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・『
大
岡
越
前
守
』（
吉
田
与
志
雄 

絵 

奈
良
葉
二 

偕
成
社 

一
九
五
五

年
） 

・『
宮
本
武
蔵 

― 

無
双
二
刀
流
』（
小
山
勝
清 

偕
成
社 

一
九
五
六
年
） 

・『
風
雲
児
義
経
』（
沙
羅
双
樹 

絵 

矢
島
健
三 

偕
成
社 

一
九
五
六
年
） 

・
『
曽
我
兄
弟
』
（
朝
島
靖
之
助 

絵 

柳
瀬
茂 

偕
成
社 

一
九
五
六
年
） 

・
『
一
休
和
尚
』
（
野
田
開
作 

絵 

木
保
清
史 

偕
成
社 

一
九
五
六
年
） 

・『
大
久
保
彦
左
衛
門
』（
中
山
光
義 

絵 

木
保
清
史 

偕
成
社 

一
九
五

六
年
） 

・『
鎮
西
八
郎
為
朝
』（
小
山
勝
清 

絵 
柳
瀬
茂 

偕
成
社 

一
九
五
八
年
） 

 

四
〇
、
児
童
名
作
全
集 

全
七
〇
巻 

偕
成
社 
一
九
五
五
年
～
一
九
六
一

年 ・『
太
閤
記
物
語
』（
山
本
和
夫 

絵 

鈴
木
寿
雄 

偕
成
社 

一
九
五
五
年
） 

・
『
か
ぐ
や
姫
』
（
田
島
順
子 

絵 

駒
宮
録
朗 

偕
成
社 
一
九
五
五
年
） 

・『
安
寿
と
ず
し
王
』（
宮
脇
紀 

絵 

新
田
五
郎 

偕
成
社 

一
九
五
六
年
） 

・『
義
経
も
の
が
た
り
』（
浜
田
広
介 

絵 

羽
石
光
志 

偕
成
社 

一
九
五

六
年
） 

・『
曽
我
も
の
が
た
り
』（
打
木
村
治 

絵 

駒
宮
緑
郎 

偕
成
社 

一
九
五

六
年
） 

・『
つ
る
の
恩
が
え
し
』（
徳
永
寿
美
子 

絵 

羽
石
光
志 

偕
成
社 

一
九

五
六
年
） 

・
『
日
本
の
神
話
』
（
山
本
和
夫 

偕
成
社 

一
九
五
六
年
） 

・『
源
平
も
の
が
た
り
』（
朝
島
靖
之
助 

絵 

太
賀
正 

偕
成
社 

一
九
五

七
年
） 

・『
ら
し
ょ
う
門
の
鬼
』（
山
本
和
夫 

絵 

駒
宮
録
朗 

偕
成
社 

一
九
五

七
年
） 

・『
為
朝
も
の
が
た
り
』（
朝
島
靖
之
助 

絵 

新
井
五
郎 

偕
成
社 

一
九

五
七
年
） 

・『
八
犬
伝
も
の
が
た
り
』（
北
村
謙
次
郎 

絵 

石
井
健
之 

偕
成
社 

一

九
五
七
年
） 

四
一
、
幼
年
世
界
名
作
全
集 

全
二
〇
巻 

あ
か
ね
書
房 

一
九
五
五
年
～

一
九
六
〇
年 

 

・『
か
ぐ
や
姫
』（
松
谷
み
よ
こ 

絵 

石
井
健
之 

あ
か
ね
書
房 

一
九
五

九
年
） 

 

四
二
、
名
作
物
語
文
庫 

全
三
五
巻 

講
談
社 

一
九
五
五
年 

・『
太
閤
記
物
語
』（
氏
原
大
作 

絵 

尾
形
礼
正 

講
談
社 

一
九
五
五
年
） 

・『
八
犬
伝
物
語
』（
園
城
寺
健 

絵 

石
黒
泰
治 

講
談
社 

一
九
五
五
年
） 

・
『
曽
我
物
語
』
（
氏
原
大
作 

絵 

尾
形
礼
正 

講
談
社 

一
九
五
五
年
） 

・
『
弓
張
月
物
語
』
（
平
井
芳
夫 

絵 

村
田
閑 

講
談
社 

一
九
五
五
年
） 

・
『
竹
取
物
語
』
（
小
野
忠
孝 

絵 

尾
形
礼
正 

講
談
社 

一
九
五
五
年
） 

・
『
義
経
物
語
』
（
園
城
寺
健 

絵 

米
内
穂
豊 

講
談
社 

一
九
五
五
年
） 

 

四
三
、
お
話
博
物
館 

全
六
九
巻 

実
業
之
日
本
社 

一
九
五
五
年
～
一
九

五
九
年 

・『
源
平
も
の
が
た
り
』（
渡
辺
保 

絵 

柴
宗
広 

実
業
之
日
本
社 

一
九

五
五
年
） 

・『
古
事
記
も
の
が
た
り
』（
西
山
敏
夫 

絵 

野
口
義
恵 

実
業
之
日
本
社

 

一
九
五
七
年
） 

 

四
四
、
少
年
・
日
本
武
人
物
語 

黎
明
社 

一
九
五
五
年 

・
『
宮
本
武
蔵
』
（
中
島
徳
行 

絵 

久
米
宏
一 

黎
明
社 

一
九
五
五
年
） 

・
『
木
曽
義
仲
』
（
中
島
徳
行 

絵 

土
村
正
寿 

黎
明
社 

一
九
五
六
年
） 

・『
織
田
信
長
』（
中
島
徳
行 

絵 

山
崎
百
々
雄 

黎
明
社 

一
九
五
六
年 

 

四
五
、
世
界
の
名
作 

全
二
六
巻 

筑
摩
書
房 

一
九
五
六
年
～
一
九
五
八

年 ・『
少
年
太
閤
記
』（
花
村
奨 

絵 

岡
本
爽
太 

筑
摩
書
房 

一
九
五
六
年
） 

・『
一
休
さ
ん
』（
伊
馬
春
部 

絵 

茂
田
井
武 

筑
摩
書
房 

一
九
五
六
年
） 

・『
少
年
宮
本
武
蔵
』（
小
山
勝
清 

絵 

村
田
閑
絵 

筑
摩
書
房 

一
九
五

七
年
） 

・『
続 

少
年
太
閤
記
』（
花
村
奨 

絵 

関
合
正
明 

筑
摩
書
房 

一
九
五

八
年
） 

 

四
六
、
日
本
少
年
少
女
古
典
文
学
全
集 

全
二
九
巻 

弘
文
堂 

一
九
五
六

年
～
一
九
六
一
年 

・『
日
本
神
話
物
語
』（
風
巻
景
次
郎 

絵 

片
岡
球
子 

弘
文
堂 

一
九
五

七
年
） 

・
『
か
ぐ
や
姫
・
更
級
日
記
・
宇
津
保
物
語
』（
円
地
文
子 
絵 
片
岡
球
子

 

弘
文
堂 

一
九
五
七
年
） 

・『
万
葉
集
物
語
』（
田
辺
幸
雄 

絵 

福
田
久
也 

弘
文
堂 

一
九
五
七
年
） 

・
『
落
窪
物
語
』
（
戸
川
高
志 

絵 

勝
本
富
士
雄 

弘
文
堂 

一
九
五
七  

・
『
今
昔
物
語
・
宇
治
拾
遺
物
語
』（
神
田
秀
夫 

絵 

福
田
杜
子
夫 

弘
文

堂 

一
九
五
七
年
）  

・
『
為
朝
物
語 

保
元
・
平
治
物
語
』（
井
本
農
一 

絵 

笠
井
一 

弘
文
堂

 

一
九
五
七
年
） 

・
『
平
家
物
語
』
（
坪
田
譲
治 

絵 

古
沢
岩
美 

弘
文
堂 

一
九
五
六
年
） 

・『
曽
我
兄
弟
物
語
』（
河
竹
繁
俊 

絵 

伊
藤
好
一
郎 

弘
文
堂 

一
九
五

六
年
） 

・
『
お
能
・
狂
言
物
語
』（
野
上
弥
生
子 

絵 

小
林
勇 

弘
文
堂 

一
九
五

六
年
） 

・『
西
鶴
物
語
』（
編 

麻
生
磯
次 

絵 

福
田
久
也 

弘
文
堂 

一
九
五
七

年
） 

・『
里
見
八
犬
伝
物
語
』（
高
藤
武
馬 

絵 

古
沢
岩
美 

弘
文
堂 

一
九
五

七
年
）  

・『
膝
栗
毛
物
語
』（
杉
森
久
英 

絵 

伊
藤
好
一
郎 

弘
文
堂 

一
九
五
七

年
）  

・『
風
土
記
物
語
』（
神
田
秀
夫 

絵 

福
田
杜
子
夫 

弘
文
堂 

一
九
五
八
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五
九
年 

・『
源
平
も
の
が
た
り
』（
渡
辺
保 

絵 

柴
宗
広 

実
業
之
日
本
社 

一
九

五
五
年
） 

・『
古
事
記
も
の
が
た
り
』（
西
山
敏
夫 

絵 

野
口
義
恵 

実
業
之
日
本
社

 

一
九
五
七
年
） 

 

四
四
、
少
年
・
日
本
武
人
物
語 

黎
明
社 

一
九
五
五
年 

・
『
宮
本
武
蔵
』
（
中
島
徳
行 
絵 

久
米
宏
一 

黎
明
社 

一
九
五
五
年
） 

・
『
木
曽
義
仲
』
（
中
島
徳
行 

絵 
土
村
正
寿 

黎
明
社 

一
九
五
六
年
） 

・『
織
田
信
長
』（
中
島
徳
行 

絵 

山
崎
百
々
雄 

黎
明
社 

一
九
五
六
年 

 

四
五
、
世
界
の
名
作 

全
二
六
巻 

筑
摩
書
房 

一
九
五
六
年
～
一
九
五
八

年 ・『
少
年
太
閤
記
』（
花
村
奨 

絵 

岡
本
爽
太 

筑
摩
書
房 
一
九
五
六
年
） 

・『
一
休
さ
ん
』（
伊
馬
春
部 

絵 

茂
田
井
武 

筑
摩
書
房 

一
九
五
六
年
） 

・『
少
年
宮
本
武
蔵
』（
小
山
勝
清 

絵 

村
田
閑
絵 

筑
摩
書
房 

一
九
五

七
年
） 

・『
続 

少
年
太
閤
記
』（
花
村
奨 

絵 

関
合
正
明 

筑
摩
書
房 

一
九
五

八
年
） 

 

四
六
、
日
本
少
年
少
女
古
典
文
学
全
集 

全
二
九
巻 

弘
文
堂 

一
九
五
六

年
～
一
九
六
一
年 

・『
日
本
神
話
物
語
』（
風
巻
景
次
郎 

絵 

片
岡
球
子 

弘
文
堂 

一
九
五

七
年
） 

・
『
か
ぐ
や
姫
・
更
級
日
記
・
宇
津
保
物
語
』（
円
地
文
子 

絵 

片
岡
球
子

 

弘
文
堂 

一
九
五
七
年
） 

・『
万
葉
集
物
語
』（
田
辺
幸
雄 

絵 

福
田
久
也 

弘
文
堂 

一
九
五
七
年
） 

・
『
落
窪
物
語
』
（
戸
川
高
志 

絵 

勝
本
富
士
雄 

弘
文
堂 

一
九
五
七  

・
『
今
昔
物
語
・
宇
治
拾
遺
物
語
』（
神
田
秀
夫 

絵 

福
田
杜
子
夫 

弘
文

堂 

一
九
五
七
年
）  

・
『
為
朝
物
語 

保
元
・
平
治
物
語
』（
井
本
農
一 

絵 

笠
井
一 

弘
文
堂

 

一
九
五
七
年
） 

・
『
平
家
物
語
』
（
坪
田
譲
治 

絵 

古
沢
岩
美 

弘
文
堂 

一
九
五
六
年
） 

・『
曽
我
兄
弟
物
語
』（
河
竹
繁
俊 

絵 

伊
藤
好
一
郎 

弘
文
堂 

一
九
五

六
年
） 

・
『
お
能
・
狂
言
物
語
』（
野
上
弥
生
子 

絵 

小
林
勇 

弘
文
堂 

一
九
五

六
年
） 

・『
西
鶴
物
語
』（
編 

麻
生
磯
次 

絵 

福
田
久
也 

弘
文
堂 

一
九
五
七

年
） 

・『
里
見
八
犬
伝
物
語
』（
高
藤
武
馬 

絵 

古
沢
岩
美 

弘
文
堂 

一
九
五

七
年
）  

・『
膝
栗
毛
物
語
』（
杉
森
久
英 

絵 

伊
藤
好
一
郎 

弘
文
堂 

一
九
五
七

年
）  

・『
風
土
記
物
語
』（
神
田
秀
夫 

絵 

福
田
杜
子
夫 

弘
文
堂 

一
九
五
八



- 120 -

年
） 

・
『
源
氏
物
語
』
（
神
田
秀
夫 

絵 

片
岡
球
子 

弘
文
堂 

一
九
五
八
年
） 

・
『
義
経
・
弁
慶
物
語
』（
高
木
卓 

絵 

佐
久
間
阿
佐
緒 

弘
文
堂 

一
九

五
八
年
） 

・『
太
閤
記
物
語
』（
高
藤
武
馬 

絵 

伊
藤
好
一
郎 

弘
文
堂 

一
九
五
九

年
）  

・『
お
と
ぎ
草
子
物
語
』（
市
古
貞
次 

絵 

羽
石
光
志 

弘
文
堂 

一
九
五

八
年
）   

・
『
芭
蕉
物
語
』
（
麻
生
磯
次 

絵 
福
田
久
也 

弘
文
堂 

一
九
五
九
年
） 

・『
近
松
物
語
』（
円
地
文
子 

絵 

福
田
杜
子
夫 

弘
文
堂 

一
九
五
八
年
） 

・『
忠
臣
蔵
物
語
』（
河
竹
繁
俊 

絵 

山
本
舜
山 
弘
文
堂 

一
九
五
八
年
） 

・
『
雨
月
・
春
雨
物
語
』（
編 

森
三
千
代 

絵 

福
田
杜
子
夫 

弘
文
堂 

一
九
五
八
年
） 

・『
日
本
民
話
物
語
』（
坪
田
譲
治 

絵 

伊
藤
好
一
郎 

弘
文
堂 

一
九
五

八
年
）  

・
『
枕
草
子
物
語
』
（
森
三
千
代 

絵 

笠
井
一 

弘
文
堂 

一
九
六
〇
年
） 

・
『
大
鏡
・
増
鏡
物
語
』（
島
田
良
二 

絵 

福
田
久
也 

弘
文
堂 

一
九
六

〇
年
） 

・『
宇
治
拾
遺
物
語
』（
久
保
喬 

絵 

福
田
杜
子
夫 

弘
文
堂 

一
九
六
一

年
）  

・『
太
平
記
物
語
』（
松
田
武
夫 

絵 

福
田
杜
子
夫 

弘
文
堂 

一
九
六
〇

年
）  

・『
徒
然
草
物
語
』（
麻
生
磯
次 

絵 

福
田
久
也 

弘
文
堂 

一
九
六
〇
年
） 

・『
和
歌
物
語
』（
大
野
茂
男 

絵 

福
田
杜
子
夫 

弘
文
堂 

一
九
六
〇
年
） 

・『
俳
句
物
語
』（
小
高
俊
郎 

絵 

伊
藤
好
一
郎 

弘
文
堂 

一
九
六
〇
年
）

  四
七
、
日
本
古
典
童
話
全
集 

全
八
巻 

小
峰
書
房 

一
九
五
六
年 

・
『
あ
ま
の
岩
戸
』
（
平
塚
武
二 

絵 

井
口
文
秀 

一
九
五
六
年
） 

古
事
記
、
風
土
記 

・
『
か
ぐ
や
姫
』
（
奈
街
三
郎 

絵 

鈴
木
寿
雄 

一
九
五
六
年
） 

竹
取
物
語
、
字
津
保
物
語
、
堤
中
納
言
物
語
、
更
級
日
記
、
土
佐
日
記
、
枕

草
子 

・
『
さ
る
の
恩
が
え
し
』（
岡
本
良
雄
・
鈴
木
隆 

絵 

輪
島
清
隆
・
池
田
仙

三
郎 

小
峰
書
店 

一
九
五
一
年
） 

今
昔
物
語
、
日
本
霊
異
記 

・
『
扇
ま
と
』（
水
藤
春
夫
・
関
英
雄
・
小
林
純
一 

絵 

太
田
大
八
・
市
川

禎
男
・
片
岡
京
二 

小
峰
書
店 

一
九
五
六
年
） 

平
家
物
語
、
義
経
記
、
曾
我
物
語 

・
『
五
色
の
し
か
』（
柴
野
民
三
・
神
戸
淳
吉 

絵 

斉
藤
博
之
・
片
岡
京
二

 

小
峰
書
店 

一
九
五
六
年
） 

宇
治
拾
遺
物
語
、
徒
然
草
、
古
今
著
聞
集
、
十
訓
抄 

・
『
は
ち
か
つ
ぎ
』（
佐
藤
義
美
・
与
田
準
一
・
水
藤
春
夫 

小
峰
書
店 

一

九
五
六
年
） 

お
と
ぎ
草
子
、
謡
曲
・
狂
言 

・
『
千
里
ヶ
竹
の
虎
』
（
前
川
康
男
・
猪
野
省
三
・
紫
野
民
三
・
水
藤
春
夫
・

岡
本
良
雄 

絵 

輪
島
清
隆
・
石
井
健
之
・
北
田
卓
史 

小
峰
書
店 

一
九

五
六
年
） 

国
性
爺
合
戦
、
西
鶴
諸
国
ば
な
し
、
鳩
翁
道
話
、
耳
ぶ
く
ろ
、
雲
萍
雑
志
、

お
あ
む
物
語
、
し
か
の
巻
筆
、
囃
物
語
、
随
筆
寓
意
草
、
し
み
の
す
み
か
物

語 ・
『
鯉
に
な
っ
た
お
し
ょ
う
さ
ん
』（
与
田
準
一
・
鈴
木
隆
・
岡
本
良
雄 

絵

 

井
口
文
秀
・
斉
藤
博
之
・
北
田
卓
史 

小
峰
書
店 

一
九
五
六
年
） 

雨
月
物
語
、
東
海
道
中
膝
栗
毛
、
東
・
西
遊
記 

 

四
八
、
ぼ
く
た
ち
の
研
究
室 

も
も
い
ろ
の
ケ
ー
ス
（
文
学
） 

全
九
巻 

さ
・
え
・
ら
書
房 

一
九
五
六
年
～
一
九
六
三
年 

・『
私
た
ち
の
万
葉
集
』（
石
田
佐
久
馬 

さ
・
え
・
ら
書
房 

一
九
五
六
年
） 

・『
和
歌
も
の
が
た
り
』（
佐
佐
木
信
綱 

さ
・
え
・
ら
書
房 

一
九
五
六
年
） 

・
『
私
た
ち
の
日
本
文
学 

古
典
の
巻
』
石
田
佐
久
馬 

さ
・
え
・
ら
書
房

 

一
九
五
六
年
） 

虫
め
ず
る
姫
君
、
ひ
ざ
栗
毛
、
日
本
文
学
の
あ
ら
ま
し
、
新
今
昔
の
う
た
、

古
事
記
の
は
な
し
、
平
家
物
語
、
風
土
記
の
伝
説
、
童
話
の
お
こ
り
、
万
葉

の
う
た
、
つ
れ
づ
れ
草
、
か
ぐ
や
姫
、
能
と
狂
言
、
古
今
和
歌
集
、
万
寿
の

姫
、
土
佐
日
記
と
更
級
日
記
、
芭
蕉
と
一
茶
、
源
氏
物
語
、
川
柳
の
は
な
し
、

春
は
あ
け
ぼ
の
、
良
寛
さ
ま 

 

四
九
、
中
学
生
の
古
典
文
学 

全
七
巻 

至
文
堂 
一
九
五
六
年
～
一
九
五
七

年 ・
『
雨
月
物
語
』
（
宇
佐
美
喜
三
八 

至
文
堂 

一
九
五
七
年
） 

・
『
今
昔
物
語
』
（
清
水
重
道 

至
文
堂 

一
九
五
六
年
） 

・
『
東
海
道
中
膝
栗
毛
』
（
土
井
重
義 

至
文
堂 

一
九
五
七
年
） 

・
『
竹
取
物
語
』
（
石
川
徹 

至
文
堂 

一
九
五
六
年) 

・
『
一
茶
も
の
が
た
り
』
（
中
島
斌
雄 

至
文
堂 

一
九
五
六
年) 

・
『
芭
蕉
』
（
小
島
政
二
郎 

至
文
堂 

不
明
） 

・
『
平
家
物
語
』
（
佐
々
木
八
郎 

至
文
堂 

不
明
） 

五
〇
、
初
級
世
界
名
作
童
話 

全
二
二
巻 

泰
光
堂 

一
九
五
六
年
～
一
九

五
九
年 

・『
今
昔
物
語
』（
編 

萩
原
一
学 

絵 

横
川
洋 

泰
光
堂 

一
九
五
八
年
） 

・『
日
本
む
か
し
ば
な
し
』（
奈
街
三
郎 

絵 

松
井
行
正 

泰
光
堂 

一
九

五
六
年
） 

母
子
ぐ
さ
、
た
か
ら
く
ら
べ
、
う
そ
つ
き
た
ろ
う
、
千
本
の
は
り
と
千
の
ひ

ょ
う
た
ん
、
と
ん
び
の
か
ん
ざ
し
、
さ
る
か
に
と
も
ち
、
ぼ
た
も
ち
く
わ
ん
、

き
つ
ね
の
ち
ょ
う
ち
ん
、
「
こ
だ
ま
」
の
は
じ
ま
り
、
ひ
ょ
う
と
く
さ
ま
、

う
す
ば
か
の
た
ろ
う
、
ふ
る
や
も
り
、
う
ぐ
い
す
ひ
め
、
山
に
な
れ
川
に
な

れ
！
、
な
か
よ
し
の
ふ
な
と
か
も
、
か
も
め
や
さ
か
な
の
友
だ
ち
、
さ
る
か

に
か
っ
せ
ん
、
は
ち
が
つ
ぎ
ひ
め
（
お
伽
草
子
） 

 

五
一
、
少
年
少
女
の
た
め
の
国
民
文
学 

全
二
八
巻  

福
村
書
店 

一
九
五
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・
『
千
里
ヶ
竹
の
虎
』
（
前
川
康
男
・
猪
野
省
三
・
紫
野
民
三
・
水
藤
春
夫
・

岡
本
良
雄 

絵 

輪
島
清
隆
・
石
井
健
之
・
北
田
卓
史 

小
峰
書
店 

一
九

五
六
年
） 

国
性
爺
合
戦
、
西
鶴
諸
国
ば
な
し
、
鳩
翁
道
話
、
耳
ぶ
く
ろ
、
雲
萍
雑
志
、

お
あ
む
物
語
、
し
か
の
巻
筆
、
囃
物
語
、
随
筆
寓
意
草
、
し
み
の
す
み
か
物

語 ・
『
鯉
に
な
っ
た
お
し
ょ
う
さ
ん
』（
与
田
準
一
・
鈴
木
隆
・
岡
本
良
雄 

絵

 

井
口
文
秀
・
斉
藤
博
之
・
北
田
卓
史 

小
峰
書
店 

一
九
五
六
年
） 

雨
月
物
語
、
東
海
道
中
膝
栗
毛
、
東
・
西
遊
記 

 

四
八
、
ぼ
く
た
ち
の
研
究
室 

も
も
い
ろ
の
ケ
ー
ス
（
文
学
） 

全
九
巻 

さ
・
え
・
ら
書
房 

一
九
五
六
年
～
一
九
六
三
年 

・『
私
た
ち
の
万
葉
集
』（
石
田
佐
久
馬 

さ
・
え
・
ら
書
房 

一
九
五
六
年
） 

・『
和
歌
も
の
が
た
り
』（
佐
佐
木
信
綱 

さ
・
え
・
ら
書
房 
一
九
五
六
年
） 

・
『
私
た
ち
の
日
本
文
学 

古
典
の
巻
』
石
田
佐
久
馬 

さ
・
え
・
ら
書
房

 

一
九
五
六
年
） 

虫
め
ず
る
姫
君
、
ひ
ざ
栗
毛
、
日
本
文
学
の
あ
ら
ま
し
、
新
今
昔
の
う
た
、

古
事
記
の
は
な
し
、
平
家
物
語
、
風
土
記
の
伝
説
、
童
話
の
お
こ
り
、
万
葉

の
う
た
、
つ
れ
づ
れ
草
、
か
ぐ
や
姫
、
能
と
狂
言
、
古
今
和
歌
集
、
万
寿
の

姫
、
土
佐
日
記
と
更
級
日
記
、
芭
蕉
と
一
茶
、
源
氏
物
語
、
川
柳
の
は
な
し
、

春
は
あ
け
ぼ
の
、
良
寛
さ
ま 

 

四
九
、
中
学
生
の
古
典
文
学 

全
七
巻 

至
文
堂 

一
九
五
六
年
～
一
九
五
七

年 ・
『
雨
月
物
語
』
（
宇
佐
美
喜
三
八 

至
文
堂 

一
九
五
七
年
） 

・
『
今
昔
物
語
』
（
清
水
重
道 

至
文
堂 

一
九
五
六
年
） 

・
『
東
海
道
中
膝
栗
毛
』
（
土
井
重
義 

至
文
堂 

一
九
五
七
年
） 

・
『
竹
取
物
語
』
（
石
川
徹 

至
文
堂 

一
九
五
六
年) 

・
『
一
茶
も
の
が
た
り
』
（
中
島
斌
雄 

至
文
堂 

一
九
五
六
年) 

・
『
芭
蕉
』
（
小
島
政
二
郎 

至
文
堂 

不
明
） 

・
『
平
家
物
語
』
（
佐
々
木
八
郎 

至
文
堂 

不
明
） 

五
〇
、
初
級
世
界
名
作
童
話 

全
二
二
巻 

泰
光
堂 

一
九
五
六
年
～
一
九

五
九
年 

・『
今
昔
物
語
』（
編 

萩
原
一
学 

絵 

横
川
洋 

泰
光
堂 

一
九
五
八
年
） 

・『
日
本
む
か
し
ば
な
し
』（
奈
街
三
郎 

絵 

松
井
行
正 

泰
光
堂 

一
九

五
六
年
） 

母
子
ぐ
さ
、
た
か
ら
く
ら
べ
、
う
そ
つ
き
た
ろ
う
、
千
本
の
は
り
と
千
の
ひ

ょ
う
た
ん
、
と
ん
び
の
か
ん
ざ
し
、
さ
る
か
に
と
も
ち
、
ぼ
た
も
ち
く
わ
ん
、

き
つ
ね
の
ち
ょ
う
ち
ん
、
「
こ
だ
ま
」
の
は
じ
ま
り
、
ひ
ょ
う
と
く
さ
ま
、

う
す
ば
か
の
た
ろ
う
、
ふ
る
や
も
り
、
う
ぐ
い
す
ひ
め
、
山
に
な
れ
川
に
な

れ
！
、
な
か
よ
し
の
ふ
な
と
か
も
、
か
も
め
や
さ
か
な
の
友
だ
ち
、
さ
る
か

に
か
っ
せ
ん
、
は
ち
が
つ
ぎ
ひ
め
（
お
伽
草
子
） 

 

五
一
、
少
年
少
女
の
た
め
の
国
民
文
学 

全
二
八
巻  

福
村
書
店 

一
九
五
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六
年
～
一
九
六
一
年 

・
『
古
事
記
・
万
葉
集
』（
福
田
清
人 

絵 

浜
田
台
児 

福
村
書
店 

一
九

五
六
年
） 

・『
平
安
朝
名
作
集
』（
木
俣
修 

絵 

田
中
佐
一
郎 

福
村
書
店 

一
九
五

六
年
） 

竹
取
物
語
、
落
窪
物
語
、
堤
中
納
言
物
語 

・『
東
海
道
中
膝
栗
毛
』（
福
田
清
人 

絵 

河
野
通
明 

福
村
書
店 

一
九

五
六
年
） 

・
『
今
昔
物
語
』
（
木
俣
修 

絵 

東
光
寺
啓 

福
村
書
店 

一
九
五
七
年
） 

・
『
太
平
記
』
（
高
野
正
巳 

絵 

東
光
寺
啓 

福
村
書
店 

一
九
五
七
年
）  

・『
太
閤
記
』（
伊
藤
佐
喜
雄 

絵 

東
光
寺
啓 
福
村
書
店 

一
九
五
七
年
） 

・
『
土
佐
・
更
級
日
記
』（
井
上
豊 

絵 

山
本
舜
山 
福
村
書
店 

一
九
六

一
年
） 

・
『
将
門
記
』
（
高
見
君
恵 

絵 

梶
鮎
太 

福
村
書
店 

一
九
六
四
年
）  

・『
源
平
盛
衰
記
』（
庭
山
積 

絵 

山
本
舜
山 

福
村
書
店 

一
九
六
一
年
）   

・『
源
氏
物
語
』（
木
俣
修 

絵 

田
中
佐
一
郎 

福
村
書
店 

一
九
五
六
年
） 

・『
椿
説
弓
張
月
』（
松
尾
靖
秋 

絵 

梶
鮎
太 

福
村
書
店 

一
九
六
一
年
） 

・
『
軍
記
名
作
集
』
（
福
田
清
人 

福
村
書
店 

一
九
五
六
年
） 

保
元
物
語
、
平
治
物
語
、
義
経
記 

・『
近
世
俳
人
物
語
』（
那
須
辰
造 

絵 

浜
田
台
児 

福
村
書
店 

一
九
五

六
年
） 

芭
蕉
物
語
、
俳
諧
の
話
、
詩
人
蕪
村
、
女
性
俳
人
た
ち
、
俳
諧
寺
一
茶 

・『
武
道
伝
来
記 

江
戸
名
作
集
』（
高
野
正
巳 

絵 

鳥
居
清
言 

福
村
書

店 

一
九
五
七
年
） 

※
『
新
今
昔
物
語
』
（
高
見
君
恵 

不
明
） 

※
『
親
鸞
』
（
千
輪
彗 

不
明
） 

※
『
曽
我
物
語
』
（
木
保
修 

不
明
） 

※
『
近
松
名
作
集
』
（
宮
脇
紀
雄 

不
明
） 

※
『
日
本
英
雄
伝
』
（
福
田
清
人 

不
明
） 

※
『
忠
臣
蔵
』
（
村
松
定
孝 

不
明
） 

※
『
謡
曲
狂
言
物
語
』
（
安
藤
常
次
郎 

不
明
） 

※
『
将
門
記
』
（
前
出
）
の
目
録
に
名
前
あ
り
。
逐
次
刊
行
、
と
書
い
て
あ

る
こ
と
か
ら
、
途
中
で
中
断
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。 

 

五
二
、
た
の
し
い
日
本
歴
史
童
話 

ポ
プ
ラ
社 

全
一
〇
巻 

一
九
五
六
年

〜
一
九
五
七
年 

・
『
や
ま
た
の
お
ろ
ち 

ー 

神
話
・
伝
説
物
語
』（
監
修 

小
川
未
明
・
浜

田
広
介 

絵 

大
石
哲
路 

ポ
プ
ラ
社 

一
九
五
六
年
） 

あ
ま
の
い
わ
戸
（
古
事
記
）
、
や
ま
た
の
お
ろ
ち
（
古
事
記
）
オ
オ
ク
ニ
ノ

ヌ
シ
ノ
ミ
コ
ト
（
古
事
記
）
、
て
ん
ぐ
男
と
ひ
ら
ふ
見
（
古
事
記
）
、
タ
イ
マ

ノ
ケ
ハ
ヤ
と
ノ
ミ
ノ
ス
ク
ネ
（
古
事
記
）
、
た
じ
ま
も
り
（
古
事
記
）
、
白
い

と
り
（
古
事
記
）
、
ち
い
さ
こ
べ
の
す
が
る
（
日
本
書
紀
）
、
ま
き
ば
の
王
子

（
古
事
記
）
、
ま
つ
ら
さ
よ
ひ
め 

・
『
養
老
の
滝 
― 

飛
鳥
・
奈
良
時
代
』（
お
の
ち
ゅ
う
こ
う
他 

絵 

大

石
哲
路
他 

ポ
プ
ラ
社 

一
九
五
六
年
） 

し
ょ
う
と
く
た
い
し
、
や
ま
と
の
国
の
朝
あ
け
、
養
老
の
滝
（
古
今
著
聞
集
）
、

父
の
み
が
わ
り
、
若
草
山
の
お
と
め
、
か
え
ら
ぬ
船
の
り
、
け
ん
と
う
せ
ん
、

和
気
の
清
麻
呂
、
か
み
な
り
の
子
（
日
本
霊
異
記
）
、
山
ど
り
の
お
れ
い 

・『
と
う
ぞ
く
と
笛
ふ
き 

ー 

平
安
朝
前
期
時
代
』（
沙
羅
双
樹
他 

絵 

大
石
哲
路
他 

ポ
プ
ラ
社 

一
九
五
六
年
） 

う
で
く
ら
べ
、
あ
ら
な
み
と
た
た
か
う
三
十
四
日
、
か
ぐ
や
ひ
め
（
竹
取
物

語
）
、
花
を
つ
む
尼
、
く
ら
べ
馬
、
に
お
え
、
梅
の
花
、
か
え
る
の
お
し
え
、

鼻
の
内
供
の
は
な
し
（
今
昔
物
語
）
、
と
う
ぞ
く
と
笛
吹
き
、
オ
ニ
に
も
負

け
な
い 

・『
ら
し
ょ
う
も
ん
の
鬼 

― 

平
安
朝
後
期
時
代
』（
土
家
由
岐
雄
他 

絵

 

大
石
哲
路 

ポ
プ
ラ
社 

一
九
五
六
年
） 

オ
ウ
ム
の
お
し
え
、
月
夜
の
ふ
え
、
む
ら
さ
き
ひ
め
と
ス
ズ
メ
（
源
氏
物
語
）
、

た
け
し
ば
寺
（
更
級
日
記
）
、
ワ
シ
に
さ
ら
わ
れ
た
子
、
ら
し
ょ
う
門
の
オ

ニ
（
太
平
記
）
、
み
な
も
と
の
よ
し
い
え
（
平
治
物
語
）
、
弓
の
つ
よ
い
た
め

と
も
（
保
元
物
語
）
た
い
ら
の
た
だ
も
り
（
平
家
物
語
）
、
た
い
ら
の
き
よ

も
り
（
平
家
物
語
） 

・『
お
う
ぎ
の
ま
と 

― 

鎌
倉
時
代
』（
船
木
枳
郎
他 

絵 

大
石
哲
路
他

 

ポ
プ
ラ
社 

一
九
五
六
年
） 

牛
わ
か
丸
（
義
経
記
）
く
も
の
巣
、
お
う
ぎ
の
ま
と
（
平
家
物
語
）
、
あ
ら

し
に
ゆ
ら
ぐ
白
い
花
、
は
ち
の
木
、
に
ち
れ
ん
し
ょ
う
に
ん
、
博
多
湾
の
あ

ら
し
、
わ
ら
人
形
と
た
た
か
う
人
た
ち
（
太
平
記
）
、
三
つ
の
は
こ
、
ほ
た

る
ま
る 

・『
雪
舟
と
ね
ず
み 

ー 

室
町
時
代
』（
長
尾
宏
也
他 
絵 

大
石
哲
路
他

 

ポ
プ
ラ
社 

一
九
五
七
年
） 

金
閣
寺
、
つ
し
ま
お
と
め
、
雪
舟
と
ね
ず
み
、
に
し
き
の
け
さ
、
ひ
と
り
舞

い
、
や
ま
ぶ
き
の
さ
と
、
土
の
だ
ん
ご
、
ゾ
ウ
の
め
た
か
、
竹
千
代
ぎ
み
、

川
中
島
の
合
戦 

・『
日
吉
丸 

― 

安
土
桃
山
時
代
』（
吉
尾
な
つ
子
他 

絵 

大
石
哲
路
他 

ポ
プ
ラ
社 

一
九
五
七
年
） 

ゴ
ア
の
や
じ
ろ
う
、
あ
ば
れ
ん
ぼ
う
た
い
し
ょ
う
、
日
吉
丸
（
太
閤
記
）
あ

け
ち
さ
ま
の
す
け
、
は
じ
め
て
ロ
ー
マ
へ
行
っ
た
少
年
た
ち
、
ひ
と
ば
ん
で

城
を
、
千
利
休
、
か
と
う
き
よ
ま
さ
、
よ
ろ
こ
び
は
天
に
、
い
ず
も
の
お
く

に ・『
大
岡
さ
ば
き 

― 

江
戸
前
期
』（
石
野
径
一
郎
他 

絵 

大
石
哲
路
他

 

ポ
プ
ラ
社 

一
九
五
七
年
） 

日
本
に
つ
く
し
た
外
国
人
、
お
き
く
の
は
な
し
、
板
倉
さ
ば
き
、
あ
ら
き
う

し
の
す
け
、
リ
ゴ
ー
ル
の
王
様
、
ジ
ャ
ガ
タ
ラ
文
、
こ
く
せ
ん
や
（
国
性
爺

合
戦
）
み
と
こ
う
も
ん
（
水
戸
黄
門
）
ば
し
ょ
う
あ
ん
（
松
尾
芭
蕉
）
大
岡

さ
ば
き
（
大
岡
越
前
守
） 

・『
め
く
ら
の
大
学
者 

― 

江
戸
後
期
』（
長
尾
宏
也
他 

絵 

岩
崎
年
勝
） 

い
も
せ
ん
せ
い
、
犬
の
て
が
ら
、
て
ん
ぐ
こ
ぞ
う
、
日
本
ち
ず
の
は
な
し
、

め
く
ら
の
大
学
者
、
あ
ら
う
み
の
人
、
か
く
れ
ん
ぼ
、
心
に
星
の
ひ
か
る
人
、

渡
辺
華
山
、
大
き
な
海
を
な
が
れ
て 
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石
哲
路
他 

ポ
プ
ラ
社 

一
九
五
六
年
） 

し
ょ
う
と
く
た
い
し
、
や
ま
と
の
国
の
朝
あ
け
、
養
老
の
滝
（
古
今
著
聞
集
）
、

父
の
み
が
わ
り
、
若
草
山
の
お
と
め
、
か
え
ら
ぬ
船
の
り
、
け
ん
と
う
せ
ん
、

和
気
の
清
麻
呂
、
か
み
な
り
の
子
（
日
本
霊
異
記
）
、
山
ど
り
の
お
れ
い 

・『
と
う
ぞ
く
と
笛
ふ
き 

ー 

平
安
朝
前
期
時
代
』（
沙
羅
双
樹
他 

絵 

大
石
哲
路
他 

ポ
プ
ラ
社 

一
九
五
六
年
） 

う
で
く
ら
べ
、
あ
ら
な
み
と
た
た
か
う
三
十
四
日
、
か
ぐ
や
ひ
め
（
竹
取
物

語
）
、
花
を
つ
む
尼
、
く
ら
べ
馬
、
に
お
え
、
梅
の
花
、
か
え
る
の
お
し
え
、

鼻
の
内
供
の
は
な
し
（
今
昔
物
語
）
、
と
う
ぞ
く
と
笛
吹
き
、
オ
ニ
に
も
負

け
な
い 

・『
ら
し
ょ
う
も
ん
の
鬼 

― 

平
安
朝
後
期
時
代
』（
土
家
由
岐
雄
他 

絵

 

大
石
哲
路 

ポ
プ
ラ
社 

一
九
五
六
年
） 

オ
ウ
ム
の
お
し
え
、
月
夜
の
ふ
え
、
む
ら
さ
き
ひ
め
と
ス
ズ
メ
（
源
氏
物
語
）
、

た
け
し
ば
寺
（
更
級
日
記
）
、
ワ
シ
に
さ
ら
わ
れ
た
子
、
ら
し
ょ
う
門
の
オ

ニ
（
太
平
記
）
、
み
な
も
と
の
よ
し
い
え
（
平
治
物
語
）
、
弓
の
つ
よ
い
た
め

と
も
（
保
元
物
語
）
た
い
ら
の
た
だ
も
り
（
平
家
物
語
）
、
た
い
ら
の
き
よ

も
り
（
平
家
物
語
） 

・『
お
う
ぎ
の
ま
と 

― 

鎌
倉
時
代
』（
船
木
枳
郎
他 

絵 

大
石
哲
路
他

 

ポ
プ
ラ
社 

一
九
五
六
年
） 

牛
わ
か
丸
（
義
経
記
）
く
も
の
巣
、
お
う
ぎ
の
ま
と
（
平
家
物
語
）
、
あ
ら

し
に
ゆ
ら
ぐ
白
い
花
、
は
ち
の
木
、
に
ち
れ
ん
し
ょ
う
に
ん
、
博
多
湾
の
あ

ら
し
、
わ
ら
人
形
と
た
た
か
う
人
た
ち
（
太
平
記
）
、
三
つ
の
は
こ
、
ほ
た

る
ま
る 

・『
雪
舟
と
ね
ず
み 

ー 

室
町
時
代
』（
長
尾
宏
也
他 

絵 

大
石
哲
路
他

 

ポ
プ
ラ
社 

一
九
五
七
年
） 

金
閣
寺
、
つ
し
ま
お
と
め
、
雪
舟
と
ね
ず
み
、
に
し
き
の
け
さ
、
ひ
と
り
舞

い
、
や
ま
ぶ
き
の
さ
と
、
土
の
だ
ん
ご
、
ゾ
ウ
の
め
た
か
、
竹
千
代
ぎ
み
、

川
中
島
の
合
戦 

・『
日
吉
丸 

― 

安
土
桃
山
時
代
』（
吉
尾
な
つ
子
他 

絵 

大
石
哲
路
他 

ポ
プ
ラ
社 

一
九
五
七
年
） 

ゴ
ア
の
や
じ
ろ
う
、
あ
ば
れ
ん
ぼ
う
た
い
し
ょ
う
、
日
吉
丸
（
太
閤
記
）
あ

け
ち
さ
ま
の
す
け
、
は
じ
め
て
ロ
ー
マ
へ
行
っ
た
少
年
た
ち
、
ひ
と
ば
ん
で

城
を
、
千
利
休
、
か
と
う
き
よ
ま
さ
、
よ
ろ
こ
び
は
天
に
、
い
ず
も
の
お
く

に ・『
大
岡
さ
ば
き 

― 

江
戸
前
期
』（
石
野
径
一
郎
他 

絵 

大
石
哲
路
他

 

ポ
プ
ラ
社 

一
九
五
七
年
） 

日
本
に
つ
く
し
た
外
国
人
、
お
き
く
の
は
な
し
、
板
倉
さ
ば
き
、
あ
ら
き
う

し
の
す
け
、
リ
ゴ
ー
ル
の
王
様
、
ジ
ャ
ガ
タ
ラ
文
、
こ
く
せ
ん
や
（
国
性
爺

合
戦
）
み
と
こ
う
も
ん
（
水
戸
黄
門
）
ば
し
ょ
う
あ
ん
（
松
尾
芭
蕉
）
大
岡

さ
ば
き
（
大
岡
越
前
守
） 

・『
め
く
ら
の
大
学
者 

― 

江
戸
後
期
』（
長
尾
宏
也
他 

絵 

岩
崎
年
勝
） 

い
も
せ
ん
せ
い
、
犬
の
て
が
ら
、
て
ん
ぐ
こ
ぞ
う
、
日
本
ち
ず
の
は
な
し
、

め
く
ら
の
大
学
者
、
あ
ら
う
み
の
人
、
か
く
れ
ん
ぼ
、
心
に
星
の
ひ
か
る
人
、

渡
辺
華
山
、
大
き
な
海
を
な
が
れ
て 
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五
三
、
学
年
別
・
幼
年
文
庫 

全
六
〇
巻 

偕
成
社 

一
九
五
六
年
～
一
九

六
〇
年
） 

・『
日
本
の
む
か
し
話 

一
年
生
』（
大
木
雄
二 

絵 

鈴
木
寿
雄 

偕
成
社

 

一
九
五
六
年
） 

す
ず
め
の
ひ
ょ
う
た
ん
、
あ
か
ん
ぼ
お
じ
い
さ
ん
、
お
だ
ん
ご
と
こ
ぶ
、
た

ぬ
き
と
た
に
し
、
し
お
ふ
き
う
す
、
お
い
も
こ
ろ
こ
ろ
、
さ
る
の
し
っ
ぽ
、

て
ん
ぐ
の
う
ち
わ
、
お
む
す
び
こ
ろ
り
ん
、
ふ
く
ろ
う
の
そ
め
も
の
や
、
そ

ら
へ
の
ぼ
っ
た
お
や
け
さ
ん
、
さ
る
と
じ
ぞ
う
さ
ま
、
あ
ま
や
ん
も
り
、
そ

ら
を
と
ぶ
く
ら
（
宇
治
拾
遺
物
語
）
ね
ず
み
の
よ
め
い
り
、
た
ぬ
き
の
し
く

じ
り
、
い
ぼ
と
り
こ
う
し
ん
、
き
ょ
う
と
の
か
え
る
と
お
お
さ
か
の
か
え
る

（
鳩
翁
道
話
）
だ
ま
り
く
ら
べ 

・『
日
本
の
む
か
し
話 

二
年
生
』（
大
木
雄
二 

絵 

大
石
哲
路 

偕
成
社

 

一
九
五
六
年
） 

こ
ろ
こ
ろ
だ
ん
ご
、
う
り
子
姫
、
き
つ
ね
と
く
ま
、
か
さ
じ
ぞ
う
さ
ま
、
く

ら
げ
の
お
つ
か
い
、
お
に
の
お
に
六
、
う
な
ぎ
つ
り
の
お
じ
い
さ
ん
、
は
ご

ろ
も
（
謡
曲
）
、
は
な
た
れ
こ
ぞ
う
、
話
し
ず
き
の
と
の
さ
ま
、
じ
ぞ
う
さ

ま
の
田
う
え
、
す
も
う
と
り
と
び
ん
ぼ
う
が
み 

・『
日
本
の
む
か
し
話 

三
年
生
』（
大
木
雄
二 

絵 

新
井
五
郎 

偕
成
社

 

一
九
五
六
年
）
つ
る
の
お
ん
が
え
し
、
さ
る
と
ね
こ
と
ね
ず
み
、
ふ
し
ぎ

な
は
こ
、
わ
ら
し
べ
ち
ょ
う
じ
ゃ
（
今
昔
物
語
集
）
、
お
ぜ
ん
と
お
わ
ん
、

か
も
と
り
ご
ん
べ
え
、
さ
る
の
む
こ
ど
の
、
か
み
な
り
の
子
、
ゆ
り
わ
か
だ

い
じ
ん
、
し
ば
ら
れ
じ
ぞ
う
、
ね
ず
み
の
ほ
り
も
の
、
山
う
ば
と
う
ま
か
た
、

三
び
き
の
あ
ぶ
、
月
の
な
か
の
子
ど
も
、
う
ば
す
て
山
（
今
昔
物
語
集
） 

・『
日
本
の
お
と
ぎ
話 

一
年
生
』（
徳
永
寿
美
子 

絵 

鈴
木
寿
雄 

偕
成

社 

一
九
五
七
年
） 

け
ち
ん
ぼ
と
け
ち
ん
ぼ
、
ふ
じ
づ
る
の
こ
ぶ
、
し
た
き
り
す
ず
め
（
宇
治
拾

遺
物
語
）
、
は
ま
ぐ
り
ひ
め
（
お
伽
草
子
）
さ
る
か
に
が
っ
せ
ん
、
あ
か
い

お
わ
ん
、
ね
ず
み
の
す
も
う
、
か
ち
か
ち
や
ま
、
あ
ま
い
か
き
し
ぶ
い
か
き
、

も
も
た
ろ
う
、
き
つ
ね
の
し
く
じ
り
、
こ
ぶ
と
り
じ
い
さ
ん
（
宇
治
拾
遺
物

語
）
、
け
ん
か
、
き
ん
た
ろ
う
、
な
が
い
な
ま
え
、
や
ね
の
め
じ
る
し 

・『
日
本
の
お
と
ぎ
話 

二
年
生
』（
徳
永
寿
美
子 

絵 

川
島
は
る
よ 

偕

成
社 

一
九
五
七
年
） 

も
の
ぐ
さ
太
郎
（
お
伽
草
子
）
、
ぶ
ん
ぶ
く
ち
ゃ
が
ま
、
し
っ
た
か
ぶ
り
、

大
江
山
の
鬼
退
治
（
お
伽
草
子
）
、
き
つ
ね
う
り
と
た
ぬ
き
う
り
、
花
さ
か

じ
じ
い
、
松
山
か
が
み
、
い
っ
す
ん
ぼ
う
し
（
お
伽
草
子
）
、
だ
い
じ
ゃ
と

こ
ば
ん
、
お
け
や
の
ち
え
、
に
げ
た
お
き
ゃ
く
、
う
ぐ
い
す
ひ
め
、
よ
う
ろ

う
の
た
き
（
古
今
著
聞
集
）
か
な
づ
ち
、
か
ぐ
や
ひ
め
（
竹
取
物
語
） 

・『
日
本
の
お
と
ぎ
話 

三
年
生
』（
徳
永
寿
美
子 

絵 

大
石
哲
路 

偕
成

社 

一
九
五
七
年
） 

く
ず
の
葉
ぎ
づ
ね
、
た
わ
ら
の
藤
太
（
お
伽
草
子
）
ど
ろ
ぼ
う
の
し
く
じ
り
、

は
ち
が
つ
き
ひ
め
（
お
伽
草
子
）
、
ら
し
ょ
う
門
の
お
に
（
太
平
記
） 

い
い
名
ま
え
、
う
め
わ
か
づ
か
（
謡
曲
）
て
ん
ぐ
の
か
く
れ
み
の
、
の
ん
き

な
き
つ
ね
、
ま
ん
じ
ゅ
ひ
め
（
お
伽
草
子
）
、
あ
ん
じ
ゅ
と
厨
子
王
、
わ
る

も
の
ぞ
ろ
い
の
家
、
お
話
の
た
ね 

・『
た
の
し
い
神
話
と
伝
説 

一
年
生
』（
徳
永
寿
美
子 

絵 

林
義
雄 

偕

成
社 

一
九
五
七
年
） 

日
本
の
神
話
伝
説
（
古
事
記
、
風
土
記
） 

・『
た
の
し
い
神
話
と
伝
説 

二
年
生
』（
徳
永
寿
美
子 

絵 

高
畠
華
宵 

偕
成
社 

一
九
五
七
年
） 

日
本
の
神
話
伝
説
（
古
事
記
） 

・『
た
の
し
い
神
話
と
伝
説 

三
年
生
』（
徳
永
寿
美
子 

絵 

新
井
五
郎 

偕
成
社 

一
九
五
八
年
） 

日
本
の
神
話
伝
説
（
古
事
記
） 

・『
日
本
名
作
物
語 

一
年
生
』（
西
山
敏
夫 

絵 

羽
石
光
志 

偕
成
社 

一
九
五
八
年
） 

き
の
ぼ
り
の
め
い
じ
ん
（
徒
然
草
）
か
ぐ
や
ひ
め
（
竹
取
物
語
）
は
や
と
り

（
風
土
記
）
は
く
が
と
と
う
ぞ
く
（
古
今
著
聞
集
）
お
し
の
お
う
じ
（
古
事

記
）
も
り
な
が
し
ん
の
う
（
太
平
記
）
ま
ず
し
い
じ
ょ
お
う
さ
ま
（
日
本
霊

異
記
）
さ
る
と
ね
こ
と
ね
ず
み
（
お
伽
草
子
）
た
い
こ
う
き
も
の
が
た
り
（
太

閤
記
）
ひ
ざ
く
り
げ
も
の
が
た
り
（
東
海
道
中
膝
栗
毛
）
は
ち
と
く
も
（
今

昔
物
語
）
ふ
じ
の
ま
き
が
り
（
曽
我
物
語
）
あ
つ
も
り
と
ふ
え
（
平
家
物
語
）

し
か
を
た
す
け
た
坊
さ
ん
（
宇
治
拾
遺
物
語
）
ご
は
ん
の
な
い
す
し
（
醒
睡

笑
） 

・『
日
本
名
作
物
語 

二
年
生
』（
西
山
敏
夫 

絵 

石
井
健
之 

偕
成
社 

一
九
五
九
年
） 

も
ち
の
ま
と
（
風
土
記
）
、
ゆ
め
の
ね
こ
（
更
級
日
記
）
八
犬
伝
も
の
が
た

り
（
南
総
里
見
八
犬
伝
）
や
ま
と
た
け
る
の
み
こ
と
（
古
事
記
）
と
う
ぞ
く

を
び
っ
く
り
さ
せ
た
ひ
と
（
今
昔
物
語
集
）
日
吉
丸
と
か
た
な
（
太
閤
記
）

ひ
か
り
ふ
し
ぎ
な
石
（
北
越
雪
譜
）
か
の
す
も
う
と
り
（
狂
言
）
う
ら
し
ま

た
ろ
う
（
お
伽
草
子
）
い
お
う
り
じ
い
さ
ん
（
西
鶴
織
留
）
や
し
ま
の
た
た

か
い
（
平
家
物
語
）
か
ま
ぬ
す
び
と
（
古
今
著
聞
集
） 

・『
日
本
名
作
物
語 

三
年
生
』（
西
山
敏
夫 

絵 

新
井
五
郎 

偕
成
社 

一
九
六
〇
年
） 

わ
ざ
く
ら
べ
（
今
昔
物
語
）
ふ
ろ
の
か
ま
わ
り
（
東
海
道
中
膝
栗
毛
）
だ
ん

の
浦
の
た
た
か
い
（
平
家
物
語
）
つ
る
の
草
紙
（
お
伽
草
子
）
く
ま
わ
か
丸

（
太
平
記
）
為
朝
も
の
が
た
り
（
弓
張
月
）
菊
花
の
ち
ぎ
り
（
雨
月
物
語
）

大
ど
ろ
ぼ
う
と
安
昌
（
宇
治
拾
遺
物
語
）
曽
我
き
ょ
う
だ
い
（
曽
我
物
語
） 

 

五
四
、
た
の
し
い
名
作
童
話 

全
五
〇
巻 

ポ
プ
ラ
社 

一
九
五
七
年 

・『
う
し
わ
か
丸
』（
山
本
和
夫 

絵 

沢
井
一
三
郎 

ポ
プ
ラ
社 

一
九
五

七
年
） 

・『
て
ん
に
ょ
の
は
ご
ろ
も
』（
城
夏
子 

絵 

沢
井
一
三
郎 

ポ
プ
ラ
社 

一
九
五
七
年
） 

・『
か
ぐ
や
姫
』（
富
永
次
郎 

絵 

加
賀
山
敬
二 

ポ
プ
ラ
社 

一
九
五
七

年
） 

・
『
ひ
ざ
く
り
げ
』
（
花
村
奨 

絵 

村
田
閑 

ポ
プ
ラ
社 

一
九
五
七
年
） 

・『
そ
が
兄
弟
』（
田
中
豊
太
郎 

絵 

沢
井
一
三
郎 

ポ
プ
ラ
社 

一
九
五



- 125 - - 124 -

も
の
ぞ
ろ
い
の
家
、
お
話
の
た
ね 

・『
た
の
し
い
神
話
と
伝
説 

一
年
生
』（
徳
永
寿
美
子 

絵 

林
義
雄 

偕

成
社 
一
九
五
七
年
） 

日
本
の
神
話
伝
説
（
古
事
記
、
風
土
記
） 

・『
た
の
し
い
神
話
と
伝
説 

二
年
生
』（
徳
永
寿
美
子 

絵 

高
畠
華
宵 

偕
成
社 

一
九
五
七
年
） 

日
本
の
神
話
伝
説
（
古
事
記
） 

・『
た
の
し
い
神
話
と
伝
説 

三
年
生
』（
徳
永
寿
美
子 

絵 

新
井
五
郎 

偕
成
社 

一
九
五
八
年
） 

日
本
の
神
話
伝
説
（
古
事
記
） 

・『
日
本
名
作
物
語 

一
年
生
』（
西
山
敏
夫 
絵 

羽
石
光
志 

偕
成
社 

一
九
五
八
年
） 

き
の
ぼ
り
の
め
い
じ
ん
（
徒
然
草
）
か
ぐ
や
ひ
め
（
竹
取
物
語
）
は
や
と
り

（
風
土
記
）
は
く
が
と
と
う
ぞ
く
（
古
今
著
聞
集
）
お
し
の
お
う
じ
（
古
事

記
）
も
り
な
が
し
ん
の
う
（
太
平
記
）
ま
ず
し
い
じ
ょ
お
う
さ
ま
（
日
本
霊

異
記
）
さ
る
と
ね
こ
と
ね
ず
み
（
お
伽
草
子
）
た
い
こ
う
き
も
の
が
た
り
（
太

閤
記
）
ひ
ざ
く
り
げ
も
の
が
た
り
（
東
海
道
中
膝
栗
毛
）
は
ち
と
く
も
（
今

昔
物
語
）
ふ
じ
の
ま
き
が
り
（
曽
我
物
語
）
あ
つ
も
り
と
ふ
え
（
平
家
物
語
）

し
か
を
た
す
け
た
坊
さ
ん
（
宇
治
拾
遺
物
語
）
ご
は
ん
の
な
い
す
し
（
醒
睡

笑
） 

・『
日
本
名
作
物
語 

二
年
生
』（
西
山
敏
夫 

絵 

石
井
健
之 

偕
成
社 

一
九
五
九
年
） 

も
ち
の
ま
と
（
風
土
記
）
、
ゆ
め
の
ね
こ
（
更
級
日
記
）
八
犬
伝
も
の
が
た

り
（
南
総
里
見
八
犬
伝
）
や
ま
と
た
け
る
の
み
こ
と
（
古
事
記
）
と
う
ぞ
く

を
び
っ
く
り
さ
せ
た
ひ
と
（
今
昔
物
語
集
）
日
吉
丸
と
か
た
な
（
太
閤
記
）

ひ
か
り
ふ
し
ぎ
な
石
（
北
越
雪
譜
）
か
の
す
も
う
と
り
（
狂
言
）
う
ら
し
ま

た
ろ
う
（
お
伽
草
子
）
い
お
う
り
じ
い
さ
ん
（
西
鶴
織
留
）
や
し
ま
の
た
た

か
い
（
平
家
物
語
）
か
ま
ぬ
す
び
と
（
古
今
著
聞
集
） 

・『
日
本
名
作
物
語 

三
年
生
』（
西
山
敏
夫 

絵 

新
井
五
郎 

偕
成
社 

一
九
六
〇
年
） 

わ
ざ
く
ら
べ
（
今
昔
物
語
）
ふ
ろ
の
か
ま
わ
り
（
東
海
道
中
膝
栗
毛
）
だ
ん

の
浦
の
た
た
か
い
（
平
家
物
語
）
つ
る
の
草
紙
（
お
伽
草
子
）
く
ま
わ
か
丸

（
太
平
記
）
為
朝
も
の
が
た
り
（
弓
張
月
）
菊
花
の
ち
ぎ
り
（
雨
月
物
語
）

大
ど
ろ
ぼ
う
と
安
昌
（
宇
治
拾
遺
物
語
）
曽
我
き
ょ
う
だ
い
（
曽
我
物
語
） 

 

五
四
、
た
の
し
い
名
作
童
話 

全
五
〇
巻 

ポ
プ
ラ
社 

一
九
五
七
年 

・『
う
し
わ
か
丸
』（
山
本
和
夫 

絵 

沢
井
一
三
郎 

ポ
プ
ラ
社 

一
九
五

七
年
） 

・『
て
ん
に
ょ
の
は
ご
ろ
も
』（
城
夏
子 

絵 

沢
井
一
三
郎 

ポ
プ
ラ
社 

一
九
五
七
年
） 

・『
か
ぐ
や
姫
』（
富
永
次
郎 

絵 

加
賀
山
敬
二 

ポ
プ
ラ
社 

一
九
五
七

年
） 

・
『
ひ
ざ
く
り
げ
』
（
花
村
奨 

絵 

村
田
閑 

ポ
プ
ラ
社 

一
九
五
七
年
） 

・『
そ
が
兄
弟
』（
田
中
豊
太
郎 

絵 

沢
井
一
三
郎 

ポ
プ
ラ
社 

一
九
五
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七
年
） 

・『
あ
ん
じ
ゅ
姫
』（
山
本
和
夫 

絵 

村
田
閑 

ポ
プ
ラ
社 

一
九
五
七
年
） 

・『
日
本
の
む
か
し
ば
な
し
』（
田
中
豊
太
郎 

絵 

村
田
閑 

ポ
プ
ラ
社 

一
九
五
七
年
） 

 

古
事
記 

 

五
五
、
幼
年
名
作
全
集 
全
二
五
巻 

保
育
社 

一
九
五
七
年
～
一
九
五
八

年 ・『
あ
ん
じ
ゅ
と
ず
し
お
う
』（
井
上
英
二 

絵 

富
岡
襄 

保
育
社 

一
九

五
七
年
） 

 

五
六
、
少
年
少
女
物
語
文
庫 

全
三
〇
巻 

集
英
社 
一
九
五
七
～
一
九
五

九
年 

・『
宮
本
武
蔵
』（
朝
島
靖
之
助 

絵 

小
林
秀
美 

集
英
社 
一
九
五
七
年
） 

・『
赤
穂
義
士
物
語
』（
今
官
一 

絵 

石
原
豪
人 

集
英
社 

一
九
五
七
年
） 

・
『
太
閤
記
』
（
宮
脇
紀
雄 

絵 

木
俣
清
史 

集
英
社 

一
九
五
八
年
）  

・『
水
戸
黄
門
漫
遊
記
』（
志
摩
達
夫 

絵 

小
島
剛
夕 

集
英
社 

一
九
五

八
年
） 

・『
佐
々
木
小
次
郎
』（
朝
島
靖
之
助 

絵 

矢
島
健
三 

集
英
社 

一
九
五

七
年
） 

・『
弥
次
さ
ん
喜
多
さ
ん
』（
清
水
基
吉 

絵 

原
や
す
お 

集
英
社 

一
九

五
八
年
）  

・
『
竹
取
物
語
』
（
三
谷
晴
美 

絵 

河
野
き
み 

集
英
社 

一
九
五
八
年
） 

竹
取
物
語
、
堤
中
納
言
物
語
、
お
伽
草
子 

・『
大
岡
越
前
守
』（
佐
野
孝 

絵 

伊
藤
幾
久
造 

集
英
社 

一
九
五
八
年
） 

・
『
柳
生
旅
日
記
』
（
花
村
奨 

絵 

南
村
喬 

 

集
英
社 

一
九
五
八
年
） 

・
『
里
見
八
犬
伝
』
（
植
村
諦 

絵 

片
岡
京
二 

集
英
社 

一
九
五
九
年
） 

・『
源
九
郎
義
経
』（
唐
沢
道
隆 

絵 

伊
勢
良
夫 

集
英
社 

一
九
五
七
年
） 

・
『
一
休
さ
ん
』
（
近
藤
健 

絵 

矢
野
高 

集
英
社 

一
九
五
七
年
） 

・『
曽
呂
利
新
左
衛
門
』（
后
藤
有
一 

絵 

原
や
す
お 

集
英
社 

一
九
五

七
年
） 

 

五
七
、
土
曜
日
物
語 : 

子
ど
も
の
た
め
の
日
本
の
古
典
文
学 

東
光
出
版
社

 

一
九
五
七
年 

・『
土
曜
日
物
語 

子
ど
も
の
た
め
の
日
本
の
古
典
文
学
』（
福
田
清
人 

絵

 

太
賀
正 

東
光
出
版
社 

一
九
五
七
年
） 

文
学
の
花
園
、
天
の
岩
戸
（
古
事
記
）
牧
場
の
王
子
（
古
事
記
）
富
士
と
筑

波
（
風
土
記
）
雷
の
さ
ず
け
子
（
日
本
霊
異
記
）
ひ
れ
ふ
り
山
（
万
葉
集
）

か
ぐ
や
姫
（
竹
取
物
語
）
若
紫
の
巻
（
源
氏
物
語
）
虫
の
大
好
き
な
姫
（
堤

中
納
言
物
語
）
ふ
し
ぎ
な
島
の
物
語
（
今
昔
物
語
）
海
の
旅
路
（
土
佐
日
記
）

陸
の
旅
路
（
更
級
日
記
）
春
は
あ
け
ぼ
の
（
枕
草
子
）
き
も
だ
め
し
（
大
鏡
）

旅
の
歌
人
西
行
（
山
家
集
）
歌
の
将
軍
実
朝
（
金
槐
集
）
弓
の
名
人
為
朝
（
保

元
物
語
）
待
賢
門
の
た
た
か
い
（
平
治
物
語
）
俊
寛
と
有
王
（
平
家
物
語
）

阿
新
丸
（
太
平
記
）
吉
野
の
静
御
前
（
義
経
記
）
曾
我
兄
弟
（
曾
我
物
語
）

養
老
の
滝
（
十
訓
抄
）
雀
の
恩
が
え
し
（
宇
治
拾
遺
物
語
）
出
家
し
た
海
賊

（
宇
治
拾
遺
物
語
）
お
く
び
ょ
う
男
（
古
今
著
聞
集
）
鉢
の
木
（
謡
曲
）
二

人
大
名
（
狂
言
記
）
酒
呑
童
子
（
お
伽
草
子
）
つ
れ
づ
れ
草
、
芭
蕉
の
生
涯

（
奥
の
細
道
）
一
茶
の
生
涯
、
国
姓
爺
合
戦
（
近
松
門
左
衛
門
）
北
海
の
人

魚
（
西
鶴
・
武
道
伝
来
記
）
夢
応
の
鯉
魚
（
雨
月
物
語
）
東
海
道
中
膝
栗
毛

（
十
返
舎
一
九
）
芳
流
閣
（
里
見
八
犬
伝
） 

 

五
八
、
ぺ
り
か
ん
写
真
文
庫 

平
凡
社 

一
九
五
七
年 

・『
平
家
物
語
』（
編 

ぺ
り
か
ん
写
真
文
庫
編
集
部 

平
凡
社 

一
九
五
七

年
） 

 

五
九
、
学
級
図
書
館 

全
一
〇
八
巻 

青
葉
書
房 

一
九
五
七
年
～
一
九
五

八
年 

・『
平
家
物
語
』（
寒
川
武
司 

絵 

稲
田
年
行 

青
葉
書
房 

一
九
五
七
年
） 

・『
万
葉
集
物
語
』（
鈴
木
楊
一 

絵 

木
村
鉄
雄 

青
葉
書
房 

一
九
五
七

年
） 

・
『
能
と
狂
言
』
（
岸
す
み
れ 

青
葉
書
房 

一
九
五
八
年
） 

・
『
小
林
一
茶
』
（
鈴
木
揚
一 

絵 

稲
田
年
行 

一
九
五
七
年
） 

 

六
〇
、
日
本
名
著
も
の
が
た
り 

全
六
巻 

東
西
文
明
社 

一
九
五
七
年 

・『
日
本
名
著
も
の
が
た
り 

一
年
生
』（
編 

吉
田
精
一 

絵 

立
野
保
之

介 

東
西
文
明
社 

一
九
五
七
年
） 

よ
る
の
く
に
（
古
事
記
）
も
ち
の
ま
と
（
豊
後
風
土
記
）
お
ち
く
ぼ
の
き
み

（
落
窪
物
語
）
み
に
く
い
お
ひ
め
さ
ま
（
今
昔
物
語
）
ひ
よ
ど
り
ご
え
（
平

家
物
語
）
か
い
あ
わ
せ
（
堤
中
納
言
物
語
）
き
の
ぼ
り
の
め
い
じ
ん
（
徒
然

草
）
ね
ず
み
と
ね
こ
（
お
伽
草
子
） 

は
ご
ろ
も
（
謡
曲
）
三
ぼ
ん
の
や
（
近
古
史
談
）
か
さ
は
あ
お
ぞ
ら
（
休
咄
） 

・『
日
本
名
著
も
の
が
た
り 

二
年
生
』（
編 

吉
田
精
一 

絵 

立
野
保
之

介 

東
西
文
明
社 

一
九
五
七
年
） 

か
ぐ
や
ひ
め
（
竹
取
物
語
）
か
み
な
り
の
さ
ず
け
子
（
日
本
霊
異
記
）
あ
つ

ゆ
き
と
お
そ
う
し
き
（
宇
治
捨
遺
物
語
）
た
か
ら
の
つ
ち
（
狂
言
）
み
な
も

と
の
よ
し
つ
ね
（
義
経
記)

ひ
よ
し
ま
る
（
太
閤
記
）
ほ
う
り
ゅ
う
か
く
の

け
っ
せ
ん
（
南
総
里
見
八
犬
伝
）
か
が
の
ち
よ
（
千
代
の
俳
句
）
お
も
ち
を

た
べ
た
ね
こ
（
吾
輩
は
猫
で
あ
る
） 

・『
日
本
名
著
も
の
が
た
り 

三
年
生
』（
吉
田
精
一 

絵 

立
野
保
之
介 

東
西
文
明
社 

一
九
五
七
年
） 

オ
ト
タ
チ
バ
ナ
ヒ
メ
（
古
事
記
）
力
の
強
い
女
の
こ
と
（
日
本
霊
異
記
）
ふ

る
さ
と
の
月
（
土
佐
日
記
）
箱
根
路
（
金
槐
集
）
す
ず
め
の
恩
が
え
し
（
宇

治
拾
遺
物
語
）
か
な
え
を
か
ぶ
る
話
（
徒
然
草
）
た
こ
の
あ
し
（
世
間
胸
算

用
）
学
問
の
道
（
折
た
く
柴
の
記
）
本
多
重
次
の
こ
と
（
常
山
紀
談
）
雪
国

の
話
（
北
越
雪
譜
）
小
鳥
を
か
う
話
（
日
暮
硯
）
や
ま
お
、
為
朝
を
た
す
け

る
（
椿
説
弓
張
月
）
海
の
ぼ
う
け
ん
（
ジ
ョ
ン
万
次
郞
聞
書
）
耳
な
し
ほ
う

一
（
怪
談
） 

・『
日
本
名
著
も
の
が
た
り 

四
年
生
』（
吉
田
精
一 

絵 

立
野
保
之
介 
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養
老
の
滝
（
十
訓
抄
）
雀
の
恩
が
え
し
（
宇
治
拾
遺
物
語
）
出
家
し
た
海
賊

（
宇
治
拾
遺
物
語
）
お
く
び
ょ
う
男
（
古
今
著
聞
集
）
鉢
の
木
（
謡
曲
）
二

人
大
名
（
狂
言
記
）
酒
呑
童
子
（
お
伽
草
子
）
つ
れ
づ
れ
草
、
芭
蕉
の
生
涯

（
奥
の
細
道
）
一
茶
の
生
涯
、
国
姓
爺
合
戦
（
近
松
門
左
衛
門
）
北
海
の
人

魚
（
西
鶴
・
武
道
伝
来
記
）
夢
応
の
鯉
魚
（
雨
月
物
語
）
東
海
道
中
膝
栗
毛

（
十
返
舎
一
九
）
芳
流
閣
（
里
見
八
犬
伝
） 

 

五
八
、
ぺ
り
か
ん
写
真
文
庫 
平
凡
社 

一
九
五
七
年 

・『
平
家
物
語
』（
編 

ぺ
り
か
ん
写
真
文
庫
編
集
部 

平
凡
社 

一
九
五
七

年
） 

 

五
九
、
学
級
図
書
館 

全
一
〇
八
巻 

青
葉
書
房 
一
九
五
七
年
～
一
九
五

八
年 

・『
平
家
物
語
』（
寒
川
武
司 

絵 

稲
田
年
行 

青
葉
書
房 
一
九
五
七
年
） 

・『
万
葉
集
物
語
』（
鈴
木
楊
一 

絵 

木
村
鉄
雄 

青
葉
書
房 
一
九
五
七

年
） 

・
『
能
と
狂
言
』
（
岸
す
み
れ 

青
葉
書
房 

一
九
五
八
年
） 

・
『
小
林
一
茶
』
（
鈴
木
揚
一 

絵 

稲
田
年
行 

一
九
五
七
年
） 

 

六
〇
、
日
本
名
著
も
の
が
た
り 

全
六
巻 

東
西
文
明
社 

一
九
五
七
年 

・『
日
本
名
著
も
の
が
た
り 

一
年
生
』（
編 

吉
田
精
一 

絵 

立
野
保
之

介 

東
西
文
明
社 

一
九
五
七
年
） 

よ
る
の
く
に
（
古
事
記
）
も
ち
の
ま
と
（
豊
後
風
土
記
）
お
ち
く
ぼ
の
き
み

（
落
窪
物
語
）
み
に
く
い
お
ひ
め
さ
ま
（
今
昔
物
語
）
ひ
よ
ど
り
ご
え
（
平

家
物
語
）
か
い
あ
わ
せ
（
堤
中
納
言
物
語
）
き
の
ぼ
り
の
め
い
じ
ん
（
徒
然

草
）
ね
ず
み
と
ね
こ
（
お
伽
草
子
） 

は
ご
ろ
も
（
謡
曲
）
三
ぼ
ん
の
や
（
近
古
史
談
）
か
さ
は
あ
お
ぞ
ら
（
休
咄
） 

・『
日
本
名
著
も
の
が
た
り 

二
年
生
』（
編 

吉
田
精
一 

絵 

立
野
保
之

介 

東
西
文
明
社 

一
九
五
七
年
） 

か
ぐ
や
ひ
め
（
竹
取
物
語
）
か
み
な
り
の
さ
ず
け
子
（
日
本
霊
異
記
）
あ
つ

ゆ
き
と
お
そ
う
し
き
（
宇
治
捨
遺
物
語
）
た
か
ら
の
つ
ち
（
狂
言
）
み
な
も

と
の
よ
し
つ
ね
（
義
経
記)

ひ
よ
し
ま
る
（
太
閤
記
）
ほ
う
り
ゅ
う
か
く
の

け
っ
せ
ん
（
南
総
里
見
八
犬
伝
）
か
が
の
ち
よ
（
千
代
の
俳
句
）
お
も
ち
を

た
べ
た
ね
こ
（
吾
輩
は
猫
で
あ
る
） 

・『
日
本
名
著
も
の
が
た
り 

三
年
生
』（
吉
田
精
一 

絵 

立
野
保
之
介 

東
西
文
明
社 

一
九
五
七
年
） 

オ
ト
タ
チ
バ
ナ
ヒ
メ
（
古
事
記
）
力
の
強
い
女
の
こ
と
（
日
本
霊
異
記
）
ふ

る
さ
と
の
月
（
土
佐
日
記
）
箱
根
路
（
金
槐
集
）
す
ず
め
の
恩
が
え
し
（
宇

治
拾
遺
物
語
）
か
な
え
を
か
ぶ
る
話
（
徒
然
草
）
た
こ
の
あ
し
（
世
間
胸
算

用
）
学
問
の
道
（
折
た
く
柴
の
記
）
本
多
重
次
の
こ
と
（
常
山
紀
談
）
雪
国

の
話
（
北
越
雪
譜
）
小
鳥
を
か
う
話
（
日
暮
硯
）
や
ま
お
、
為
朝
を
た
す
け

る
（
椿
説
弓
張
月
）
海
の
ぼ
う
け
ん
（
ジ
ョ
ン
万
次
郞
聞
書
）
耳
な
し
ほ
う

一
（
怪
談
） 

・『
日
本
名
著
も
の
が
た
り 

四
年
生
』（
吉
田
精
一 

絵 

立
野
保
之
介 
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東
西
文
明
社 

一
九
五
七
年
） 

地
名
の
お
こ
り
（
風
土
記
）
少
女
の
ゆ
め
（
更
級
日
記
）
酒
呑
童
子
（
お
伽

草
子
）
吉
野
悲
歌
（
太
平
記
）
う
つ
ぼ
猿
（
狂
言
記
）
鉢
の
木
（
謡
曲
）
川

す
ず
み
（
鶉
衣
）
手
ま
り
う
た
（
良
寛
歌
集
）
武
田
信
玄
の
木
像
（
常
山
紀

談
）
飛
騨
の
天
狗
（
駿
台
雑
話
）
や
じ
さ
ん
き
た
さ
ん
（
東
海
道
中
膝
栗
毛
）

カ
エ
ル
と
サ
ザ
エ
（
鳩
翁
道
話
）
ど
っ
ち
が
ば
か
か
（
雲
萍
雜
志
）
福
沢
諭

吉
（
福
翁
自
伝
） 

・『
日
本
名
著
も
の
が
た
り 

五
年
生
』（
吉
田
精
一 

絵 

立
野
保
之
介 

東
西
文
明
社 

一
九
五
七
年
） 

日
本
武
尊
（
古
事
記
）
ふ
し
ぎ
な
話
・
二
題
（
日
本
霊
異
記
）
歴
史
の
鏡
（
大

鏡
）
わ
ざ
く
ら
べ
（
今
昔
物
語
）
さ
す
ら
い
の
詩
僧
・
西
行
、
悲
運
の
英
雄

（
義
経
記
）
じ
ゃ
が
た
ら
文
（
長
崎
夜
話
草
）
決
戦
桶
狹
間
（
信
長
記
）
美

の
俳
人
・
蕪
村
、
夢
応
の
鯉
魚
（
雨
月
物
語
）
雨
夜
の
灯
（
常
山
紀
談
）
名

刀
村
雨
丸
（
南
総
里
見
八
犬
伝
）
杜
子
春 

・『
日
本
名
著
も
の
が
た
り 

六
年
生
』（
吉
田
精
一 

絵 

立
野
保
之
介 

東
西
文
明
社 

一
九
五
七
年
） 

よ
ろ
ず
の
言
の
葉
（
万
葉
集
）
光
源
氏
の
お
い
た
ち
（
源
氏
物
語
）
平
家
の

都
お
ち
（
平
家
物
語
）
ず
い
ひ
つ
の
文
学
（
一
）
（
方
丈
記
）
ず
い
ひ
つ
の

文
学
（
二
）
（
徒
然
草
）
親
鸞
の
お
し
え
（
歎
異
抄
）
松
阪
の
一
夜
（
玉
か

つ
ま
）
町
人
の
す
が
た
（
日
本
永
代
藏
）
流
れ
る
雲
（
奧
の
細
道
）
国
姓
爺

合
戦
（
近
松
門
左
衛
門
）
謙
信
と
信
玄
（
名
将
言
行
録
）
西
洋
医
学
の
は
じ

ま
り
（
蘭
学
事
始
）
楠
公
を
た
た
え
る
（
日
本
外
史
）
近
代
小
説
の
は
じ
ま

り
（
坪
內
逍
遙
）
美
術
の
父
（
東
洋
の
理
想
） 

 

六
一
、
な
か
よ
し
絵
文
庫 

全
六
〇
巻 

偕
成
社 

一
九
五
七
年
～
一
九
六

二
年 

・
『
い
な
ば
の
白
う
さ
ぎ
』
（
久
保
喬 

絵 

大
石
哲
路 

偕
成
社 

一
九
五

七
年
） 

・
『
み
な
も
と
よ
し
つ
ね
』
（
大
木
雄
二 

絵 

新
井
五
郎 

偕
成
社 

一
九

五
七
年
）  

・『
と
よ
と
み
ひ
で
よ
し
』（
柴
野
民
三 

絵 

新
井
五
郎 

偕
成
社 

一
九

五
七
年
）  

・『
大
江
山
の
お
に
』（
宮
脇
紀
雄 

絵 

立
野
保
之
介 

偕
成
社 

一
九
五

七
年
） 

・
『
一
休
さ
ん
』
（
土
家
由
岐
雄 

絵 

松
沢
の
ぼ
る 

偕
成
社 

一
九
五
八

年) 

・『
か
ぐ
や
姫
』（
土
家
由
岐
雄 

絵 

鈴
木
寿
雄 

偕
成
社 

一
九
五
八
年
） 

・『
曽
我
き
ょ
う
だ
い
』（
二
反
長
半 

絵 

新
井
五
郎 

偕
成
社 

一
九
六

二
年
） 

・
『
二
宮
金
次
郎
』
（
久
保
喬 

絵 

水
野
二
郎 

偕
成
社 

一
九
五
七
年
） 

・『
日
本
む
か
し
ば
な
し
』（
浜
田
広
介 

絵 

黒
崎
義
介 

偕
成
社 

一
九

五
八
年
） 

・『
あ
ん
じ
ゅ
と
ず
し
王
』（
平
井
芳
夫 

絵 

羽
石
光
志  

偕
成
社 

一
九

五
九
年
） 

・
『
美
し
い
話
』
（
大
木
雄
二 

絵 

金
野
新
一 

偕
成
社 

一
九
六
二
年
） 

良
寛 

 

六
二
、
少
年
少
女
世
界
文
学
全
集 

講
談
社 

全
五
〇
巻 

一
九
五
八
年
～

一
九
六
二
年 

・『
日
本
編 

第
一
巻
』（
訳
者
代
表 

浜
田
広
介 

講
談
社 

一
九
六
〇
年
） 

古
事
記
（
木
俣
修 

絵 

佐
多
芳
朗
）
竹
取
物
語
（
坪
田
譲
治 

絵 

上
河

辺
み
ち
）
日
本
民
話
（
編 

浜
田
広
助 

山
中
春
雄
、
山
下
大
五
郎 

絵 

中

尾
彰
）
万
葉
集
（
木
俣
修 

絵 

上
川
辺
み
ち
） 

・『
日
本
編 

第
二
巻
』（
訳
者
代
表 

福
田
清
人 

伊
藤
佐
喜
雄 

講
談
社 

一
九
五
九
年
） 

今
昔
物
語
（
福
田
清
人 

絵 

久
米
宏
一
）
平
家
物
語
（
杉
森
久
英 

絵 

羽

石
光
志
）
太
平
記
（
福
田
清
人 

絵 

古
沢
岩
美
）
義
経
記
（
伊
藤
佐
喜
雄 

絵 

石
井
健
之
）
お
伽
草
子
（
高
野
正
巳 

絵 

久
米
宏
一
）
謡
曲
・
狂
言

物
語
（
丸
岡
明 

絵 

森
村
宣
永
） 

・『
日
本
編 

第
三
巻
（
訳
者
代
表 

麻
生
磯
次 

講
談
社 

一
九
六
〇
年
） 

八
犬
伝
（
豊
田
三
郎 

絵 

山
崎
百
々
雄
）
東
海
道
中
膝
栗
毛
（
麻
生
磯
次 

絵 

清
水
崑
）
雨
月
物
語
（
村
松
定
孝 

絵 

鴨
下
晃
湖
）
西
鶴
名
作
集
（
暉

峻
康
隆 

絵 

永
井
潔
）
国
性
翁
合
戦
（
青
江
舜
二
郎 

絵 

福
田
貂
太
郎
） 

芭
蕉
・
蕪
村
・
一
茶
名
句
集
（
中
村
草
田
男 

絵 

鴨
下
晁
湖
） 

・『
日
本
編 

第
四
巻
』（
著
者
代
表 

山
本
有
三 

講
談
社 

一
九
六
一
年
） 

山
椒
大
夫
（
森
鴎
外
作
） 

 

六
三
、
少
年
少
女
日
本
名
作
物
語
全
集 

全
二
〇
巻 
講
談
社 

一
九
五
八

年
～
一
九
六
三
年 

・『
古
事
記
物
語
』（
訳 

浜
田
廣
介 

絵 

久
米
宏
一 

講
談
社 
一
九
六

〇
年
） 

・『
万
葉
物
語
』（
訳 

佐
藤
一
英 

絵 

鴨
下
晁
湖 

東
京
講
談
社 

一
九

五
九
年
） 

・『
竹
取
物
語
』（
訳 

村
松
定
孝 

絵 

石
井
健
之 

講
談
社 

一
九
五
九

年
）

・
『
源
氏
物
語
』
（
訳 

高
木
卓 

絵 

真
野
満 

講
談
社 

一
九
五
九
年
） 

・『
今
昔
物
語
』（
訳 

平
塚
武
二 

絵 

片
岡
京
二 

講
談
社 

一
九
五
八

年
）

・『
平
家
物
語
』（
訳 

福
田
清
人 

絵 

池
田
一
雄 

講
談
社 

一
九
五
八

年
） 

・『
源
平
盛
衰
記
』（
訳 

村
松
定
孝 

絵 

米
内
穂
豊 

講
談
社 

一
九
五

八
年
）

・『
義
経
記
』（
訳 

太
田
黒
克
彦 

絵 

木
俣
清 

講
談
社 

一
九
五
八
年
） 

・『
曽
我
物
語
』（
訳 

宮
脇
紀
雄 

絵 

石
井
健
之 

講
談
社 

一
九
五
八

年
）

・
『
太
平
記
』
（
訳 

宇
野
信
夫 

絵 

野
口
昂
明 

 

講
談
社 

一
九
五
八

年
）

・
『
謡
曲
・
狂
言
物
語
』（
訳 

那
須
辰
造 

絵 

佐
藤
義
郎 

講
談
社 

一
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・
『
美
し
い
話
』
（
大
木
雄
二 

絵 

金
野
新
一 

偕
成
社 

一
九
六
二
年
） 

良
寛 

 

六
二
、
少
年
少
女
世
界
文
学
全
集 

講
談
社 

全
五
〇
巻 

一
九
五
八
年
～

一
九
六
二
年 

・『
日
本
編 

第
一
巻
』（
訳
者
代
表 

浜
田
広
介 

講
談
社 

一
九
六
〇
年
） 

古
事
記
（
木
俣
修 

絵 
佐
多
芳
朗
）
竹
取
物
語
（
坪
田
譲
治 

絵 

上
河

辺
み
ち
）
日
本
民
話
（
編 

浜
田
広
助 

山
中
春
雄
、
山
下
大
五
郎 

絵 

中

尾
彰
）
万
葉
集
（
木
俣
修 

絵 

上
川
辺
み
ち
） 

・『
日
本
編 

第
二
巻
』（
訳
者
代
表 

福
田
清
人 

伊
藤
佐
喜
雄 

講
談
社 

一
九
五
九
年
） 

今
昔
物
語
（
福
田
清
人 

絵 

久
米
宏
一
）
平
家
物
語
（
杉
森
久
英 

絵 

羽

石
光
志
）
太
平
記
（
福
田
清
人 

絵 

古
沢
岩
美
）
義
経
記
（
伊
藤
佐
喜
雄 

絵 

石
井
健
之
）
お
伽
草
子
（
高
野
正
巳 

絵 

久
米
宏
一
）
謡
曲
・
狂
言

物
語
（
丸
岡
明 

絵 

森
村
宣
永
） 

・『
日
本
編 

第
三
巻
（
訳
者
代
表 

麻
生
磯
次 

講
談
社 

一
九
六
〇
年
） 

八
犬
伝
（
豊
田
三
郎 

絵 

山
崎
百
々
雄
）
東
海
道
中
膝
栗
毛
（
麻
生
磯
次 

絵 

清
水
崑
）
雨
月
物
語
（
村
松
定
孝 

絵 

鴨
下
晃
湖
）
西
鶴
名
作
集
（
暉

峻
康
隆 

絵 

永
井
潔
）
国
性
翁
合
戦
（
青
江
舜
二
郎 

絵 

福
田
貂
太
郎
） 

芭
蕉
・
蕪
村
・
一
茶
名
句
集
（
中
村
草
田
男 

絵 

鴨
下
晁
湖
） 

・『
日
本
編 

第
四
巻
』（
著
者
代
表 

山
本
有
三 

講
談
社 

一
九
六
一
年
） 

山
椒
大
夫
（
森
鴎
外
作
） 

 

六
三
、
少
年
少
女
日
本
名
作
物
語
全
集 

全
二
〇
巻 

講
談
社 

一
九
五
八

年
～
一
九
六
三
年 

・『
古
事
記
物
語
』（
訳 

浜
田
廣
介 

絵 

久
米
宏
一 

講
談
社 

一
九
六

〇
年
） 

・『
万
葉
物
語
』（
訳 

佐
藤
一
英 

絵 

鴨
下
晁
湖 

東
京
講
談
社 

一
九

五
九
年
） 

・『
竹
取
物
語
』（
訳 

村
松
定
孝 

絵 

石
井
健
之 

講
談
社 

一
九
五
九

年
）

・
『
源
氏
物
語
』
（
訳 

高
木
卓 

絵 

真
野
満 

講
談
社 

一
九
五
九
年
） 

・『
今
昔
物
語
』（
訳 

平
塚
武
二 

絵 

片
岡
京
二 

講
談
社 

一
九
五
八

年
）

・『
平
家
物
語
』（
訳 

福
田
清
人 

絵 

池
田
一
雄 

講
談
社 

一
九
五
八

年
） 

・『
源
平
盛
衰
記
』（
訳 

村
松
定
孝 

絵 

米
内
穂
豊 

講
談
社 

一
九
五

八
年
）

・『
義
経
記
』（
訳 

太
田
黒
克
彦 

絵 

木
俣
清 

講
談
社 

一
九
五
八
年
） 

・『
曽
我
物
語
』（
訳 

宮
脇
紀
雄 

絵 

石
井
健
之 

講
談
社 

一
九
五
八

年
）

・
『
太
平
記
』
（
訳 

宇
野
信
夫 

絵 

野
口
昂
明 

 

講
談
社 

一
九
五
八

年
）

・
『
謡
曲
・
狂
言
物
語
』（
訳 

那
須
辰
造 

絵 

佐
藤
義
郎 

講
談
社 

一
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九
五
九
年
） 

・『
太
閤
記
』（
訳 

久
米
元
一 

絵 

太
田
大
八 

講
談
社 

一
九
五
八
年
） 

・
『
百
合
若
大
臣
』（
訳 

久
保
喬 

絵 

米
内
穂
豊
・
知
田
貝
寿
応 

講
談

社 

一
九
五
八
年
） 

・
『
西
鶴
物
語
』（
訳 

高
野
正
巳 

絵 

野
口
昴
明
・
片
岡
京
二 

 

講
談

社 

一
九
五
八
年
） 

・『
国
姓
爺
合
戦
』（
訳 

高
野
正
巳 

絵 

羽
石
光
志 

講
談
社 

一
九
五

八
年
）

・『
忠
臣
蔵
』（
訳 

宇
野
信
夫 

絵 
高
根
宏
浩  

講
談
社 

一
九
五
八
年
）

・『
雨
月
物
語
』（
訳 

円
地
文
子 

絵 
石
井
健
之 

講
談
社 

一
九
五
八

年
）

・『
八
犬
伝
』（
訳 

伊
藤
佐
喜
雄 

絵 

木
俣
清
史 
講
談
社 

一
九
六
〇

年
） 

・『
弓
張
月
』（
訳 

塚
原
健
二
郎 

絵 

石
井
健
之 

講
談
社 
一
九
五
八

年
）

・『
東
海
道
中
膝
栗
毛
』（
訳 

伊
馬
春
部 

絵 

片
岡
京
二 

講
談
社 
一

九
六
〇
年
）

 

六
四
、
私
た
ち
の
日
本
古
典
文
学 

全
二
五
巻 

さ
・
え
・
ら
書
房 

一
九

五
八
年
～
一
九
六
六
年 

・
『
古
事
記
』
（
大
久
保
正 

さ
・
え
・
ら
書
房 

一
九
五
八
年
） 

・
『
平
家
物
語
』
（
桐
原
徳
重 

さ
・
え
・
ら
書
房 

一
九
五
八
年
） 

・
『
太
平
記
』
（
永
積
安
明 

さ
・
え
・
ら
書
房 

一
九
五
八
年
） 

・『
義
経
記
・
曽
我
物
語
』（
市
古
貞
次 

さ
・
え
・
ら
書
房 

一
九
五
九
年
） 

・
『
日
本
古
典
劇
』（
鶴
見
誠 

小
山
弘
志 

さ
・
え
・
ら
書
房 

一
九
五
九

年
） 

・
『
西
鶴
と
秋
成
』
（
藤
崎
一
史 

さ
・
え
・
ら
書
房 

一
九
五
九
年
） 

・『
芭
蕉
・
蕪
村
・
一
茶
』（
沢
田
繁
二 

さ
・
え
・
ら
書
房 

一
九
五
八
年
） 

・『
風
土
記
・
古
代
歌
謡
』（
松
下
宗
彦 

さ
・
え
・
ら
書
房 

一
九
六
六
年
） 

・
『
古
今
和
歌
集
・
新
古
今
和
歌
集
』
（
平
井
卓
郎 

さ
・
え
・
ら
書
房 

一

九
六
三
年
） 

・
『
宇
津
保
物
語
・
落
窪
物
語
・
堤
中
納
言
物
語
』
（
秋
山
虔 

さ
・
え
・
ら

書
房 

一
九
五
八
年
） 

・
『
か
げ
ろ
う
日
記
・
和
泉
式
部
・
紫
式
部
』
（
木
村
正
中 

さ
・
え
・
ら
書

房 

一
九
五
九
年
） 

・
『
万
葉
集
』
（
岡
部
政
裕 

さ
・
え
・
ら
書
房 

一
九
五
八
年
） 

・
『
お
と
ぎ
草
子
・
か
な
草
子
』（
市
古
貞
次 

さ
・
え
・
ら
書
房 

一
九
六

六
年
） 

・
『
東
海
道
中
膝
栗
毛
』
（
水
野
稔 

さ
・
え
・
ら
書
房 

一
九
五
八
年
） 

・
『
弓
張
月
・
里
見
八
犬
伝
』
（
鈴
木
重
三 

さ
・
え
・
ら
書
房 

一
九
五
八

年
）  

・
『
江
戸
庶
民
文
学
』
（
鶴
見
誠 

さ
・
え
・
ら
書
房 

一
九
五
八
年
） 

・
『
竹
取
物
語
・
土
佐
日
記
・
伊
勢
物
語
』
（
桜
井
祐
三 

さ
・
え
・
ら
書
房 

一
九
五
八
年
） 

・
『
大
鏡
』
（
野
村
精
一 

さ
・
え
・
ら
書
房 

一
九
五
八
年
） 

・『
源
氏
物
語
・
更
級
日
記
』（
秋
山
虔 

さ
・
え
・
ら
書
房 

一
九
五
八
年
） 

・
『
枕
草
子
・
徒
然
草
』
（
野
本
秀
雄 

さ
・
え
・
ら
書
房 

一
九
五
九
年
） 

・
『
今
昔
物
語
』
（
西
尾
光
一 

さ
・
え
・
ら
書
房 

一
九
五
九
年
） 

・『
西
行
・
定
家
・
実
朝
』（
手
崎
政
男 

さ
・
え
・
ら
書
房 

一
九
五
八
年
） 

・
『
保
元
・
平
治
物
語
』
（
久
徳
高
文 

さ
・
え
・
ら
書
房 

一
九
五
八
年
） 

 

六
五
、
児
童
世
界
文
学
全
集 

全
二
五
巻 

偕
成
社 

一
九
五
九
年
～
一
九

六
二
年 

 

・
日
本
神
話
物
語
集
（
福
田
清
人 

絵 

太
田
大
八 

偕
成
社 

一
九
六
一

年
） 

古
事
記
、
風
土
記 

・
日
本
古
典
名
作
集
（
高
野
正
巳 

絵 

大
田
大
八 

偕
成
社 

一
九
六
一

年
） 

義
経
記
、
竹
取
物
語
、
今
昔
物
語
、
宇
治
拾
遺
物
語
、
お
伽
草
子
、
雨
月
物

語 

 

六
六
、
日
本
少
年
少
女
童
話
全
集 

全
一
二
巻 

創
元
社 

一
九
五
九
年
～

一
九
六
〇
年
） 

・『
日
本
少
年
少
女
童
話
全
集
一
』（
坪
田
譲
治 

絵 

古
田
重
郎 

創
元
社

 

一
九
五
九
年
） 

一
寸
ぼ
う
し
（
お
伽
草
子
）
、
す
さ
の
お
の
命
と
や
ま
た
の
お
ろ
ち
（
古
事

記
）
、
天
人
女
房
、
オ
オ
カ
ミ
石
、
弓
の
名
人
、
孝
行
む
す
こ
、
灰
を
た
べ

た
ぬ
す
び
と
、
塔
に
つ
い
て
い
た
血
の
は
な
し
、
貝
あ
わ
せ
（
堤
中
納
言
物

語
）
、
火
の
牛
、
天
の
か
け
は
し
、
大
太
郎
の
し
っ
ぱ
い
、
天
の
つ
づ
み
（
謡

曲
）
、
富
士
山
、
エ
ン
ブ
ダ
ゴ
ン
の
思
い
出
ば
な
し
、
こ
い
に
な
っ
た
お
坊

さ
ん
、
（
雨
月
物
語
）
、
さ
る
の
別
れ
、
天
の
川 

・
『
日
本
少
年
少
女
童
話
全
集
二
』
（
坪
田
譲
治 

伊
藤
好
一
郎 

創
元
社 

一
九
六
〇
年
） 

ぶ
ん
ぶ
く
茶
が
ま
、
お
お
く
に
ぬ
し
の
神
の
冒
険
（
古
事
記
）
、
見
る
な
の

ざ
し
き
、
う
ら
し
ま
太
郎
（
お
伽
草
子
）
、
か
ぐ
や
姫
（
竹
取
物
語
）
観
音

さ
ま
か
ら
夢
を
さ
ず
か
る
話(

今
昔
物
語)

、
二
ひ
き
の
さ
る
（
古
今
著
聞
集
）
、

す
み
だ
川
（
能
）
、
花
み
つ
と
月
み
つ
（
お
伽
草
子
）
、
あ
か
が
り
（
狂
言
）
、

け
ま
り
の
と
の
さ
ま
（
吾
妻
鏡
）
、
や
く
そ
く
の
松
と
笛
、
月
と
笛
の
音
（
西

鶴
諸
国
噺
） 

・『
日
本
少
年
少
女
童
話
全
集
三
』（
坪
田
譲
治 

絵 

赤
羽
末
吉 

創
元
社

 

一
九
六
〇
年
） 

か
ち
か
ち
山
、
海
幸
山
幸
（
古
事
記
）
、
お
ば
け
う
り
（
今
昔
物
語
）
、
三
人

の
大
力
太
郎
、
佐
渡
ぎ
つ
ね
（
狂
言
）
、
ネ
ズ
ミ
の
島
渡
り
（
お
伽
草
子
）
、

き
も
だ
め
し
（
古
今
著
聞
集
）
、
ほ
ら
あ
な
の
夢
（
今
昔
物
語
）
、
キ
ツ
ネ
の

い
た
ず
ら
（
西
鶴
諸
国
噺
）
、
ネ
ズ
ミ
の
花
む
こ
（
お
伽
草
子
）
、
お
に
わ
か

（
義
経
記
）
、
い
ろ
は
た
く
ら
み
（
狂
言
）
、
白
羽
の
矢
（
今
昔
物
語
）
、
は

か
ま
だ
れ
の
死
に
ま
ね
（
今
昔
物
語
） 

・『
日
本
少
年
少
女
童
話
全
集
四
』（
坪
田
譲
治 

絵 

久
米
宏
一 

創
元
社
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・
『
大
鏡
』
（
野
村
精
一 

さ
・
え
・
ら
書
房 

一
九
五
八
年
） 

・『
源
氏
物
語
・
更
級
日
記
』（
秋
山
虔 

さ
・
え
・
ら
書
房 

一
九
五
八
年
） 

・
『
枕
草
子
・
徒
然
草
』
（
野
本
秀
雄 

さ
・
え
・
ら
書
房 

一
九
五
九
年
） 

・
『
今
昔
物
語
』
（
西
尾
光
一 

さ
・
え
・
ら
書
房 

一
九
五
九
年
） 

・『
西
行
・
定
家
・
実
朝
』（
手
崎
政
男 

さ
・
え
・
ら
書
房 

一
九
五
八
年
） 

・
『
保
元
・
平
治
物
語
』
（
久
徳
高
文 

さ
・
え
・
ら
書
房 

一
九
五
八
年
） 

 

六
五
、
児
童
世
界
文
学
全
集 
全
二
五
巻 

偕
成
社 

一
九
五
九
年
～
一
九

六
二
年 

 

・
日
本
神
話
物
語
集
（
福
田
清
人 

絵 
太
田
大
八 

偕
成
社 

一
九
六
一

年
） 

古
事
記
、
風
土
記 

・
日
本
古
典
名
作
集
（
高
野
正
巳 

絵 

大
田
大
八 

偕
成
社 

一
九
六
一

年
） 

義
経
記
、
竹
取
物
語
、
今
昔
物
語
、
宇
治
拾
遺
物
語
、
お
伽
草
子
、
雨
月
物

語 

 

六
六
、
日
本
少
年
少
女
童
話
全
集 

全
一
二
巻 

創
元
社 

一
九
五
九
年
～

一
九
六
〇
年
） 

・『
日
本
少
年
少
女
童
話
全
集
一
』（
坪
田
譲
治 

絵 

古
田
重
郎 

創
元
社

 

一
九
五
九
年
） 

一
寸
ぼ
う
し
（
お
伽
草
子
）
、
す
さ
の
お
の
命
と
や
ま
た
の
お
ろ
ち
（
古
事

記
）
、
天
人
女
房
、
オ
オ
カ
ミ
石
、
弓
の
名
人
、
孝
行
む
す
こ
、
灰
を
た
べ

た
ぬ
す
び
と
、
塔
に
つ
い
て
い
た
血
の
は
な
し
、
貝
あ
わ
せ
（
堤
中
納
言
物

語
）
、
火
の
牛
、
天
の
か
け
は
し
、
大
太
郎
の
し
っ
ぱ
い
、
天
の
つ
づ
み
（
謡

曲
）
、
富
士
山
、
エ
ン
ブ
ダ
ゴ
ン
の
思
い
出
ば
な
し
、
こ
い
に
な
っ
た
お
坊

さ
ん
、
（
雨
月
物
語
）
、
さ
る
の
別
れ
、
天
の
川 

・
『
日
本
少
年
少
女
童
話
全
集
二
』
（
坪
田
譲
治 

伊
藤
好
一
郎 

創
元
社 

一
九
六
〇
年
） 

ぶ
ん
ぶ
く
茶
が
ま
、
お
お
く
に
ぬ
し
の
神
の
冒
険
（
古
事
記
）
、
見
る
な
の

ざ
し
き
、
う
ら
し
ま
太
郎
（
お
伽
草
子
）
、
か
ぐ
や
姫
（
竹
取
物
語
）
観
音

さ
ま
か
ら
夢
を
さ
ず
か
る
話(

今
昔
物
語)

、
二
ひ
き
の
さ
る
（
古
今
著
聞
集
）
、

す
み
だ
川
（
能
）
、
花
み
つ
と
月
み
つ
（
お
伽
草
子
）
、
あ
か
が
り
（
狂
言
）
、

け
ま
り
の
と
の
さ
ま
（
吾
妻
鏡
）
、
や
く
そ
く
の
松
と
笛
、
月
と
笛
の
音
（
西

鶴
諸
国
噺
） 

・『
日
本
少
年
少
女
童
話
全
集
三
』（
坪
田
譲
治 

絵 

赤
羽
末
吉 

創
元
社

 

一
九
六
〇
年
） 

か
ち
か
ち
山
、
海
幸
山
幸
（
古
事
記
）
、
お
ば
け
う
り
（
今
昔
物
語
）
、
三
人

の
大
力
太
郎
、
佐
渡
ぎ
つ
ね
（
狂
言
）
、
ネ
ズ
ミ
の
島
渡
り
（
お
伽
草
子
）
、

き
も
だ
め
し
（
古
今
著
聞
集
）
、
ほ
ら
あ
な
の
夢
（
今
昔
物
語
）
、
キ
ツ
ネ
の

い
た
ず
ら
（
西
鶴
諸
国
噺
）
、
ネ
ズ
ミ
の
花
む
こ
（
お
伽
草
子
）
、
お
に
わ
か

（
義
経
記
）
、
い
ろ
は
た
く
ら
み
（
狂
言
）
、
白
羽
の
矢
（
今
昔
物
語
）
、
は

か
ま
だ
れ
の
死
に
ま
ね
（
今
昔
物
語
） 

・『
日
本
少
年
少
女
童
話
全
集
四
』（
坪
田
譲
治 

絵 

久
米
宏
一 

創
元
社
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一
九
六
〇
年
） 

白
い
鳥
に
な
っ
た
王
子
（
古
事
記
）
、
井
戸
ほ
り
の
名
人
、
も
の
ぐ
さ
太
郎

（
お
伽
草
子
）
、
お
月
お
星
、
み
な
し
ご
正
太
郎
（
今
昔
物
語
）
、
菊
の
精
（
お

伽
草
子
）
、
ボ
ン
テ
ン
国
の
お
姫
さ
ま
（
お
伽
草
子
）
、
す
ず
め
の
恩
が
え
し

（
宇
治
拾
遺
物
語
）
、
し
た
き
り
す
ず
め
、
牛
の
腹
に
入
っ
た
話
（
古
今
著

聞
集
）
、
安
義
の
橋
の
鬼
（
今
昔
物
語
）
、
松
山
鏡
（
謡
曲
）
、
末
広
が
り
、

天
下
あ
ら
そ
い
（
狂
言
） 

・『
日
本
少
年
少
女
童
話
全
集
五
』（
坪
田
譲
治 

絵 

太
田
大
八 

創
元
社

 

一
九
六
〇
年
） 

手
な
し
の
む
す
め
、
キ
ノ
コ
の
お
ば
け
、
羅
生
門
の
鬼
（
お
伽
草
子
）
、
け

ち
ん
ぼ
の
長
者
（
今
昔
物
語
）
、
に
じ
の
橋
（
今
昔
物
語
）
、
五
色
の
し
か
（
宇

治
拾
遺
物
語
）
、
キ
ツ
ネ
の
花
よ
め
（
お
伽
草
子
）
、
は
ま
ぐ
り
姫
（
お
伽
草

子
）
、
ひ
ば
り
山
（
謡
曲
）
、
ブ
ス
を
た
べ
た
話
（
狂
言
）
、
も
も
た
ろ
う
、

タ
ケ
ノ
コ
あ
ら
そ
い
（
狂
言
）
、
あ
た
ご
山
の
い
の
し
し
（
今
昔
物
語
）
、
五

わ
の
が
ん
（
曽
我
物
語
）
、
大
と
の
小
と
の
（
古
今
著
聞
集
） 

・『
日
本
少
年
少
女
童
話
全
集
六
』（
酒
井
朝
彦 

絵 

笹
間
良
彦 

創
元
社

 

一
九
六
〇
年
） 

ふ
し
ぎ
な
夢
（
古
事
記
）
、
片
目
ち
が
い
、
山
ナ
シ
と
り
、
カ
メ
と
サ
ル
の

生
き
ぎ
も
（
今
昔
物
語
）
、
少
年
と
は
す
の
花
、
ゆ
め
の
ま
く
ら
（
謡
曲
）
、

伯
母
が
酒
（
狂
言
）
、
フ
ク
ロ
ウ
く
ん
と
ウ
ソ
姫
さ
ん
（
お
伽
草
子
）
、
一
本

足
の
お
ば
け
（
西
鶴
諸
国
噺
）
、
鉢
か
ず
き
姫
（
お
伽
草
子
）
、
じ
ゅ
ず
と
女

の
子
（
お
伽
草
子
）
、
鬼
に
つ
ば
き
を
か
け
ら
れ
た
話
（
今
昔
物
語
）
、
花
さ

か
じ
じ
い 

・『
日
本
少
年
少
女
童
話
全
集
七
』（
酒
井
朝
彦 

絵 

油
野
誠
一 

創
元
社

 

一
九
六
〇
年
） 

小
僧
と
鬼
ば
ん
ば
、
桃
売
り
殿
さ
ま
、
う
り
こ
姫
コ
と
ア
マ
ン
ジ
ャ
ク
、
月

に
の
ぼ
っ
た
う
さ
ぎ
（
今
昔
物
語
）
、
貧
し
い
女
と
糸
（
今
昔
物
語
）
、
鬼
の

子
の
恩
が
え
し
（
今
昔
物
語
）
、
お
か
し
な
役
人
（
今
昔
物
語
）
、
天
狗
の
大

集
会
（
謡
曲
）
、
和
尚
さ
ん
と
き
つ
ね
（
続
一
休
話
）
、
金
若
丸
（
お
伽
草
子
）
、

あ
や
し
い
船
（
西
鶴
諸
国
噺
）
、
赤
い
雲
と
は
ち
の
話
（
今
昔
物
語
） 

・『
日
本
少
年
少
女
童
話
全
集
八
』（
坪
田
譲
治 

絵 

池
田
仙
三
郎 

創
元

社 

一
九
六
〇
年
） 

鬼
の
お
よ
め
さ
ん
、
白
鳥
の
あ
ね
、
豆
コ
ば
な
し
、
髪
を
売
る
む
す
め
（
今

昔
物
語
）
、
観
音
さ
ま
を
食
べ
た
話
（
今
昔
物
語
）
、
小
次
丸
と
捨
石
丸
（
春

雨
物
語
）
、
左
右
衛
門
と
人
形
（
西
鶴
諸
国
噺
）
牛
ぬ
す
び
と
（
狂
言
）
、
ぬ

す
び
と
を
だ
ま
す
話
（
今
昔
物
語
）
、
み
が
わ
り
に
な
っ
た
弟
子
の
話
（
今

昔
物
語
）
、
老
僧
ど
く
た
け
を
食
べ
た
話
（
今
昔
物
語
） 

・
『
日
本
少
年
少
女
童
話
全
集
九
』
酒
井
朝
彦 

絵 

赤
羽
末
吉 

創
元
社

一
九
六
〇
年
） 

灰
坊
も
の
が
た
り
、
お
く
び
ょ
う
な
小
僧
さ
ん
、
サ
ル
の
む
こ
、
国
王
と
く

だ
も
の
（
今
昔
物
語
）
、
サ
ル
の
子
を
あ
わ
れ
む
シ
シ
（
今
昔
物
語
）
、
和
藤

内
の
ふ
ん
戦
（
国
性
爺
合
戦
）
、
玉
虫
姫
の
ぼ
う
け
ん
（
お
伽
草
子
）
、
ま
ん

じ
ゅ
ひ
め
（
お
伽
草
子
）
、
馬
に
な
っ
た
お
坊
さ
ま
（
今
昔
物
語
）
、
こ
ぶ
と

り
（
お
伽
草
子
）
、
少
年
が
見
た
池
の
竜
（
宇
治
拾
遺
物
語
） 

・『
日
本
少
年
少
女
童
話
全
集
一
〇
』（
酒
井
朝
彦 

絵 

久
米
宏
一 

創
元

社 

一
九
六
〇
年
） 

七
羽
の
白
い
鳥
、
ハ
チ
の
お
か
げ
、
旅
人
馬
、
石
に
な
っ
た
牛
か
い
、
れ
ん

げ
の
花
の
童
子
（
今
昔
物
語
）
、
そ
ら
と
ぶ
ぼ
う
さ
ん
、
ク
ル
国
の
お
姫
さ

ま
（
十
訓
抄
）
、
い
わ
し
売
り
の
殿
さ
ま
（
お
伽
草
子
）
、
ね
ず
み
の
子
の
ぼ

う
け
ん
（
お
伽
草
子
）
、
ふ
し
き
な
身
な
げ
（
宇
治
拾
遺
物
語
）
、
な
ぜ
な
ぜ

問
答
（
徒
然
草
）
、
逃
げ
グ
リ
追
い
グ
リ
灰
ま
ぶ
れ
（
狂
言
） 

・『
日
本
少
年
少
女
童
話
全
集
一
一
』（
酒
井
朝
彦 

絵 

市
川
禎
男 

創
元

社 

一
九
六
〇
年
） 

春
の
神
と
秋
の
神
の
あ
ら
そ
い
（
古
事
記
）
、
竜
宮
へ
い
っ
た
花
売
り
、
ど

ろ
ぼ
う
の
名
人
、
盗
ま
れ
た
夜
光
の
玉
（
今
昔
物
語
）
、
め
く
ら
の
母
象
と

子
象
（
今
昔
物
語
）
、
菊
の
日
の
約
束
（
雨
月
物
語
）
、
宝
満
長
者
の
た
か
ら

も
の
（
お
伽
草
子
）
、
冬
の
夜
の
物
語
（
宇
治
拾
遺
物
語
）
、
ご
意
見
ギ
ツ
ネ

（
狂
言
）
、
西
行
さ
ん
と
ゆ
う
れ
い
（
雨
月
物
語
）
、
柿
の
実
で
命
を
お
と
す

話
（
古
今
著
聞
集
）
、
夢
を
売
る
老
人
（
宇
治
拾
遺
物
語
） 

・『
日
本
少
年
少
女
童
話
全
集
一
二
』（
坪
田
譲
治 

絵 

野
々
口
重 

創
元

社 

一
九
六
〇
年
） 

大
歳
の
客
、
犬
と
ネ
コ
と
ゆ
び
わ
、
空
へ
の
ぼ
っ
た
笛
吹
き
、
あ
し
刈
り
（
大

和
物
語
）
、
馬
の
し
り
に
乗
っ
た
キ
ツ
ネ
（
今
昔
物
語
）
、
三
人
の
父
お
や
と

三
人
の
男
の
子
（
今
昔
物
語
）
、
も
ろ
こ
し
の
馬
（
古
今
著
聞
集
）
、
老
人
を

す
て
る
国
（
今
昔
物
語
）
、
一
角
仙
人
の
話
（
今
昔
物
語
）
、
あ
か
ん
ぼ
ど
ろ

ぼ
う
（
狂
言
）
、
菊
王
丸
と
三
郎
（
狂
言
）
、
青
葉
の
笛
（
お
伽
草
子
）
、
頼

光
と
四
人
の
け
ら
い
（
媼
山
姥
） 

 

六
七
、
名
作
を
生
か
そ
う 

全
三
巻 

さ
・
え
・
ら 

書
房 
一
九
五
九
年 

・『
名
作
を
生
か
そ
う 

初
級
向
』（
編 

東
京
私
立
初
等
学
校
協
会 
さ
・
え
・

ら
書
房 

一
九
五
九
年
） 

な
す
の
よ
い
ち
（
平
家
物
語
）
、
よ
う
ろ
う
の
た
き
日
本
で
ん
せ
つ
（
古
事

記
）
、
て
ん
ぐ
と
ひ
ゃ
く
し
ょ
う
日
本
む
か
し
ば
な
し
、
い
っ
す
ん
ぼ
う
し

日
本
む
か
し
ば
な
し
（
お
伽
草
子
）
、
は
な
し
を
か
う
は
な
し
日
本
む
か
し

ば
な
し
、
お
う
ぎ
の
ま
と
（
平
家
物
語
）
、
ふ
し
ぎ
な
た
い
こ
日
本
む
か
し

ば
な
し
、
あ
ん
じ
ゅ
と
ず
し
お
う
日
本
む
か
し
ば
な
し
（
山
椒
大
夫
）
、
き

ん
た
ろ
う
、
お
お
み
そ
か
の
も
の
う
り
日
本
む
か
し
ば
な
し,

か
え
る
の
王

さ
ま
、
い
な
ば
の
し
ろ
う
さ
ぎ
（
古
事
記
） 

 

・
『
名
作
を
生
か
そ
う 

中
級
向
』
（
編 

東
京
私
立
初
等
学
校
協
会 

さ
・

え
・
ら
書
房 

一
九
五
八
年
） 

海
さ
ち
ひ
こ
山
さ
ち
ひ
こ
（
古
事
記
）
ツ
ル
の
恩
が
え
し
日
本
昔
話
、 

 

六
八
、
世
界
名
作
全
集 

平
凡
社 

全
七
〇
巻+

別
巻
あ
り 

一
九
五
九
年
〜

一
九
六
一
年 

・
『
古
事
記
・
今
昔
物
語
』
（
宮
柊
二 

平
凡
社 

一
九
六
〇
年
） 

・
『
源
氏
物
語 

上
』
（
舟
橋
聖
一 

平
凡
社 

一
九
六
〇
年 

） 

・
『
源
氏
物
語  

下
』
（
舟
橋
聖
一 

平
凡
社 

一
九
六
一
年
） 
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・『
日
本
少
年
少
女
童
話
全
集
一
〇
』（
酒
井
朝
彦 

絵 

久
米
宏
一 

創
元

社 
一
九
六
〇
年
） 

七
羽
の
白
い
鳥
、
ハ
チ
の
お
か
げ
、
旅
人
馬
、
石
に
な
っ
た
牛
か
い
、
れ
ん

げ
の
花
の
童
子
（
今
昔
物
語
）
、
そ
ら
と
ぶ
ぼ
う
さ
ん
、
ク
ル
国
の
お
姫
さ

ま
（
十
訓
抄
）
、
い
わ
し
売
り
の
殿
さ
ま
（
お
伽
草
子
）
、
ね
ず
み
の
子
の
ぼ

う
け
ん
（
お
伽
草
子
）
、
ふ
し
き
な
身
な
げ
（
宇
治
拾
遺
物
語
）
、
な
ぜ
な
ぜ

問
答
（
徒
然
草
）
、
逃
げ
グ
リ
追
い
グ
リ
灰
ま
ぶ
れ
（
狂
言
） 

・『
日
本
少
年
少
女
童
話
全
集
一
一
』（
酒
井
朝
彦 

絵 

市
川
禎
男 

創
元

社 

一
九
六
〇
年
） 

春
の
神
と
秋
の
神
の
あ
ら
そ
い
（
古
事
記
）
、
竜
宮
へ
い
っ
た
花
売
り
、
ど

ろ
ぼ
う
の
名
人
、
盗
ま
れ
た
夜
光
の
玉
（
今
昔
物
語
）
、
め
く
ら
の
母
象
と

子
象
（
今
昔
物
語
）
、
菊
の
日
の
約
束
（
雨
月
物
語
）
、
宝
満
長
者
の
た
か
ら

も
の
（
お
伽
草
子
）
、
冬
の
夜
の
物
語
（
宇
治
拾
遺
物
語
）
、
ご
意
見
ギ
ツ
ネ

（
狂
言
）
、
西
行
さ
ん
と
ゆ
う
れ
い
（
雨
月
物
語
）
、
柿
の
実
で
命
を
お
と
す

話
（
古
今
著
聞
集
）
、
夢
を
売
る
老
人
（
宇
治
拾
遺
物
語
） 

・『
日
本
少
年
少
女
童
話
全
集
一
二
』（
坪
田
譲
治 

絵 

野
々
口
重 
創
元

社 

一
九
六
〇
年
） 

大
歳
の
客
、
犬
と
ネ
コ
と
ゆ
び
わ
、
空
へ
の
ぼ
っ
た
笛
吹
き
、
あ
し
刈
り
（
大

和
物
語
）
、
馬
の
し
り
に
乗
っ
た
キ
ツ
ネ
（
今
昔
物
語
）
、
三
人
の
父
お
や
と

三
人
の
男
の
子
（
今
昔
物
語
）
、
も
ろ
こ
し
の
馬
（
古
今
著
聞
集
）
、
老
人
を

す
て
る
国
（
今
昔
物
語
）
、
一
角
仙
人
の
話
（
今
昔
物
語
）
、
あ
か
ん
ぼ
ど
ろ

ぼ
う
（
狂
言
）
、
菊
王
丸
と
三
郎
（
狂
言
）
、
青
葉
の
笛
（
お
伽
草
子
）
、
頼

光
と
四
人
の
け
ら
い
（
媼
山
姥
） 

 

六
七
、
名
作
を
生
か
そ
う 

全
三
巻 

さ
・
え
・
ら 

書
房 

一
九
五
九
年 

・『
名
作
を
生
か
そ
う 

初
級
向
』（
編 

東
京
私
立
初
等
学
校
協
会 

さ
・
え
・

ら
書
房 

一
九
五
九
年
） 

な
す
の
よ
い
ち
（
平
家
物
語
）
、
よ
う
ろ
う
の
た
き
日
本
で
ん
せ
つ
（
古
事

記
）
、
て
ん
ぐ
と
ひ
ゃ
く
し
ょ
う
日
本
む
か
し
ば
な
し
、
い
っ
す
ん
ぼ
う
し

日
本
む
か
し
ば
な
し
（
お
伽
草
子
）
、
は
な
し
を
か
う
は
な
し
日
本
む
か
し

ば
な
し
、
お
う
ぎ
の
ま
と
（
平
家
物
語
）
、
ふ
し
ぎ
な
た
い
こ
日
本
む
か
し

ば
な
し
、
あ
ん
じ
ゅ
と
ず
し
お
う
日
本
む
か
し
ば
な
し
（
山
椒
大
夫
）
、
き

ん
た
ろ
う
、
お
お
み
そ
か
の
も
の
う
り
日
本
む
か
し
ば
な
し,

か
え
る
の
王

さ
ま
、
い
な
ば
の
し
ろ
う
さ
ぎ
（
古
事
記
） 

 

・
『
名
作
を
生
か
そ
う 

中
級
向
』
（
編 

東
京
私
立
初
等
学
校
協
会 

さ
・

え
・
ら
書
房 

一
九
五
八
年
） 

海
さ
ち
ひ
こ
山
さ
ち
ひ
こ
（
古
事
記
）
ツ
ル
の
恩
が
え
し
日
本
昔
話
、 

 

六
八
、
世
界
名
作
全
集 

平
凡
社 

全
七
〇
巻+

別
巻
あ
り 

一
九
五
九
年
〜

一
九
六
一
年 

・
『
古
事
記
・
今
昔
物
語
』
（
宮
柊
二 

平
凡
社 

一
九
六
〇
年
） 

・
『
源
氏
物
語 

上
』
（
舟
橋
聖
一 

平
凡
社 

一
九
六
〇
年 

） 

・
『
源
氏
物
語  
下
』
（
舟
橋
聖
一 

平
凡
社 

一
九
六
一
年
） 
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・
『
平
家
物
語
』
（
尾
崎
士
郎 

平
凡
社 

一
九
六
〇
年
） 

・
『
西
鶴
名
作
集
・
近
松
名
作
集
』（
丹
波
文
雄
・
井
上
友
一
郎 

平
凡
社 

一
九
五
九
年
） 

・
『
雨
月
物
語
・
東
海
道
中
膝
栗
毛
・
春
色
梅
暦
』
（
森
三
千
代
・
田
岡
典
夫

 

平
凡
社 

一
九
五
九
年
） 

 

六
九
、
日
本
の
こ
こ
ろ 
全
六
巻 

小
峰
書
店 

一
九
五
九
〜
一
九
六
一
年 

・『
日
本
の
こ
こ
ろ 

１
年
生
』（
編 

与
田
準
一
他 

小
峰
書
店 

一
九
六
〇

年
） 

は
ご
ろ
も
、
（
謡
曲
）
ぶ
ん
ぶ
く
ち
ゃ
が
ま
、
一
ぽ
ん
の
わ
ら
し
べ
（
今
昔

物
語
）
、
ふ
し
ぎ
な
水 

・
『
日
本
の
こ
こ
ろ 

２
年
生
』
（
編 

与
田
準
一
他 
小
峰
書
店 

一
九
六
〇

年
） 

古
事
記
も
の
が
た
り 

・『
日
本
の
こ
こ
ろ 

３
年
生
』（
編 

与
田
準
一
他 

小
峰
書
店 
一
九
六
一

年
） 

か
ぐ
や
ひ
め
（
竹
取
物
語
）
、
は
ち
か
づ
き
（
お
伽
草
子
） 

・『
日
本
の
こ
こ
ろ 

４
年
生
（
編 

与
田
準
一 

小
峰
書
店 

一
九
六
〇
年
） 

た
か
を
取
る
男
（
今
昔
物
語
）
、
源
平
八
島
の
た
た
か
い
（
平
家
物
語
）
、
ま

ご
こ
ろ
の
手
紙
（
義
経
記
）
俵
藤
太
も
の
が
た
り
（
お
伽
草
子
）
江
戸
へ
の

あ
こ
が
れ
（
小
林
一
茶
） 

・『
日
本
の
こ
こ
ろ 

５
年
生
』（
編 

与
田
準
一
他 

小
峰
書
店 

一
九
五
九

年
） 

父
の
遺
言
（
宇
治
拾
遺
物
語
）
、
夢
に
あ
ら
わ
れ
た
こ
い
の
話
、（
雨
月
物
語
）

佐
渡
の
キ
ツ
ネ
（
狂
言
） 

・『
日
本
の
こ
こ
ろ 

６
年
生
』（
編 

与
田
準
一
他 

小
峰
書
店 

一
九
五
九

年
） 

仏
を
射
と
め
た
か
り
う
ど
（
宇
治
拾
遺
物
語
）
鬼
界
が
島
の
俊
寛
（
源
平
盛

衰
記
）
の
み
の
篭
ぬ
け
（
西
鶴
諸
国
噺
）, 

 

七
〇
、
子
ど
も
の
伝
記
物
語 

全
五
〇
巻 

ポ
プ
ラ
社 

一
九
五
九
年 

・『
小
林
一
茶
』（
斎
藤
了
一 

絵 

大
石
哲
路 

ポ
プ
ラ
社 

一
九
五
九
年
） 

・
『
良
寛
』
小
俣
万
次
郎 

絵 

大
石
哲
路 

ポ
プ
ラ
社 

一
九
五
九
年
）  

・
『
源
義
経
』
（
宮
脇
紀
雄 

絵 

石
井
健
之 

ポ
プ
ラ
社 

一
九
五
九
年
） 

・『
豊
臣
秀
吉
』（
北
島
春
信 

絵 

矢
島
健
三 

ポ
プ
ラ
社 

一
九
五
九
年
） 

・『
宮
本
武
蔵
』（
阿
貴
良
一 

絵 

矢
島
健
三 

ポ
プ
ラ
社 

一
九
六
〇
年
） 

・
『
一
休
』
（
槙
本
ナ
ナ
子 

絵 

大
石
哲
路 

ポ
プ
ラ
社 

一
九
六
〇
年
） 

 

七
一
、
日
本
伝
説
も
の
が
た
り 

泰
光
堂 

全
三
巻 

一
九
五
九
年 

・
一
年
生
（
久
保 

絵 

大
石
哲
路 

泰
光
堂 

一
九
五
九
年
） 

き
ん
た
ろ
う
、
は
ご
ろ
も
、
わ
ら
う
ほ
と
け
さ
ま
、
ふ
し
ぎ
な
な
し
の
み
、

い
っ
す
ん
ぼ
う
し
（
お
伽
草
子
）
、
う
み
へ
し
ず
ん
だ
や
ま
、
お
お
え
や
ま
、

む
か
で
た
い
じ
、
わ
し
と
こ
ど
も
、
か
に
の
お
れ
い
、
は
ち
と
く
も
、
お
じ

ぞ
う
さ
ま
の
か
お
、
た
ま
ご
の
ま
と
、
う
し
わ
か
ま
る
（
義
経
記
）
、
ぶ
ん

ぶ
く
ち
ゃ
が
ま 

・
二
年
生
（
神
戸
淳
吉 

絵 

小
谷
野
半
二 

泰
光
堂 

一
九
五
九
年
） 

う
ら
し
ま
た
ろ
う
（
お
伽
草
子
）
、
か
が
み
の
な
か
の
お
か
あ
さ
ま
、
さ
る

の
か
た
な
、
と
さ
さ
ん
す
け
、
げ
ん
ご
ろ
う
ぶ
な
、
す
ご
ろ
く
し
ょ
う
ぶ
、

お
に
の
め
ん
、
べ
ん
け
い
の
わ
ら
に
ん
ぎ
ょ
う
、
あ
さ
ひ
ち
ょ
う
じ
ゃ
、
も

の
ぐ
さ
た
ろ
う
、
が
く
や
ひ
め
（
竹
取
物
語
）
、
き
ん
の
に
わ
と
り 

・
三
年
生
（
関
英
雄 

絵 

新
井
五
郎 

泰
光
堂 

一
九
五
九
年
） 

う
め
わ
か
丸
、
山
ぶ
き
の
里
、
は
ち
の
木
も
の
が
た
り
、
ひ
つ
じ
大
夫
、
う

ば
す
て
山
、
ゆ
め
を
買
っ
て
と
く
し
た
話
、
良
寛
さ
ん
と
月
の
ウ
サ
ギ
（
良

寛
）
、
お
が
ら
の
沼
、
さ
る
神
た
い
じ
、
ら
し
ょ
う
門
の
鬼
（
お
伽
草
子
）

お
か
め
島
も
の
が
た
り
、
ゆ
り
わ
か
大
臣 

 

七
二
、
学
年
別
世
界
児
童
文
学
全
集 

全
一
〇
〇
巻  

日
本
書
房  

一
九

六
〇
年
〜
一
九
六
一
年 

・
『
い
っ
す
ん
ぼ
う
し
（
一
、
二
年
）
』
（
瀬
木
哲
哉 

絵 

三
谷
一
馬 

日

本
書
房 

一
九
六
一
年
）  

い
っ
す
ん
ぼ
う
し
（
お
伽
草
子
）
、
は
な
よ
ひ
め
（
お
伽
草
子
）
、
ふ
え
と
ぬ

す
び
と
、
あ
ま
さ
ん
と
ぬ
す
び
と
、
く
ら
げ
の
お
つ
か
い
、
あ
ま
の
は
ご
ろ

も
、
海
さ
ち
山
さ
ち
（
古
事
記
）
、
へ
び
の
お
よ
め 

・
『
良
寛
さ
ま
（
一
、
二
年
）
』
（
五
十
公
野
清
一 

絵 

三
谷
一
馬 

日
本

書
房 

一
九
六
〇
年
） 

・
『
か
ぐ
や
姫 

日
本
童
話
集
よ
り
（
二
、
三
年
）
』（
新
関
春
生 

絵 

三
谷

一
馬 

日
本
書
房 

一
九
六
一
年
） 

ま
ん
じ
ゅ
ひ
め
（
お
伽
草
子
）
、
こ
ぶ
と
り
じ
い
さ
ん
（
宇
治
拾
遺
物
語
）
、

さ
る
の
お
ん
が
え
し
、
か
ぐ
や
ひ
め
（
竹
取
物
語
） 

・
『
い
っ
き
ゅ
う
さ
ん
（
一
、
二
年
）
』
（
五
十
公
野
清
一 

日
本
書
房 

一

九
六
一
年
） 

・『
は
ち
か
つ
ぎ
姫 

（
二
、
三
年
）
』
瀬
木
哲
哉 

日
本
書
房 

一
九
六
一
年
） 

は
ち
か
つ
ぎ
姫
（
お
伽
草
子
）
、
す
ず
め
の
ひ
ょ
う
た
ん
、
た
ま
わ
か
丸 

・
『
山
椒
大
夫
（
上
級
生
）
』
（
青
木
達
夫 

日
本
書
房 

一
九
六
一
年
）

 

七
三
、
少
年
少
女
日
本
む
か
し
噺 

筒
井
敏
雄 

東
光
出
版
社 

一
九
六
〇
年 

上
と
下
の
臼
、
も
ち
の
か
け
、
歯
医
者
と
け
ち
ん
ぼ
、
と
ん
ち
く
ら
べ
、
か

た
か
な
ご
よ
み
、
じ
ゅ
く
し
と
ど
ろ
ぼ
う
、
な
が
い
は
な
し
、
み
じ
か
い
は

な
し
、
も
う
一
つ
み
じ
か
い
は
な
し
、
ふ
し
ぎ
な
へ
び
、
よ
い
と
こ
し
ょ
、

飴
ん
ぼ
う
と
ロ
ー
ソ
ク
、
び
っ
く
り
も
ち
、
そ
う
め
ん
と
お
に
め
ん
、
ま
ぬ

け
ど
ろ
ぼ
う
、
お
芋
こ
ろ
こ
ろ
、
水
の
お
酒
、
お
や
の
お
か
げ
、
か
ら
か
さ

で
空
を
飛
ん
だ
女
、
鴨
と
り
権
兵
衛
さ
ん
、
わ
き
見
の
た
た
り
、
あ
た
ま
に

は
え
た
木
、
運
の
い
い
か
り
ゅ
う
ど
、
恩
を
わ
す
れ
た
か
り
ゅ
う
ど
、
ほ
ら

ふ
き
か
り
ゅ
う
ど
、
弓
の
め
い
じ
ん
、
鹿
か
お
し
ょ
う
か
、
和
尚
さ
ん
と
ぼ

た
も
ち
、
和
尚
さ
ん
と
も
ち
、
ふ
し
ぎ
な
ま
も
り
ふ
だ
、
ふ
く
ふ
長
者
の
は

な
し
、
日
本
一
の
お
は
な
し
太
郎
、
日
本
一
の
ウ
ソ
つ
き
太
郎
、
桃
太
郎
、

な
が
い
た
れ
バ
ナ
物
が
た
り
、
ま
し
て
や
爺
さ
ん
、
天
狗
の
う
ち
わ
、
舌
き

り
す
ず
め
、
腰
お
れ
す
ず
め
、
サ
ル
カ
ニ
合
戦
、
え
の
木
の
僧
正
、
か
な
え
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ぶ
く
ち
ゃ
が
ま 

・
二
年
生
（
神
戸
淳
吉 

絵 

小
谷
野
半
二 

泰
光
堂 

一
九
五
九
年
） 

う
ら
し
ま
た
ろ
う
（
お
伽
草
子
）
、
か
が
み
の
な
か
の
お
か
あ
さ
ま
、
さ
る

の
か
た
な
、
と
さ
さ
ん
す
け
、
げ
ん
ご
ろ
う
ぶ
な
、
す
ご
ろ
く
し
ょ
う
ぶ
、

お
に
の
め
ん
、
べ
ん
け
い
の
わ
ら
に
ん
ぎ
ょ
う
、
あ
さ
ひ
ち
ょ
う
じ
ゃ
、
も

の
ぐ
さ
た
ろ
う
、
が
く
や
ひ
め
（
竹
取
物
語
）
、
き
ん
の
に
わ
と
り 

・
三
年
生
（
関
英
雄 

絵 
新
井
五
郎 

泰
光
堂 

一
九
五
九
年
） 

う
め
わ
か
丸
、
山
ぶ
き
の
里
、
は
ち
の
木
も
の
が
た
り
、
ひ
つ
じ
大
夫
、
う

ば
す
て
山
、
ゆ
め
を
買
っ
て
と
く
し
た
話
、
良
寛
さ
ん
と
月
の
ウ
サ
ギ
（
良

寛
）
、
お
が
ら
の
沼
、
さ
る
神
た
い
じ
、
ら
し
ょ
う
門
の
鬼
（
お
伽
草
子
）

お
か
め
島
も
の
が
た
り
、
ゆ
り
わ
か
大
臣 

 

七
二
、
学
年
別
世
界
児
童
文
学
全
集 

全
一
〇
〇
巻  
日
本
書
房  

一
九

六
〇
年
〜
一
九
六
一
年 

・
『
い
っ
す
ん
ぼ
う
し
（
一
、
二
年
）
』
（
瀬
木
哲
哉 

絵 

三
谷
一
馬 

日

本
書
房 

一
九
六
一
年
）  

い
っ
す
ん
ぼ
う
し
（
お
伽
草
子
）
、
は
な
よ
ひ
め
（
お
伽
草
子
）
、
ふ
え
と
ぬ

す
び
と
、
あ
ま
さ
ん
と
ぬ
す
び
と
、
く
ら
げ
の
お
つ
か
い
、
あ
ま
の
は
ご
ろ

も
、
海
さ
ち
山
さ
ち
（
古
事
記
）
、
へ
び
の
お
よ
め 

・
『
良
寛
さ
ま
（
一
、
二
年
）
』
（
五
十
公
野
清
一 

絵 

三
谷
一
馬 

日
本

書
房 

一
九
六
〇
年
） 

・
『
か
ぐ
や
姫 

日
本
童
話
集
よ
り
（
二
、
三
年
）
』（
新
関
春
生 

絵 

三
谷

一
馬 

日
本
書
房 

一
九
六
一
年
） 

ま
ん
じ
ゅ
ひ
め
（
お
伽
草
子
）
、
こ
ぶ
と
り
じ
い
さ
ん
（
宇
治
拾
遺
物
語
）
、

さ
る
の
お
ん
が
え
し
、
か
ぐ
や
ひ
め
（
竹
取
物
語
） 

・
『
い
っ
き
ゅ
う
さ
ん
（
一
、
二
年
）
』
（
五
十
公
野
清
一 

日
本
書
房 

一

九
六
一
年
） 

・『
は
ち
か
つ
ぎ
姫 

（
二
、
三
年
）
』
瀬
木
哲
哉 

日
本
書
房 

一
九
六
一
年
） 

は
ち
か
つ
ぎ
姫
（
お
伽
草
子
）
、
す
ず
め
の
ひ
ょ
う
た
ん
、
た
ま
わ
か
丸 

・
『
山
椒
大
夫
（
上
級
生
）
』
（
青
木
達
夫 

日
本
書
房 

一
九
六
一
年
）

 

七
三
、
少
年
少
女
日
本
む
か
し
噺 

筒
井
敏
雄 

東
光
出
版
社 

一
九
六
〇
年 

上
と
下
の
臼
、
も
ち
の
か
け
、
歯
医
者
と
け
ち
ん
ぼ
、
と
ん
ち
く
ら
べ
、
か

た
か
な
ご
よ
み
、
じ
ゅ
く
し
と
ど
ろ
ぼ
う
、
な
が
い
は
な
し
、
み
じ
か
い
は

な
し
、
も
う
一
つ
み
じ
か
い
は
な
し
、
ふ
し
ぎ
な
へ
び
、
よ
い
と
こ
し
ょ
、

飴
ん
ぼ
う
と
ロ
ー
ソ
ク
、
び
っ
く
り
も
ち
、
そ
う
め
ん
と
お
に
め
ん
、
ま
ぬ

け
ど
ろ
ぼ
う
、
お
芋
こ
ろ
こ
ろ
、
水
の
お
酒
、
お
や
の
お
か
げ
、
か
ら
か
さ

で
空
を
飛
ん
だ
女
、
鴨
と
り
権
兵
衛
さ
ん
、
わ
き
見
の
た
た
り
、
あ
た
ま
に

は
え
た
木
、
運
の
い
い
か
り
ゅ
う
ど
、
恩
を
わ
す
れ
た
か
り
ゅ
う
ど
、
ほ
ら

ふ
き
か
り
ゅ
う
ど
、
弓
の
め
い
じ
ん
、
鹿
か
お
し
ょ
う
か
、
和
尚
さ
ん
と
ぼ

た
も
ち
、
和
尚
さ
ん
と
も
ち
、
ふ
し
ぎ
な
ま
も
り
ふ
だ
、
ふ
く
ふ
長
者
の
は

な
し
、
日
本
一
の
お
は
な
し
太
郎
、
日
本
一
の
ウ
ソ
つ
き
太
郎
、
桃
太
郎
、

な
が
い
た
れ
バ
ナ
物
が
た
り
、
ま
し
て
や
爺
さ
ん
、
天
狗
の
う
ち
わ
、
舌
き

り
す
ず
め
、
腰
お
れ
す
ず
め
、
サ
ル
カ
ニ
合
戦
、
え
の
木
の
僧
正
、
か
な
え
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お
ど
り
、
鉢
か
つ
ぎ
姫
（
お
伽
草
子
）
、
か
ち
か
ち
山
、
花
さ
か
じ
じ
い
、

う
ぐ
い
す
姫
、
養
老
の
た
き
（
古
今
著
聞
集
）
、
牛
に
ひ
か
れ
て
善
光
寺
ま

い
り
、
た
か
ら
く
ら
べ
、
一
寸
ぼ
う
し
（
お
伽
草
子
）
、
お
じ
い
さ
ん
の
た

て
ふ
だ
、
う
ら
し
ま
太
郎
（
お
伽
草
子
）
、
か
ぐ
や
姫
（
竹
取
物
語
）
、
天
人

の
は
ご
ろ
も
、
世
界
の
は
じ
ま
り
、
国
う
み
の
は
な
し
（
古
事
記
）
、
黄
泉

の
国
の
は
な
し
（
古
事
記
）
、
天
の
岩
戸
（
古
事
記
）
、
や
ま
た
の
大
蛇
（
古

事
記
）
、
い
な
ば
の
う
さ
ぎ
（
古
事
記
）
、
あ
か
い
イ
ノ
シ
シ
、
や
さ
し
い
ス

セ
リ
姫
、
柱
に
む
す
ん
だ
か
み
の
毛 

 

七
四
、
幼
年
世
界
文
学
全
集 

全
二
四
巻 
偕
成
社 

一
九
六
〇
年
〜
一
九

六
五
年
） 

・
『
あ
ん
じ
ゅ
と
ず
し
王
、
か
ぐ
や
姫
』（
徳
永
寿
美
子 

絵 

池
田
か
ず
お 

偕
成
社 

一
九
六
一
年
） 

・『
神
話
も
の
が
た
り
集
』（
大
木
雄
二 

絵 

久
米
宏
一 

偕
成
社 

一
九

六
一
年
） 

・
『
日
本
名
作
も
の
が
た
り
集
』
（
土
家
由
岐
雄 

絵 

永
井
潔 

偕
成
社 

一
九
六
五
年
） 

わ
ざ
く
ら
べ
（
今
昔
物
語
）
、
曽
我
も
の
が
た
り
（
曽
我
物
語
）
、
菊
花
の
ち

ぎ
り
（
雨
月
物
語
）
、
八
犬
伝
も
の
が
た
り
（
南
総
里
見
八
犬
伝
）
、
大
ど
ろ

ぼ
う
と
や
す
ま
さ
（
宇
治
拾
遺
物
語
）
ふ
ろ
の
か
ま
わ
り
（
東
海
道
中
膝
栗

毛
） 

・『
日
本
お
と
ぎ
話
』（
与
田
準
一 

絵 

池
田
か
ず
お 

偕
成
社 

一
九
六

二
年
） 

よ
う
ろ
う
の
た
き
（
お
伽
草
子
）
、
た
わ
ら
の
と
う
だ
（
お
伽
草
子
）
、
は
ま

ぐ
り
ひ
め
、
お
お
え
や
ま
の
鬼
（
お
伽
草
子
）
、
う
ば
す
て
山
、
は
ち
か
づ

き
ひ
め
（
お
伽
草
子
）
、
も
の
ぐ
さ
太
郎
、
は
ご
ろ
も
、
ま
ん
じ
ゅ
ひ
め 

 

七
五
、
日
本
童
話
全
集 

全
一
二
巻 

あ
か
ね
書
房 

一
九
六
〇
年
〜
一
九

六
三
年
） 

・
『
神
代
の
物
語
』
（
坪
田
譲
治 

絵 

吉
田
暢
生 

あ
か
ね
書
房 

一
九
六

〇
年
）  

古
事
記
・
風
土
記
・
日
本
書
紀 

・『
今
は
昔
の
物
語 

１
』（
坪
田
譲
治 

絵 

太
田
大
八 

あ
か
ね
書
房 

一

九
六
〇
年
） 

今
昔
物
語
集 

・『
今
は
昔
の
物
語 

２
』（
坪
田
譲
治 

絵 

太
田
大
八 

あ
か
ね
書
房 

一

九
六
一
年
）  

宇
治
拾
遺
物
語 

・
『
源
氏
と
平
家
物
語
』
（
坪
田
譲
治 

あ
か
ね
書
房 

一
九
六
〇
年
）  

保
元
物
語
・
平
治
物
語
・
平
家
物
語
・
義
経
記 

・『
日
本
お
と
ぎ
物
語
』（
坪
田
譲
治 

絵 

水
野
三
郎 

あ
か
ね
書
房 

一

九
六
一
年
）  

お
伽
草
子 

 

七
六
、
少
年
少
女
世
界
む
か
し
ば
な
し
全
集 

宝
文
館 

全
一
〇
巻 

一
九

六
〇
年 

・『
日
本
む
か
し
ば
な
し
集
』（
奈
街
三
郎
・
藤
沢
衛
彦 

絵 

寺
田
政
明 

宝

文
館 

一
九
六
〇
年
） 

ネ
コ
と
ネ
ズ
ミ
、
ネ
ズ
ミ
の
す
も
う
、
さ
る
の
い
き
ぎ
も
ー
く
ら
げ
ほ
ね
な

し
、
サ
ル
と
ガ
マ
ガ
エ
ル
と
も
ち
、
サ
ル
カ
ニ
合
戦
、
ふ
る
や
も
り
、
サ
ル

の
一
文
せ
ん
、
サ
ル
の
恩
返
し
、
ツ
ル
の
恩
返
し
、
か
さ
地
ぞ
う
、
サ
ル
地

ぞ
う
、
ネ
ズ
ミ
の
も
ち
く
ち
、
舌
き
り
ス
ズ
メ
、
千
石
村
、
こ
ぶ
と
り
（
宇

治
拾
遺
物
語
）
、
フ
ク
ロ
ウ
の
そ
め
も
の
や
、
母
子
草
、
安
寿
と
厨
子
王
、

安
長
ひ
め
と
カ
ニ
ふ
ち
、
は
ち
か
つ
ぎ
ひ
め
（
お
伽
草
子
）
、
千
本
の
は
り

と
千
の
ひ
ょ
う
た
ん
、
牛
に
ひ
か
れ
て
お
寺
ま
い
り
、
ひ
ょ
う
と
く
さ
ま
ー

ひ
ょ
っ
と
こ
の
は
じ
ま
り
、
山
に
な
れ
川
に
な
れ
、
こ
だ
ま
の
は
じ
ま
り
、

恩
知
ら
ず
の
か
り
ゅ
う
ど
、
か
ち
か
ち
山
、
文
福
茶
が
ま
、
夢
を
買
っ
た
話
、

た
ん
す
の
田
ん
ぼ
、
カ
ネ
ラ
ン
の
な
み
だ
、
三
年
寝
太
郎
、
う
そ
つ
き
太
郎
、

う
す
ば
か
の
太
郎
、
ミ
ョ
ウ
ガ
宿 

       

作
品
別
索
引
（
二
巻
以
上
掲
載
） 

・
『
竹
取
物
語
』
（
三
九
） 

一
、
二
、
三
、
五
、
八
、
一
四
、
一
六
、
一
八
、
二
一
、
二
二
、
二
四
、
三

〇
、
三
三
、
三
七
、
四
〇
、
四
一
、
四
二
、
四
六
、
四
七
、
四
八
、
四
九
、

五
一
、
五
二
、
五
三
、
五
四
、
五
六
、
五
七
、
六
〇
、
六
一
、
六
二
、
六
三
、

六
四
、
六
五
、
六
六
、
六
九
、
七
一
、
七
二
、
七
三
、
七
四 

・
『
古
事
記
』
（
三
五
） 

一
、
二
、
八
、
一
三
、
一
四
、
一
八
、
一
九
、
二
一
、
二
二
、
三
〇
、
三
一
、

四
〇
、
四
三
、
四
六
、
四
七
、
四
八
、
五
一
、
五
二
、
五
三
、
五
四
、
五
七
、

六
〇
、
六
一
、
六
二
、
六
三
、
六
四
、
六
五
、
六
六
、
六
七
、
六
八
、
六
九
、

七
二
、
七
三
、
七
四
、
七
五 

・
『
義
経
記
』
（
三
〇
） 

一
、
二
、
五
、
一
三
、
一
八
、
二
四
、
二
七
、
二
九
、
三
〇
、
三
四
、
三
七
、

四
〇
、
四
二
、
四
六
、
四
七
、
五
一
、
五
二
、
五
四
、
五
六
、
五
七
、
六
〇
、

六
一
、
六
二
、
六
三
、
六
四
、
六
五
、
六
九
、
七
〇
、
七
一
、
七
五 

・
『
お
伽
草
子
』(

三
〇) 

二
、
三
、
一
四
、
一
八
、
二
二
、
二
四
、
二
七
、
三
〇
、
三
一
、
三
七
、
四

〇
、
四
六
、
四
七
、
四
八
、
五
〇
、
五
三
、
五
七
、
六
〇
、
六
二
、
六
四
、

六
五
、
六
六
、
六
七
、
六
九
、
七
一
、
七
二
、
七
三
、
七
四
、
七
五
、
七
六 

・
『
平
家
物
語
』
（
二
八
） 

一
、
一
二
、
一
三
、
一
五
、
一
八
、
二
一
、
二
二
、
二
四
、
二
六
、
三
〇
、

四
六
、
四
七
、
四
八
、
四
九
、
五
二
、
五
三
、
五
七
、
五
八
、
五
九
、
六
〇
、
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七
六
、
少
年
少
女
世
界
む
か
し
ば
な
し
全
集 

宝
文
館 

全
一
〇
巻 

一
九

六
〇
年 

・『
日
本
む
か
し
ば
な
し
集
』（
奈
街
三
郎
・
藤
沢
衛
彦 

絵 

寺
田
政
明 

宝

文
館 

一
九
六
〇
年
） 

ネ
コ
と
ネ
ズ
ミ
、
ネ
ズ
ミ
の
す
も
う
、
さ
る
の
い
き
ぎ
も
ー
く
ら
げ
ほ
ね
な

し
、
サ
ル
と
ガ
マ
ガ
エ
ル
と
も
ち
、
サ
ル
カ
ニ
合
戦
、
ふ
る
や
も
り
、
サ
ル

の
一
文
せ
ん
、
サ
ル
の
恩
返
し
、
ツ
ル
の
恩
返
し
、
か
さ
地
ぞ
う
、
サ
ル
地

ぞ
う
、
ネ
ズ
ミ
の
も
ち
く
ち
、
舌
き
り
ス
ズ
メ
、
千
石
村
、
こ
ぶ
と
り
（
宇

治
拾
遺
物
語
）
、
フ
ク
ロ
ウ
の
そ
め
も
の
や
、
母
子
草
、
安
寿
と
厨
子
王
、

安
長
ひ
め
と
カ
ニ
ふ
ち
、
は
ち
か
つ
ぎ
ひ
め
（
お
伽
草
子
）
、
千
本
の
は
り

と
千
の
ひ
ょ
う
た
ん
、
牛
に
ひ
か
れ
て
お
寺
ま
い
り
、
ひ
ょ
う
と
く
さ
ま
ー

ひ
ょ
っ
と
こ
の
は
じ
ま
り
、
山
に
な
れ
川
に
な
れ
、
こ
だ
ま
の
は
じ
ま
り
、

恩
知
ら
ず
の
か
り
ゅ
う
ど
、
か
ち
か
ち
山
、
文
福
茶
が
ま
、
夢
を
買
っ
た
話
、

た
ん
す
の
田
ん
ぼ
、
カ
ネ
ラ
ン
の
な
み
だ
、
三
年
寝
太
郎
、
う
そ
つ
き
太
郎
、

う
す
ば
か
の
太
郎
、
ミ
ョ
ウ
ガ
宿 

       

作
品
別
索
引
（
二
巻
以
上
掲
載
） 

・
『
竹
取
物
語
』
（
三
九
） 

一
、
二
、
三
、
五
、
八
、
一
四
、
一
六
、
一
八
、
二
一
、
二
二
、
二
四
、
三

〇
、
三
三
、
三
七
、
四
〇
、
四
一
、
四
二
、
四
六
、
四
七
、
四
八
、
四
九
、

五
一
、
五
二
、
五
三
、
五
四
、
五
六
、
五
七
、
六
〇
、
六
一
、
六
二
、
六
三
、

六
四
、
六
五
、
六
六
、
六
九
、
七
一
、
七
二
、
七
三
、
七
四 

・
『
古
事
記
』
（
三
五
） 

一
、
二
、
八
、
一
三
、
一
四
、
一
八
、
一
九
、
二
一
、
二
二
、
三
〇
、
三
一
、

四
〇
、
四
三
、
四
六
、
四
七
、
四
八
、
五
一
、
五
二
、
五
三
、
五
四
、
五
七
、

六
〇
、
六
一
、
六
二
、
六
三
、
六
四
、
六
五
、
六
六
、
六
七
、
六
八
、
六
九
、

七
二
、
七
三
、
七
四
、
七
五 

・
『
義
経
記
』
（
三
〇
） 

一
、
二
、
五
、
一
三
、
一
八
、
二
四
、
二
七
、
二
九
、
三
〇
、
三
四
、
三
七
、

四
〇
、
四
二
、
四
六
、
四
七
、
五
一
、
五
二
、
五
四
、
五
六
、
五
七
、
六
〇
、

六
一
、
六
二
、
六
三
、
六
四
、
六
五
、
六
九
、
七
〇
、
七
一
、
七
五 

・
『
お
伽
草
子
』(

三
〇) 

二
、
三
、
一
四
、
一
八
、
二
二
、
二
四
、
二
七
、
三
〇
、
三
一
、
三
七
、
四

〇
、
四
六
、
四
七
、
四
八
、
五
〇
、
五
三
、
五
七
、
六
〇
、
六
二
、
六
四
、

六
五
、
六
六
、
六
七
、
六
九
、
七
一
、
七
二
、
七
三
、
七
四
、
七
五
、
七
六 

・
『
平
家
物
語
』
（
二
八
） 

一
、
一
二
、
一
三
、
一
五
、
一
八
、
二
一
、
二
二
、
二
四
、
二
六
、
三
〇
、

四
六
、
四
七
、
四
八
、
四
九
、
五
二
、
五
三
、
五
七
、
五
八
、
五
九
、
六
〇
、
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六
二
、
六
三
、
六
四
、
六
七
、
六
八
、
六
九
、
七
五 

・
『
太
閤
記
』
（
二
五
） 

一
、
六
、
七
、
九
、
一
三
、
一
七
、
二
一
、
二
五
、
二
九
、
三
四
、
三
五
、

三
七
、
三
八
、
三
九
、
四
〇
、
四
二
、
四
五
、
四
六
、
五
一
、
五
二
、
五
六
、

六
〇
、
六
一
、
六
三
、
七
〇 

・
『
東
海
道
中
膝
栗
毛
』
（
二
五
） 

九
、
一
一
、
一
三
、
一
八
、
二
一
、
二
二
、
二
四
、
二
七
、
三
〇
、
三
四
、

三
五
、
四
六
、
四
七
、
四
八
、
四
九
、
五
一
、
五
三
、
五
四
、
五
六
、
五
七
、

六
〇
、
六
三
、
六
四
、
六
八
、
七
四 

・
『
今
昔
物
語
集
』
（
二
三
） 

一
、
二
、
三
、
五
、
八
、
一
二
、
一
八
、
三
〇
、
四
六
、
四
七
、
四
九
、
五

〇
、
五
一
、
五
二
、
五
三
、
五
七
、
六
〇
、
六
二
、
六
三
、
六
五
、
六
六
、

六
八
、
六
九 

・
『
南
総
里
見
八
犬
伝
』
（
二
二
） 

六
、
一
三
、
一
五
、
一
八
、
二
一
、
二
三
、
二
四
、
二
八
、
三
三
、
三
四
、

三
五
、
三
六
、
四
〇
、
四
二
、
四
六
、
五
六
、
五
七
、
六
〇
、
六
三
、
六
四
、

七
四 

・
『
雨
月
物
語
・
春
雨
物
語
』
（
二
一
） 

一
、
一
三
、
一
八
、
二
一
、
二
二
、
二
四
、
三
〇
、
三
四
、
四
六
、
四
七
、

四
九
、
五
七
、
六
〇
、
六
二
、
六
三
、
六
四
、
六
五
、
六
六
、
六
八
、
六
九
、

七
四 

・
安
寿
と
厨
子
王
（
山
椒
大
夫
）
（
一
九
） 

二
、
三
、
五
、
一
四
、
一
八
、
二
七
、
二
八
、
三
三
、
三
四
、
二
七
、
四
〇
、

五
四
、
五
五
、
六
一
、
六
二
、
六
七
、
七
二
、
七
四
、
七
六 

・
『
曽
我
物
語
』
（
一
七
） 

一
、 

一
三
、
三
〇
、
三
四
、
三
五
、
三
九
、
四
〇
、
四
二
、
四
六
、
四
七
、

五
一
、
五
三
、
五
七
、
六
一
、
六
三
、
六
四
、
六
六
、
七
四 

・
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
（
一
七
） 

一
、
二
、
一
四
、
一
八
、
二
二
、
三
〇
、
三
一
、
四
六
、
四
七
、
五
三
、
六

〇
、
六
五
、
六
六
、
六
九
、
七
二
、
七
四
、
七
六 

・
『
太
平
記
』
（
一
三
） 

一
、
一
三
、
二
一
、
二
三
、
四
六
、
五
一
、
五
二
、
五
三
、
六
〇
、
六
一
、

六
二
、
六
三
、
六
四 

・
『
更
科
日
記
』
（
一
三
） 

一
、
四
、
二
一
、
二
四
、
四
六
、
四
七
、
四
八
、
五
一
、
五
二
、
五
三
、
五

七
、
六
〇
、
六
四 

・
『
井
原
西
鶴
』
（
西
鶴
諸
国
噺
）
（
一
二
） 

一
、
三
〇
、
四
六
、
四
七
、
五
七
、
六
〇
、
六
二
、
六
三
、
六
四
、
六
六
、

六
八
、
六
九 

・
狂
言
（
一
二
） 

一
五
、
四
六
、
四
七
、
四
八
、
五
一
、
五
三
、
五
七
、
五
九
、
六
〇
、
六
二
、

六
三
、
六
九 

・
『
国
姓
爺
合
戦
』
（
一
二
） 

二
六
、
二
七
、
二
九
、
四
六
、
四
七
、
五
一
、
五
二
、
五
七
、
六
〇
、
六
二
、

六
六
、
六
八 

・
『
源
氏
物
語
』
（
一
二
） 

五
、
一
三
、
二
六
、
二
九
、
三
四
、
四
六
、
五
二
、
五
七
、
六
〇
、
六
三
、

六
四
、
六
八 

・
『
保
元
・
平
治
物
語
』
（
一
二
） 

一
、
一
八
、
二
一
、
二
四
、
三
九
、
四
〇
、
四
六
、
五
一
、
五
二
、
五
七
、

六
四
、
七
五 

・
謡
曲
（
一
二
） 

二
、
一
五
、
一
八
、
四
六
、
四
七
、
五
一
、
五
三
、
六
〇
、
六
二
、
六
三
、

六
六
、
六
九 

・
良
寛
（
一
一
） 

一
、
五
、
一
〇
、
二
〇
、
二
九
、
三
七
、
四
八
、
六
〇
、
六
一
、
七
〇
、
七

一 ・
『
万
葉
集
』
（
一
一
） 

一
、
一
五
、
二
六
、
三
二
、
四
六
、
四
八
、
五
一
、
六
〇
、
六
二
、
六
三
、

六
四 

・
小
林
一
茶
（
一
一
） 

一
、
二
〇
、
二
七
、
二
九
、
四
八
、
四
九
、
五
一
、
五
四
、
六
二
、
六
九
、

七
〇 

・
『
堤
中
納
言
物
語
』
（
一
〇
） 

一
、
一
八
、
三
〇
、
四
七
、
四
八
、
五
一
、
五
七
、
六
〇
、
六
四
、
六
六 

・
『
風
土
記
』
（
十
） 

一
八
、
三
二
、
四
六
、
四
七
、
四
八
、
五
三
、
六
〇
、
六
四
、
六
五
、
七
五 

・
松
尾
芭
蕉
（
九
） 

一
、
二
六
、
四
六
、
四
八
、
四
九
、
五
一
、
五
二
、
五
七
、
六
二 

・
『
徒
然
草
』
（
九
） 

一
、
二
、
二
六
、
四
六
、
四
七
、
四
八
、
五
三
、
六
〇
、
六
四 

・
『
土
佐
日
記
』
（
九
） 

一
、
一
八
、
二
六
、
四
七
、
四
八
、
五
一
、
五
七
、
六
〇
、
六
四 

・
宮
本
武
蔵
（
八
） 

七
、
一
七
、
二
九
、
三
五
、
三
六
、
三
九
、
四
四
、
五
六 

・
『
源
平
盛
衰
記
』
（
八
） 

一
三
、
一
八
、
二
七
、
二
八
、
四
三
、
五
一
、
六
三
、
六
九 

・
『
椿
説
弓
張
月
』
（
七
） 

二
一
、
二
七
、
三
〇
、
四
〇
、
五
一
、
五
三
、
六
〇 

・
一
休
さ
ん
（
七
） 

六
、
二
五
、
三
五
、
四
五
、
五
六
、
六
六
、
七
〇 

・
『
古
今
著
聞
集
』
（
七
） 

一
、
一
八
、
四
七
、
五
二
、
五
三
、
六
六
、
七
三 

・
『
枕
草
子
』
（
六
） 

一
、
一
八
、
二
九
、
四
七
、
四
八
、
六
四 

・
『
水
戸
黄
門
漫
遊
記
』
（
五
） 

六
、
九
、
三
四
、
五
二
、
五
六 

・
『
日
本
霊
異
記
』
（
五
） 
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六
二
、
六
三
、
六
四
、
六
七
、
六
八
、
六
九
、
七
五 

・
『
太
閤
記
』
（
二
五
） 

一
、
六
、
七
、
九
、
一
三
、
一
七
、
二
一
、
二
五
、
二
九
、
三
四
、
三
五
、

三
七
、
三
八
、
三
九
、
四
〇
、
四
二
、
四
五
、
四
六
、
五
一
、
五
二
、
五
六
、

六
〇
、
六
一
、
六
三
、
七
〇 

・
『
東
海
道
中
膝
栗
毛
』
（
二
五
） 

九
、
一
一
、
一
三
、
一
八
、
二
一
、
二
二
、
二
四
、
二
七
、
三
〇
、
三
四
、

三
五
、
四
六
、
四
七
、
四
八
、
四
九
、
五
一
、
五
三
、
五
四
、
五
六
、
五
七
、

六
〇
、
六
三
、
六
四
、
六
八
、
七
四 

・
『
今
昔
物
語
集
』
（
二
三
） 

一
、
二
、
三
、
五
、
八
、
一
二
、
一
八
、
三
〇
、
四
六
、
四
七
、
四
九
、
五

〇
、
五
一
、
五
二
、
五
三
、
五
七
、
六
〇
、
六
二
、
六
三
、
六
五
、
六
六
、

六
八
、
六
九 

・
『
南
総
里
見
八
犬
伝
』
（
二
二
） 

六
、
一
三
、
一
五
、
一
八
、
二
一
、
二
三
、
二
四
、
二
八
、
三
三
、
三
四
、

三
五
、
三
六
、
四
〇
、
四
二
、
四
六
、
五
六
、
五
七
、
六
〇
、
六
三
、
六
四
、

七
四 

・
『
雨
月
物
語
・
春
雨
物
語
』
（
二
一
） 

一
、
一
三
、
一
八
、
二
一
、
二
二
、
二
四
、
三
〇
、
三
四
、
四
六
、
四
七
、

四
九
、
五
七
、
六
〇
、
六
二
、
六
三
、
六
四
、
六
五
、
六
六
、
六
八
、
六
九
、

七
四 

・
安
寿
と
厨
子
王
（
山
椒
大
夫
）
（
一
九
） 

二
、
三
、
五
、
一
四
、
一
八
、
二
七
、
二
八
、
三
三
、
三
四
、
二
七
、
四
〇
、

五
四
、
五
五
、
六
一
、
六
二
、
六
七
、
七
二
、
七
四
、
七
六 

・
『
曽
我
物
語
』
（
一
七
） 

一
、 

一
三
、
三
〇
、
三
四
、
三
五
、
三
九
、
四
〇
、
四
二
、
四
六
、
四
七
、

五
一
、
五
三
、
五
七
、
六
一
、
六
三
、
六
四
、
六
六
、
七
四 

・
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
（
一
七
） 

一
、
二
、
一
四
、
一
八
、
二
二
、
三
〇
、
三
一
、
四
六
、
四
七
、
五
三
、
六

〇
、
六
五
、
六
六
、
六
九
、
七
二
、
七
四
、
七
六 

・
『
太
平
記
』
（
一
三
） 

一
、
一
三
、
二
一
、
二
三
、
四
六
、
五
一
、
五
二
、
五
三
、
六
〇
、
六
一
、

六
二
、
六
三
、
六
四 

・
『
更
科
日
記
』
（
一
三
） 

一
、
四
、
二
一
、
二
四
、
四
六
、
四
七
、
四
八
、
五
一
、
五
二
、
五
三
、
五

七
、
六
〇
、
六
四 

・
『
井
原
西
鶴
』
（
西
鶴
諸
国
噺
）
（
一
二
） 

一
、
三
〇
、
四
六
、
四
七
、
五
七
、
六
〇
、
六
二
、
六
三
、
六
四
、
六
六
、

六
八
、
六
九 

・
狂
言
（
一
二
） 

一
五
、
四
六
、
四
七
、
四
八
、
五
一
、
五
三
、
五
七
、
五
九
、
六
〇
、
六
二
、

六
三
、
六
九 

・
『
国
姓
爺
合
戦
』
（
一
二
） 

二
六
、
二
七
、
二
九
、
四
六
、
四
七
、
五
一
、
五
二
、
五
七
、
六
〇
、
六
二
、

六
六
、
六
八 

・
『
源
氏
物
語
』
（
一
二
） 

五
、
一
三
、
二
六
、
二
九
、
三
四
、
四
六
、
五
二
、
五
七
、
六
〇
、
六
三
、

六
四
、
六
八 

・
『
保
元
・
平
治
物
語
』
（
一
二
） 

一
、
一
八
、
二
一
、
二
四
、
三
九
、
四
〇
、
四
六
、
五
一
、
五
二
、
五
七
、

六
四
、
七
五 

・
謡
曲
（
一
二
） 

二
、
一
五
、
一
八
、
四
六
、
四
七
、
五
一
、
五
三
、
六
〇
、
六
二
、
六
三
、

六
六
、
六
九 

・
良
寛
（
一
一
） 

一
、
五
、
一
〇
、
二
〇
、
二
九
、
三
七
、
四
八
、
六
〇
、
六
一
、
七
〇
、
七

一 ・
『
万
葉
集
』
（
一
一
） 

一
、
一
五
、
二
六
、
三
二
、
四
六
、
四
八
、
五
一
、
六
〇
、
六
二
、
六
三
、

六
四 

・
小
林
一
茶
（
一
一
） 

一
、
二
〇
、
二
七
、
二
九
、
四
八
、
四
九
、
五
一
、
五
四
、
六
二
、
六
九
、

七
〇 

・
『
堤
中
納
言
物
語
』
（
一
〇
） 

一
、
一
八
、
三
〇
、
四
七
、
四
八
、
五
一
、
五
七
、
六
〇
、
六
四
、
六
六 

・
『
風
土
記
』
（
十
） 

一
八
、
三
二
、
四
六
、
四
七
、
四
八
、
五
三
、
六
〇
、
六
四
、
六
五
、
七
五 

・
松
尾
芭
蕉
（
九
） 

一
、
二
六
、
四
六
、
四
八
、
四
九
、
五
一
、
五
二
、
五
七
、
六
二 

・
『
徒
然
草
』
（
九
） 

一
、
二
、
二
六
、
四
六
、
四
七
、
四
八
、
五
三
、
六
〇
、
六
四 

・
『
土
佐
日
記
』
（
九
） 

一
、
一
八
、
二
六
、
四
七
、
四
八
、
五
一
、
五
七
、
六
〇
、
六
四 

・
宮
本
武
蔵
（
八
） 

七
、
一
七
、
二
九
、
三
五
、
三
六
、
三
九
、
四
四
、
五
六 

・
『
源
平
盛
衰
記
』
（
八
） 

一
三
、
一
八
、
二
七
、
二
八
、
四
三
、
五
一
、
六
三
、
六
九 

・
『
椿
説
弓
張
月
』
（
七
） 

二
一
、
二
七
、
三
〇
、
四
〇
、
五
一
、
五
三
、
六
〇 

・
一
休
さ
ん
（
七
） 

六
、
二
五
、
三
五
、
四
五
、
五
六
、
六
六
、
七
〇 

・
『
古
今
著
聞
集
』
（
七
） 

一
、
一
八
、
四
七
、
五
二
、
五
三
、
六
六
、
七
三 

・
『
枕
草
子
』
（
六
） 

一
、
一
八
、
二
九
、
四
七
、
四
八
、
六
四 

・
『
水
戸
黄
門
漫
遊
記
』
（
五
） 

六
、
九
、
三
四
、
五
二
、
五
六 

・
『
日
本
霊
異
記
』
（
五
） 
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四
七
、
五
二
、
五
三
、
五
七
、
六
〇 

・
能
（
四
） 

四
六
、
四
八
、
五
九
、
六
六 

・
『
忠
臣
蔵
』
（
四
） 

二
一
、
三
四
、
四
六
、
五
六 

・
与
謝
蕪
村
（
四
） 

一
、
五
一
、
六
〇
、
六
二 

・
『
大
鏡
』
（
四
） 

一
、
四
六
、
六
〇
、
六
四 

・
『
十
訓
抄
』
（
四
） 

二
、
四
七
、
五
七
、
六
六 

・
『
信
長
記
』
（
三
） 

一
、
四
四
、
六
〇 

・
『
宇
津
保
物
語
』
（
三
） 

四
六
、
四
七
、
六
四 

・
西
行
（
三
） 

一
、
六
〇
、
六
四 

・
『
伊
勢
物
語
』
（
二
） 

一
八
、
六
四 

・
『
大
和
物
語
』
（
二
） 

一
八
、
六
六 

 

終
わ
り
に 

戦
後
以
降
、
児
童
文
学
全
集
の
中
で
、
洋
の
東
西
を
問
わ
な
い
古
典
作
品

が
「
再
話
」
さ
れ
て
き
た
こ
と
、
ま
た
そ
う
で
あ
る
以
上
戦
後
の
児
童
文
学

に
お
い
て
「
再
話
」
が
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
先

に
佐
藤
宗
子
が
多
く
の
研
究
論
文
で
論
じ
て
い
る
。「
精
選
と
洗
練
の
産
物
」

―
「
教
養
」
追
求
か
ら
み
た
「
岩
波
少
年
少
女
文
学
全
集
」
―
」(

千
葉
大

学
教
育
学
部
研
究
紀
要 

二
〇
一
一
年
三
月)

で
は
、
一
九
六
一
年
か
ら
の

「
岩
波
少
年
少
女
全
集
」
の
刊
行
を
「
第
二
次
大
戦
後
の
一
九
五
〇
年
代
か

ら
続
い
て
き
た
、「
教
養
」
形
成
を
め
ざ
し
た
少
年
少
女
向
け
翻
訳
叢
書
の
、

一
つ
の
凝
縮
し
た
結
実
」
と
い
う
、
一
つ
の
時
代
の
区
切
り
と
し
て
佐
藤
は

捉
え
て
い
る
が
、
そ
う
い
っ
た
一
つ
の
時
代
の
中
で
、
ど
れ
だ
け
の
日
本
の

古
典
作
品
が
採
録
さ
れ
、
子
ど
も
に
親
し
ま
れ
て
き
た
か
、
あ
る
い
は
何
が

子
ど
も
の
読
む
べ
き
も
の
だ
と
見
做
さ
れ
て
き
た
か
を
全
体
か
ら
俯
瞰
し

た
い
、
と
い
う
こ
と
が
、
本
稿
の
主
眼
で
あ
る
。 

 

た
だ
し
、
児
童
文
学
上
で
の
日
本
の
古
典
文
学
に
焦
点
を
当
て
る
こ
と
に

つ
い
て
、
視
野
に
入
れ
て
お
く
べ
き
問
題
は
い
く
つ
か
あ
る
。
小
学
校
教
諭

で
あ
る
大
井
源
一
郎
が
執
筆
し
た
「
小
学
生
の
読
書
生
活
に
お
け
る
ほ
ん
訳

文
学
の
位
置
」（
『
学
校
図
書
館
』
全
国
学
校
図
書
館
協
議
会 

一
九
六
六
年

九
月
）
に
よ
れ
ば
、
「
現
在
の
小
学
生
の
読
書
生
活
を
ふ
り
か
え
り
、
日
本

文
学
と
外
国
文
学
の
比
重
を
比
べ
る
と
、
い
わ
ゆ
る
外
国
文
学
の
占
め
る
割

合
は
予
想
以
上
に
多
」
か
っ
た
そ
う
だ
。
岩
波
少
年
文
庫
が
、
一
九
三
巻
中

二
巻
し
か
日
本
の
古
典
文
学
を
取
り
扱
わ
な
か
っ
た
点
な
ど
を
ふ
ま
え
れ

ば
、
児
童
文
学
の
再
話
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
で
外
国
文
学
に
重
き
を
お
か
れ
て

い
た
節
が
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
否
定
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
一
方

で
、
戦
後
か
ら
一
九
五
〇
年
代
に
か
け
て
講
談
の
流
れ
を
汲
む
児
童
文
学
叢

書
の
中
で
軍
記
物
や
江
戸
期
の
文
学
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
点
や
、
五
〇

年
代
半
ば
頃
か
ら
日
本
の
古
典
文
学
に
焦
点
を
当
て
た
文
学
叢
書
が
い
く

つ
も
見
ら
れ
る
点
な
ど
を
顧
み
れ
ば
、
戦
後
を
通
じ
て
日
本
の
古
典
文
学
が

児
童
に
親
し
ま
れ
て
き
た
こ
と
も
ま
た
、
確
か
だ
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、

今
回
の
目
録
に
は
掲
載
を
見
送
っ
た
が
、
「
民
話
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
編
纂

さ
れ
た
全
集
の
中
に
も
、
日
本
古
典
文
学
の
再
話
が
見
受
け
ら
れ
る
。
そ
れ

ら
を
考
慮
す
れ
ば
、
こ
こ
に
掲
載
に
し
た
も
の
は
氷
山
の
一
角
に
過
ぎ
な
い

と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。 

 

と
に
も
か
く
に
も
、
今
後
は
作
品
ご
と
に
絞
っ
て
「
再
話
」
に
送
り
手
の

ど
の
よ
う
な
意
図
が
反
映
さ
れ
て
い
た
か
を
こ
の
調
査
を
土
台
に
考
察
し

て
い
く
こ
と
が
、
現
在
の
自
分
に
と
っ
て
の
課
題
で
あ
る
。 

        

参
考
文
献 

・
『
世
界
児
童
文
学
全
集
・
内
容
綜
覧
』（
日
外
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン 

一
九

九
八
年
） 

・『
児
童
文
学
テ
ー
マ
全
集
内
容
総
覧 

日
本
編
』（
日
外
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ

ン 

二
〇
〇
三
年
） 

・
『
児
童
文
学
テ
ー
マ
全
集
内
容
総
覧 

世
界
編
（
日
外
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ

ン 

二
〇
〇
三
年
） 

・
『
岩
波
少
年
文
庫 

五
〇
周
年
フ
ェ
ア
』 

（http://w
w

w.iw
anam

i.co.jp/m
oreinfo/shobun60/ 

六
月
二
五
日

閲
覧
） 
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ば
、
児
童
文
学
の
再
話
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
で
外
国
文
学
に
重
き
を
お
か
れ
て

い
た
節
が
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
否
定
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
一
方

で
、
戦
後
か
ら
一
九
五
〇
年
代
に
か
け
て
講
談
の
流
れ
を
汲
む
児
童
文
学
叢

書
の
中
で
軍
記
物
や
江
戸
期
の
文
学
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
点
や
、
五
〇

年
代
半
ば
頃
か
ら
日
本
の
古
典
文
学
に
焦
点
を
当
て
た
文
学
叢
書
が
い
く

つ
も
見
ら
れ
る
点
な
ど
を
顧
み
れ
ば
、
戦
後
を
通
じ
て
日
本
の
古
典
文
学
が

児
童
に
親
し
ま
れ
て
き
た
こ
と
も
ま
た
、
確
か
だ
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、

今
回
の
目
録
に
は
掲
載
を
見
送
っ
た
が
、
「
民
話
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
編
纂

さ
れ
た
全
集
の
中
に
も
、
日
本
古
典
文
学
の
再
話
が
見
受
け
ら
れ
る
。
そ
れ

ら
を
考
慮
す
れ
ば
、
こ
こ
に
掲
載
に
し
た
も
の
は
氷
山
の
一
角
に
過
ぎ
な
い

と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。 

 

と
に
も
か
く
に
も
、
今
後
は
作
品
ご
と
に
絞
っ
て
「
再
話
」
に
送
り
手
の

ど
の
よ
う
な
意
図
が
反
映
さ
れ
て
い
た
か
を
こ
の
調
査
を
土
台
に
考
察
し

て
い
く
こ
と
が
、
現
在
の
自
分
に
と
っ
て
の
課
題
で
あ
る
。 

        

参
考
文
献 

・
『
世
界
児
童
文
学
全
集
・
内
容
綜
覧
』（
日
外
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン 

一
九

九
八
年
） 

・『
児
童
文
学
テ
ー
マ
全
集
内
容
総
覧 

日
本
編
』（
日
外
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ

ン 

二
〇
〇
三
年
） 

・
『
児
童
文
学
テ
ー
マ
全
集
内
容
総
覧 

世
界
編
（
日
外
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ

ン 

二
〇
〇
三
年
） 

・
『
岩
波
少
年
文
庫 

五
〇
周
年
フ
ェ
ア
』 

（http://w
w

w.iw
anam

i.co.jp/m
oreinfo/shobun60/ 

六
月
二
五
日

閲
覧
） 
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